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坑2

・r_ 間 無F艮

太陽光の角度によって時と共に変化する壁面

タイルのわずかな凹凸が表情を際立たせる。

ある時は壁面の背後に別の空聞を感じさせるほど微妙な

無限のリズムの中の 陰 影、

タイノレ一枚一枚がまるで、 意思をもっているかのように語 りかけてくる。

TOTOエクステリアタイノレ。

T O T Oエクステリアタイル

カタログをご希望の方は、 干530 大阪市北区曽根崎2- 3- 7 ｾ語新第 一生 命ビル東館東陶機器側大阪支 社ま でご請求ください 。 合 ＰＶ Ｈ ＳＶ Ｔ Ｉ 1181 



被災地の会員皆様へ

謹んで士也震災害の

お見舞いを申し上げます

この度の阪神・淡路大震災( 兵庫県南部地

震) により被災された会員の皆様に心から

お見舞いを申し上げます

一日も早い復旧をお祈り申し上げます

社団法人 日本建築協会

会長 市 川 宏
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「建築と社会」では、毎月テーマを変え 園ご用意願う原稿〔提出期ヰ〕 よりますカえ願IJ として、 l社 (1人)

て特集号を組んでいますカえ 8 月号で 1. 写 真 外観・内部のプリント 2 1作品・| 頁( 予定) 掲載とします。

は昨年に51き続き、広〈会員の優れた ｾＳ 枚程度Ｈサイズはキ 3. 建物の矧数や特殊な面については、

作品をご紹介するため、ここ数年間に ャビネ半l降車支) 編集にあたって簡明な補足説明を

設計された会員各位の作品で、誌面に 2. 概 要 作品名称と所在全也設計 お願いする場合があります力士その

取り上げられていないものを掲載し、 者・施工者名、敷地面積・ 折には是非こ協力下さい。

特集号を組む予定にしております。 建築面積・延床面積・概盆 4. 応募作品が多数の場合、誌面編集ム

建築作品やランドスケープデザイン・ 規模・工期など。 8月号に掲載できないこともありま

インテリアデザイン等建築に関係のあ 3. 説明文設計上の特徴や苦心され すので、ご了承下さい。

るものなら干郵リは問いませんので、下 た点について500字以内で . 原稿期日及び送付先

記要項に基づいて原稿資料を二世寸下 こ執筆下さい。 1. 期 日 1995年 6 月15日同 [ 必剖

さるようこ案内申し上げます。 ・掲載に際しての補足 2 .送付先ヰ封司法人日本建築協会

組ヨ法人日本建築協会 1. 掲載料はいただきません。但し、掲 編集委員会

編集委員会 載写真は白黒とし、こ提出いただい 8 月号会員作品特集号係

た写真を掲載します。 干530 大阪市北区梅田

* 写真の撮影者名は、必ず附噸い

ます。

2 .掲載頁数は、こ協力頂ける点数にも

| 丁目卜3-2100

TEL.  06-348-0632 

FAX.06-348-0634 

関西建築学生企画 [ d白]

一一「卒業設計は、例えば絵画のように ではないて・しょうか」 一一 して、 5 点程度の優秀作品を選出し、 5

鑑賞するための「作品」ではないはずで 1994年度の卒業設計を制作した関西圏 月には改めてギャラリーでこの優秀作

第 E回企画

す。建築が社会と無関係であり得ない の建築系学生から作品を募って一つの を展示する予定です。

「関西卒業設計の宴」 のはいうまでもありませんが、卒業設 会場に展示し、他大学の学生や、さらに 日時 1995年 3 月18 日仕) ＱＳＺＰＰｾ＠

開催のお知らせ

計もたとえそれが架空の敷地や環境に は社会に対してその成果を発表しよう 審査会 ＱＷ Ｚ ＰＰｾＲＰＺＰＰ＠

想定されていたとしても、そこに「建 という「関西建築卒業設計展」が、関西 会場安治川コールウェアハウス

一日本建築協会後援一
築」が構想されている限り、その作品は 建築学生企画臼品] のメンバー( 大阪芸 倉庫

既に社会的なものであるはずです。卒 術大栄大阪工業大ネ大阪市立大栄 大阪市港区波蜘ー5-5

業5宣言十を「作品」として安全な場所に封 大阪大栄関西大ネ近畿大栄京都大 J R弁天町駅から国道43号線に沿

印するのではなく、自身を広〈社会に ネ神戸芸術工科大ネ奈良女子大学) って北へ| 日分

曝し、理解や批判を求め、何かを社会に によって企画されています。 問い合わせは、後援の日本建築協会内

投げかけてゆくことを通じてのみ、そ この設計展は、作品出品者と当日会場 関西建築学生企画臼aJ 係へ。

の作品は本当の意味て安成していくの を訪れた人たちの聞の対話や議論を通 TEL.  06-348-0635 

2  建築と 社会 ・1995. 2



鶴見はなぽーと

ブロッサム

見学会

30's EYE21世紀への工スキス

第11回

中川理

京都工芸繊維大学助教授

予ィズ二一ランドで

まちはつくれるか?

公共デザ子ンの変貌を考える

r30's EYE- 211止紀へのエスキス」をテーマ

l二30代を中心に様々な分野でご活紛の

方々 をゲヌト都市lこ迎え、御帳の講演会型式

t は違う「語り合い、情報交換を行う場J をつ〈り

たいと考えてL、ます。気涯にご参1m下さい。

. 建築慨要

所 在 地 大 阪 市 鶴 見 区 茨 田 大 宮2-7-70

雄 主 策 大阪鶴見 7 ラワ ー士 ンター{ 流通施設)

朝日生命保険( 交流施設)

運 営 管 理 三 井不動産

設計監酒! 日建設計

施 工 鹿 島 ・竹中・ 三井 ・背木] V

敷地而秘 5，915.02m'  

建築面積 17 目 022.35耐

延床而積 52，854.65m'  

精進規模 SRC'  RC ・5、B1 ・5F' P1 

最高部前 29. 92m 

駐車台数 1，050台

工 期 1992年12月- 1995年 3 月

日 時 1995年 3月31日樹

ＱＸＺＳＰｾＲＰＺＳＰ＠

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

* 大阪駅前第 3 ピル21階

講 師 中 川 理

定 員 30人* 申込多数の場合は抽選

参加費会員・学生 1，000円

一般 2，000円

* 含、飲物・消費干見

* 団体会員扱いは| 社| 名

申 込 3 月24日幽までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

1  ) 催し名 (30' s EYE)  

2) 氏名

3  ) 会員・→2の別

4) 職場名

5) 貌 r証郵送先

6) 連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参功信正を 3 月27日伺)に奨滋t

します。

申込先制日本建築協会事業課

大阪市北区梅田卜 l 干530

大阪駅前第 3 ビル21階

FAX .  348- 0634 TEL348- 0633 

主催( 紛日本建築協会

若い会員の集い小委員会

主担佐々木晴子/ 大阪市

流通掘宣( 花き市場)

- 蜘也の全周、建物M 世、屋上のす

べてを花と緑て覆い、流通施設特有

の巨大なヴォリユームを外から感じ

させない。

・緑化された人工地盤の下には、風雨

の影響を受けずに機能する広大な荷

捌き、駐車場、セリ室等を集約した活

気あふれる花き市場。

- 流通の全プロセスにバーコードを導

入した、ボタン一つの簡単な自動セ

リ、すばやい荷捌きの仕分装置、自動

イ民温倉庫等のノ、ィテクシステムの採

用。

交流括支( 物販・飲食庖繍)

・すべての庖舗がシンボルタワーと開

閉屋根を中心に花弁状に取り囲んで

一つになった、花の時代を象徴する

ランドマーク。

・四季折々のイベン卜が華やかに行わ

れ、自然光が降りそそぐ、花と縁に彩

られた半屋外の中庭、交流プラザ。

・日米の有名ブランド品が安〈貰える

本格的なファクトリーアウトレツ卜

と、日本= 初のスヌーピーをキャラク

ターにした物販・飲劃苫舗群。

( 塩井保貝1])

土偶を飾った J R五能線木造駅

バブルの80年代とはいったい何だった

のだろう 。建築デザインの世界から見

れば、それは豊かて多様な諦見を手に

入れることができた幸福な時代て・あっ

たと言うことができる。 しかし、一方

でそれは、建築デザインの世界カえま

すます内側に閉じていく時代であった

とも言えるだろう 。「業界」の内と外

という区分が、垣根のようにはっきり

と奇ふ哉されるようになった時代だった

のだ。

そのことは「業界」の外相IJ の世界て泡

日 時 1995年 3月28 日ω

ＱＴＺＰＰｾＱＶＺＳＰ＠

講師塩井{ 頼l J / 日建設計設計主管

定 員 50人

* 申込者多数の場合は始i墾

集 合 現 地

大阪市鶴見区茨田大宮2- 7- 70

* 地下鉄「鶴見緑t磁んから徒

歩約 15介

参 加 費 会 員 1，000円、一般 2，000円

申 込 3 月20日開までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

1  ) 催し名( 鶴見はなぽーと見

学会)

2) 氏名

3  ) 会員・→宣の別

4) 職場名

5) 参吻属. m送先

6) 連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 剥信正を 3 月22日制に発送

します。

申込先 (紛日本建築協会事業課

大阪市北区中毎回ト| 干530

大 隅R前第 3 ピル21階

FAX. 348- 0634 TEL. 348- 0633 

中川 理 ( なかがわおさむ)

1955 横浜生まれ

80 京都大学建築学科卒業

88 京都大学院博士総程修了

89 日本学術振興会特別研究員

92 京都工芸繊維大学造形工特ヰ助教授

93 日本建築学会奨励賞受賞

主な著書

・モダンシ ティ K Y OT O ( i 斑交社 ・共著)

・重税制i市ーもうひ t つの郊外住宅史( 住

まいの図瞥館出版局 ・日本都市計画学会

論文奨励賞)

- 氾濫するデザイン一公共のディズニーラ

ンダゼイション( 彩国社 .95年春出版予定)

こったことを見ればよくわかる。そこ ような、デザインに対する認識の根本

では、建築か主謀からどんどん離れて 的な見直しカf行われていたのである。

いくという、「業界」の内側から見れば いくつかの事例を紹介しながら、我々

極めて異常な事態が展開されていた。 が直面している公共デザインの困難に

特に、「業界」が離れていった「公共」 ついて話してみたいと思っている。

の世界では、まさに「革命」とも言える (中)11 理)

3  



「建築と社会」誌

大正 6年 3 月に誕生した日本姥築協会 形判に変 λ 、特集と作品作j瓜頁を二本 0635.  F A X  06-348-0634) まで. 。

( 当時 ・関西雄策協会) の、樹刻誌は 柱に、シリ ーズものの1 ' 1 を織り込み、 版先価格iま1200円( 送料 ・消費税合) 。

特集一覧 ・ 1974- 1994 大正 6年 9 月に n長間建築f必至謝主主主J その時々の社会を反映したテーマを選 なお、 「建築と社会J fiiff l附 斗昭和30

と姐して創刊された。大正 8年に「 日 んで干品載してきた。 年12月号まで会87巻の復主IJ版が、 1991

本必1築tbb会雑誌」、さらに 1年後には 取り上げてきた特集テーマ li 下記の t 年 10月から順次発行( 不二出版) ・自己

m築と社会J ! : 改組し、今I - ! ( こ至っ おりで、パックナンバー購入希望は、 本されているので、淋111は11秘主築協

ている。昭和42. i f . からはf本t&. をA 4変 11木建築協会事務局 ( TEL 06-348- 会事務局へお前J ｾ、合わせ願 ｌ 、たい 。

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 

1974 ・既成市街地 ー ・建築生産 t ・高附プレハ ・極般防水工事

VoI 55 ・歴 史 的 ・明日の控聾は ・ ｾｴ 伊ーユー ・ピルのi ' i ・第 21 1"1 ・ピル防災に

・保葺所作品・ の 住 宅 地 内 流通機械の プ 住 定 の ・み E り・ の失敗例 H

環 境 保 全 n なるか・ タウン ｾｴ 両・ エヰノレギ化 青年技術r ，. 1刻する m:t

整備の方策 変容 構 造 設 計 の対策・

1975 

VoI . 56 ・図書館
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• 
1976 ・証 言7← ・1長住 1本の ・設耐，¥から

。，. 57 ［Ｍ［Ｚ￰Ｚｲ［［ｾ［＠ . ・建聾基礎情造 ・床 工 法 t ・ill 築 防 災 ・工場建築の ・鉄1' ，'榊造の ， ・結露防止対策 ・第 23 1"1 

建築Tザイノ 。 占 ・医st 施"生・ ・市街地整備・ ハート t みた建築の

の問題。 y 材 料 . 1: i:去・ 設倫・ ジョイント t 断熱材料・ 青年技術J ' i '

の到' ) I古1・
ソフト・ : 問 題 点

1977 ・デザインの ・兵 庫 m ・H本時里会 . ' ン川ートの ・埋立地仁川る ・日 本 住 宅 ・ミニ乱開先

'01. 58 動向一部分 その風土ベ . 円 切 ; 品 問 理 t ・1 2 . 削 1I . 身障者施設・ ・酬 訓ff ・ 問』市 公 l司 t  告白ｾ Jt PIq的 ・??17J 111 ・5 Fん1|

t 全体・ 建築・建築許ゐ管理 行政指導川向 棋を例1: Lτ 建築作品ミニ| 制 i1へ・

1978 

・デザインの ・医療施設- ・組合 }j 式1・ ・C A  D ー

ν。1. 59 ・外 壁 塗 装 ・電波附8! : Ｍ ＷＱｾ ，ｦｊ ＴＺＢＺＧＺ＠ ・新しい耐i M 号凡 九 巴 ・第251ロ|

動向一新旧の ・水・ 病院建築 t よ る 集 合 ・住 宅 設 偽 品 it ＱＺ ・ 一般ｾ ｾ .  ・ ピノレ環岐

材料. ill 築・ d  設; n- RX.  Ｎｾ＠ I  : . "  JIIX ' 7 青年技術品・

コントラスト t.'I#l ンステム 住 宅 Jt 剛 一
コンピュータ

1979 

VoI ω ・5 2 2 ? - t R Z T ・商 業 引 ! 日 お むJ J よ ・11 附 11. ・; 47? ? : ・3 2 5 F ・2 2紅 -f J J ・? え れ ? ・詐 部 品 ・ ・3 手配

1980 ・80 年 代 の ・今 後 の ・最近の輯n担聾
・軍27同庁年li 耐E ・これか 句の建

ν'01.61 都市 t 建築ー 古エヰルギー ・1i. :J I' ill 築 ・住 宅 の ・建築行政 t ・最 近 の ・r. J I市景観 t ・届 肉 体 育 ・水 ぎ わ の ・今怯の外装 ・転慢仁たつ

聾.l: ltt 新耐

まちづ( りの の 趨 勢 設 ｊｴＩｬｾ 務所 耐 久 性 ・ 法規・ 防水工法・ 7J . ニテ 4 ・ 施設の設備・ まちづ〈り 欧f.t仕 1: /.1'

歴史 t 展蛍・ ・建 築 金 物 ・ 作 品 集 ・
集合住宅・渓設計法・

1981 
・H ・瞳聾拘 t 凪ー ・佐官 111" 聾歯企

刷 62 ・! J '国町歯文 ・f トピ ア ・台所まわり ・シーリング ・災j F t 法 ・r.JI rlijj ，' i : - .  rf 什ーの 同一間岡仁川 ・ ｊｩｩｊ仕切 Ｇｊ ｬＺ ，ｾの ・ 第 ＲＸ 1"1 ・附 苫 告 の

・ 職 f世論・ ー ｾ ｴ il':の i ー の百十例 t 配全な環境 住 t い干 ために 勘li l:¥瞳を，/，心 t 暮らしやすい

抑 ｬ 市 ｾ Ｑ 同， 官1・ 設 備 ・ 材の拘l砂 をめざして・ からの尭 ｾｴ ・ Ｍ ｴ t v h  t J  ｖ 附ｾ，，ｦ ｦ 剖Ｎ 111[. 技術 R・ 環境 t 設備

1982 ・医療施設- ・部市景観一 九 ・桂本に "ot i ・第 29 Jul  
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今月の表紙

Ne w Yor k Muni ci pal  B uil di ng 

ｺ ューヨーク ｉ ｉｩ ｊｩ ｾ 合 建 築 と 社 会 附 固 一 刊 時/ 適時

竣工J I三 1914

ARCHI TECTURE A N D  50CI ETY 

ｊｏｕｾ ｎ ａｴ＠ O F  THE  ARCHI TECTURAl  ASSOCI ATI QN Of  J APAN 

ｾｊ 十者 Moki m， Mead &  Whi te  

1N尚: 丸II N e w  Y or k  

シティ ホール ・バークを歴史

的な核とする1ヲJ竹町「シヴィ

ック ・センター」に、 1914
1

!，-

マッキム ・ミー ド・ア ンド・

ホワイト のi:it，刊 により、この

ニューヨーク荒rr 市庁合は長I ! て

られた。形態的には19 l!!況の

シティ ホーノレの} 防車を制車*し

たものになっており、その頂

部 には ｾ ＱＵ 刻家アドルフ ・ アレ

グザンダー ・ウェイマンによ

るι さ25フィー 卜の像「シヴ

イツク ・フェイムJ カ預Ul、て

いる。( 印11，成 ・解説 : 桐原

JliJ)惨/ ヲ矧江品似!昨* 予山口

研究室)
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5 月号/ トイレ空間
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制振鋼板の特性と建築材料としての適用 ・蔵原治生

鉄骨ー階段と騒音について ・有明利昭/ 高橋正明

[ 遮音] 宴会場と移動壁 ・根 上 清

機械式駐車設備の騒音対策 ・黒田章夫

[ 吸音] 焼 結 アノレミニウム吸音内装材 ・岸田勝弘

耐候性グラスウーノレ ・脇谷摘ー

[ 防音] ノ叶J 工法による防音室 ・富士田隆志

[ 操音] 残諮問 ｉｊ ｾｉ ・ 小川有子

アクティブコントロールによる騒音の低減 ・高 僑 稔

[ 創音] 音のデザイン ・堀 部 潔

「建築と社会 J '95/ 8月号会員作品特集号原稿募集

「関西卒業設計の宴 J 開催のお知らせ
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島 根 県市 町 村 振 興 セ ン タ ー

広 島 文 教 女 子 大学 体 育 館 ・付 属 施設

リージャスクレストゴルフクラブロイヤノレコ ースクラフシ、ワス

ア ノ レ ザ 泉 大 津 駅 東 地 区 第一 種市 街 地 再 開発 事 業

ラ パー ク 岸 和 国

松 下 電 器 健 康 保 険 組 合 ノ f ナヒノレスマ大阪

大 阪 有 線 放 送 社 晴 天 想

W alk i ng  12  : 建築家 おすすめデートスポット一 石 井 修 氏 ・稲木裕子

住まう ことの空間構造とその意味を|刈 う・前川道郎

短評4題 ・稲木裕子

火 災 後における鋼管 コンク リー卜柱 部 材 の 残 存 耐 力

事業用大規模建築物の減量化指導1 I l lJ 度 ・高峰秀昭

自邸 ・池上俊 郎

阪神大震災に直面してーその 1 - ・社家 浩

でも、やっぱり嫌い ・塚口明洋

京都 ・八坂の夜景 ・村 上幸三郎

関 西建 築 学 生 企画 [da] 内 藤 肢との対談を終えて一3つ の 報 告一

修 子 状地 盤 改 良工 法 ぞ 用 いた液 状化 対策 ・木林長仁

人にやさしい環境を求めて一 睡眠と入 浴 ・梶井宏修

瓦の色' 壁の色 ・松浦邦男

世界建築博覧会 1998奈良プレイベントトリエンナーレ奈良 1995

国際ガラス展95・金沢の作品公募

日建スペースデザイン設立

講習会「軟弱地盤の対策基礎工法とその事例 J
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第6回タキロン・国際デサ.インコンペティション入賞者決まる

劇場をめぐる旅展ー芝居小屋建築考ー

スペースデザインスクール開講
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ロサンゼルスのHi sωr i c Pres ervati onを語る

N E G空間デザインコンペ

建 築 ・都 市 ・住 宅 ・土 木「情報アクセスブック」・荒川治徳

花問佳明「建築のことをもう少しキチンと1，*ろうよ」 ・芦 田智 之

平成6年 1 2月分
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幸 橋 よ り 外 観 全 策

堀 川 の 親 水 空 間 南 側 プ ラ ザ

6  建築と社会 ・1995. 2



出甲

設計監王里 ・

日建 設 計 ・建 築 技 術 セ ン タ ー 特 別 共 同 企 業 体

施 工 ・

清 水 建 設 ・松 江 土建 特 別 共 同 企 業 体

展 示工 事 ・

エ リ ア サ イ エ ン ス ・京 都 科 学 特 別 共 同 企 業 体

島根県市町村振興センター

( 愛称タウンプラザしまね)

4出也は宍道湖から松江城に至る中ほどに位置しており、行政・商 業・

絶句Eの中心地域である。今後展開されるであろう島根県庁周辺の主左

側'iWt :tEtの起点となる、いわば、喜V にあたる重要な立地である 。

建物の計画にあたり、松江城周辺や掘) 11沿いの都市景観を形成し、

来Jr しい 11奇イての街づくりをリードするたたずまいをめざし、傾斜屋根

を持つタは周航成とした。

市 111] キ村辰興センタ ーという施設の性格をさらに 聞かれたも のとす

るため、 1加也の南北を1'1: < 三府吹き抜けのアトリワムを持つエント

ランスホー庁舎中央に設け、県民や観光客が自由に出入りできる

空 間を提供した。

ここを訪れる人々や、松江市の街にとって常ににぎわいのある施設

となることを窓図している 。内部空間においてもアトリウム内のブ

リッジを介し互いに呼応し交流できる桃成としている 。

外装は 5 階までを県内の和紙づくりを表した障子を恕わせるがラ

スのカ ー テンウォ ーノレとし、周辺への反射 公害の少ない透明カヲ ス

ぞ採用した。E V機 械室や屋外機株主? 囲んで. いる 屋根は黒色つや消

しの銅板葺きにより、落ち者きのある街並になじむテ、、ザインとし

t:. 。

外仰は植栽言|ー酉H立、調) 11と段状殻岸を新たに造り、池や布邸主により、

水 ill 1 : . →本感があり親7 N惑のある外吉1I笠間形成をめざした。

この施設の建設が島中島県の59市IIIT村 の人々仁とって昭和57年から

の10年に亘る永い念瀬てあったことから、この期待に応えるととも

に、公務で決まった、タウンプラザ、しまね。の愛称にふさわしく人々

の交流の場となり、 情 報の発信毛針也となることを念噸して L 、る 。

( 大! 仔 一男/ 101姥設計)





6 階 大 会 徹 宣

察後JI¥

配 置 図 1: 即日

所 在 地 一 一 島根 県 松 江 市 殿 町 8 番 地 3

敷地面積一一一 2 ，280. 82m'

建築面積一一一 1，190. 19m'

延床面積一一一 8 ，350. 06m'

構 造 規 模 一 一- RC( 一 部SRC) 、B2F、6F

工 期 一 一 平 成 4 年 10 月 ~ 平 成 6 年 11 月

最 寄 駅 一 一 一 J R山 陰 本 線 ・松 江 駅

撮 影 一 一 黒 田 膏 巌 、 山 室 晃 彦

11皆力 フ ェ テ リ ア

@  

通絡 L主 再j

市 町村 組合コーナー

• • • • • • 
1，21皆平面図 1  : 800 

9  



盟国盟

メ イ ン ア リ ー ナ ーサ ブ ア リ ー ナ

メ イ ン ア リ ー ナ

断 面 図
航 空 写 真
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作 E・
Eヨ風

設言十 監 理 ・

清 水 建 設 一 級 建 築士 事 務 所

施 工 園

清 水 建 設 広 島 支 庖

広 島 文 教 女 子 大 学

体育館・付属施設

広島市街から車で ＳＰ 分、太田 川に 注〈斗良之谷 川河 ｡ｱ ｾ は、森には光 り

郷〈新緑、秋には目に鮮やかな組潔と、四季折々の表情をみせる。

広島文教女子大学は、こ の笠かな自然に恵まれたキャンパスてあ

る。

建物の配世は既存のプーノレを囲い込む形て、、メインアリーナ、研究

室株、部室練、学友会センターの諸施設ぞ配し、庇、列柱、自立壁

といった共通のデザイン要妥＿で杭成することで変化に ￚｾ ｉみ、 ｂ ｦＮ倣感

あふれる学園のオアシスをfi lll l ' ，するよう計画した。メインアリーナ

は、コンクリ ー卜打放し による架桃の上に鋼陥アーチ'l' }・組による脱

届線て治時成している。南北方向に rlr日子のつばのようにはね出された

デザ、インは、スカイラインの変化 とilil 快さを表現したものである 。

透 光|企のある膜屋根は、明るく均一 な採光によって、スポーツ競技 ・

授業に適していると共にメンテナンスフリーといった大学 からの

要望にも適していた。エントランスホールはトップライトを有する

I次抜空間とし前面の大| 封i 口からは緑で固まれたプーノレ越しに学友

会センタ 一、部室株等を望むことができる 。各建物は拠Wi をR C造で

自立させ、その上に経快な欽 Ｇ ￭ ｾ ｬ 造による ｬ 五十良を釆せるという柿造形

式で統一するとともに仕上材料も架桃を表すコンクリー卜打放し

と白色のi次付タイノレによる壁面の桃成て税ー して L、る 。

( 竹内) f ti彦 / 清水建設一級建築士事務所)

所 在 地 一 一 広 島 市 安 佐 南 区 可 部 東 ト 1237

敷地面積一一一 71 ，887 . 61 m'  

建築面積一一一 3 ，390 .68m'

延 床 面 積 一 一 - 4 ，296. 46m'  

構造規模一一一 RC、2F

工 期一一一平成 5 年 6 月 ~ 平 成 6 年 12月

最 寄 駅 一 一 一 J R西 日 本 可 部 線 ・可部 駅

撮 影 一 一 西 日 本 写 房

弓 道 場

プ - ) レより学友会セ ン タ ー を み る

エ ン ト ラ ン ス ホ ー ル

V サ ブ ア リ ー ナ



ア プ ロー チ

クラブハウス 南 面
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J H  

言jt 言十 圃

フ ジ タ 広 島 支 l吉 一 級 建 築 士 事 務 所

E D  2 イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル

監 理 ・

フ ジ タ 広 島 支 l吉一 級 建 築 士 事 務 所

施 工 ・

フ ジ タ 広 島 支l苫

リージャスクレストゴj レフクラブ

ロイヤルコースクラブハウス

リージ‘ャ ス ・クレスト ・ゴノレ フクラブは、中国山地収ffi の幾重にも

速なるなだ らかな山々の中に位置し、県道を挟み東 ・西にテイスト

の異なる 2 つのコ ースから成り立ち、それぞ、れに独立した クラフシ、

ウスを持っている 。今回のR OY A L ( 束) は自然の樹木守最大限に生

かした林間コ ースとなっており、クラブハワスのデザ、インではこ の

林の中で調和し、周辺の風光をより高めることを怠図した。言村函に

あたっては、アメリカのランドスケープ ・建築のデザ、イナーとの共

同での作業を行ない、事業主の目指す「プライベートクラブとして

格調あるもの」とする様に- 1 ' ，嵯トけた。 ランドスケープデザ、インでは

自然のカーフそ持ったi也のそばにクラブノ、ウスを配澄し、コーヒー

ショップテラス等を水際に出し、来見水性を犬切にした。

選E築的仁 l阜、 この池を中心にエ ントランスロビー を設け、来側に v

ストラン ・コンペルーム等のノ f フo リック、西側仁ロ ッカ ールー ム ・

浴室等のプライベートな ゾーンを設けて機能守分離している 。

外装は緑の段主主の屋中艮 ・木の霊木 ・コ ンクリ ー トの壁 と石積み、 t  

ｾ手 十オ感 のあるものを使用し、荒削りではあるが親しみの持てるもの

とした。 インテリアでも外装の材中斗をそのまま使用し、索中卜な中に

もクラブハワスにふさわし L 、雰囲気とした。又、 ID: ! :路泉の交差音11には

天空を取り入れ君主画のある l次抜を設け、各所にタペストリ ー ・絵画

を配して品格ある空間づくりを行な った。 ( 福原光敏/ フジタ)

所 在 地 一 一 広 島 県 高 田 郡 高 宮 町 大 字 房 後 字 割 谷592

敷 地 面 積 一一一 50 ，OOO，OOOm'

建築面積一一一 2，910. 750m'

延 床 面 積 一一 - 4 ，686. 317m'  

構造規模一一一 R C、一部S 、BI F、2 F

工 期一一 ＱＹＹＳ 年 Ｗ 月 ｾＱＹＹＴ 年 Ｗ 月

最 寄 駅 一一一中 国 自 動 車 道 高 宮 イ ン ア ー

撮 影 一一一 CFフ ォ ト ス

ロビ

V ホ ー J レ吹抜





m 

設 計 監 理 圃

環 境 開 発 研 究 所

施 工 圃

竹 中 工 務l吉

ア ル ザ 泉大津駅東地区第一種市街地再開発事業

大阪より新空港への中間に位置するよi tk津市の中心、南海本主総択前

の当再開発計画( アノレザ7は、市の玄関として、南大阪の拠点として

広< J 明待されています。吉村副主、駅前広場を囲む約 2 ［Ｚｾ の腕也に住

宅、核底舗、専門底、ホテノレ、スポーツ、業務、駐車場を配するも

ので、 ' ( j J ; ) 百の町並みが速なる周辺と の調和を図りながら、大いなる

椛恕に呼応すベ〈象徴性ある次の棟構成を考えました。

周辺から階段状にセットノ f ックするピラミッド型の 2 棟の低層棟

緑の広場( 低j前東屋上) にそびえるスリムな双塔の高層住棟

この 2 組のツインビノν とそれ らが合い抱〈位置に設りられたカヲ

スのアトリウムが、駅前広場ｾステージとして、せり上がりつつ囲

んで、います。スカイワオークは各施設を結びアトリウムを内部て: 取

り巻いて周囲し、利便性の向上と ーイ本イヒを図っています。

高j百個; 来ては、居住性と住戸プランの自由性を高めるため、中央の

チューフー構造よりはねだした壁梁( 5 階部) と屋上トラスによ って

支持された細い柱が、外周床( 住戸剖1 ) を支えてし、ます。柱と梁の露

出を大幅に少なくできる新しし、架ホ制ミであり、ハンカ守一フ ν ーム構

造と名づけられました。

架構は時代を越えて反復され、人はそれに力や流れ( 秩序) を凡てき

ました。孫射はの対話を通して、内外の事象が織り込まれることで、

力ffiiJ! 惑と親密性が得られ、そのm奏性は時空間にo日かれ、日々の生

活に紡ぎこまれることを考えました。 c務報開発研究所)

配 値 図 1: 3∞o  

所 在 地 大阪府泉大津市1 1 e . 町5∞

敷地面積一一一 20 ，337. 96m'

建築面積一一ー 15 ，417. 22m'

延床面積一一一 11 4 ，297 . 84 m'

構造規模一一一 S R C、S 、R C、B2 F、36F、PI

工 期 一 一 平 成 4 年 2 月 ~ 平 成 6 年 8 月

最 寄 駅 一 一 ー 南 海 本 線 ・ 泉 大 津 駅

撮 影一一古川泰造、大島勝寛

ーう
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出甲

設 計 監理 ・

大 建 設計

施 工 ・

鹿 島 ・才門・日 本 国 土 開発 ・日信 共同企 業 体

ラパーク岸和田

「ラノ守ー ク岸和田」は、関西国際空港オープンに伴い、大きく変貌

しようとする大阪泉南地域の中核者11市、岸和11王1" に、新たな商環境

を形成する大規模なショッピンク守センタ ー を中心 とした、複合商業

施設です。

建物の配置は、スク エ ア ー な敷 地 形状に合わせ、翻ｾな庖 ｴｬ ｉ ｖＢ ー ン

と革路ス ロープを両サイドにレイアウトし、歩車のアクセスをでき

るだけ分離 し て ｾ， 0 。又、 池坊嘩? 備の一環として、! J 1 知也内タ同財i't-l霊

的に緑化 を施し、周辺郡明のアメニティの向上を図った。

施設の柿成は、シヨヅピンク守束の 1 ・2 階が庖官ili フロア一、 3 階 ・

屋上階が1100台の自定式駐車場である 。他にスポー ツ棟( プーノν 、

アスレチック、ボー リング場) 、ファンタジー ドー ム棟( 屋内型遊園

地) 、市民センタ 一棟からなり、施設で図まれたカ、ーデンプラザに、

飲食ゾーンを設け、諮らいと憩いの; 場として、又、各種イベント等

多目 的 に利用できる、オープンスペースを設けて い る。

タ同Eのデザインは、大きな壁面守グ リッドパタ ー ンにて、 ヒューマ

ンスケーノレに分制して、親しみやすい長織を創出 した。

又、特徴的な外装の色彩は、あたたかい、親しみやすい、ナチュラ

ノレバラエティ ーカラ ー砂を、分別された壁面に使用することで、ア

ップスケーノレコミュニティショッピングタセンターとしての賑わい、

楽しき、遊びが感じられるよう、競合す仰蝶施設との部川化をj貸

出 した。「ラパーク岸和田」が岸和田地 区の商業施設の核として、地

域の発展とまちづくりの起似剤となる ZJ王を願っています。

( 四 方 飽 ・相沢光幸/ 大建設計)

1階 平 面 図 1: 4000  

所 在 地 一 一 一 大 阪 府 岸 和 田 市 春 木 若 松 町21- 1

敷 地 面 積 一一一 39，778. 26m'

建築面積一一一 26，479. 95m'

延床面積一一一 65，38 1. 86m'

構造規模一一一 RC、S、3F、P2

工 期一一 Ｑ ＹＹ Ｓ 年 Ｖ 月 ｾ ＱＹ Ｙ Ｔ 年 Ｘ 月

最 寄 駅 一 一 南 海 本 線 ・春 木 駅

撮 影 一 一 奥 俊 博

⑨ 

ガ ー テ2 ンプラザ

プ ラザ

17 



北 面 外 観

東 函 外 観
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由昭

設 計 監 理 ・

双 星 設 計

施 工 ・

重量高幸且

松 下 電 器 健 康 保 険 組 合

パナヒルズ大阪

ＱＱｾ Ｍ ｆ グノレ ー プにおけるＭｪＺＧ｜ｉＡｊ， ｋ 保険組令保護所の仁Ｇ Ｂ 核的な施設である 。

lI i 'Hn35年建築の来館を撤去し総令(I(JI こ整備しt.: ものである。

計 ｉｭ ｊｻこあた っ て特に留意した ヲ ｊｾＱ 阜、全ての人達にとってノザアフリーであり、

とりわけ当然のことＱ］］ら身附者負ＢｮＺｰＺ、そして防災になをＱｩｾ、た 。

千皐山丘陵の東端に位澄し 7 附挫ではあるが速く北摂の山々、また大阪

市内、万博公園ぞ見下ろし ｉｾ 回目こＡｊＮｾまれて ｌ 、る 。

ｔ 行 ｾｾ ｉＧ 会議 Ｎ ｬ￭ｊｦｦ ｬ ｊ［ ・ 結婚式 ・ プーノレ ・ テニスと誠に内容多彩で、敷地は般の

H青J 切には花見の名所となる。 ( 安川 賢 次/ 双ぷ設計)

3' 皆 平 面 図 1: 1500 

所 在 地 一 一 大 阪 府 吹 田 市 青 葉 丘 筒 10番 l 号

敷 地 面 積 一 一 36，028. 07m'

建銭面積一一一 3 ，796 ，5 2 m'

延床面積一一一 12 ，856 ，62m'

構 造 規 模 S RC、7F、B2F、P2

工 期 一 一 平 成 4 年 9 月 ~ 平 成 7 年 l 月

景寄駅一一ー大阪モノレール ・茨木駅

撮 影 一 一 一 島 修 一

( 電気設備) 大 電

( 弱電設備) 双 葉 電 気 通 信

( 給排水衛生設備) 須 賀 工 業 ・八 神 共 同 企 業 体

( 空調設備) 高 砂 熱 学 工 業 ・ 新 東 洋 空 調 共 同 企 業 体

争う

3' 皆中ホール

3' 皆レストラン

マツイ ンルーム



すり



白甲

設 計 監 理 圃

A  A  A 総 合 設計

構 造 : 山 田 建 築 僧 造 事 務 所

設 備 設 備 技 研

施 工 ・

清 水 建 設大 阪 支 l苫

大 阪 有 線 放 送 社

晴 天 想

* は生玉寺町、南は茶臼 山、西に黒門 を身近に、務E地 は入り組んだ

古い街並の中にある。 全国的に営業展開を広げる大阪有線放送社

は、 この地に本社を持っており、その社員施設である。 この施設は、

寮室を 中心に ロビーホーノレ ・食 堂 ・多目的ノレーム ・ラワンジ . liJ刊Iq;

室 ・駐車場等多機能ぞ集約してし、る。又、意識の交流育成、発展

を基本に根ぎした存在を求めるものである 。

音をテ ーマに、人と社会との交流を重ねてきた社風の流れに乗り、

祝 党 ・触角等五感に刺激を与え、自由で気力と: i ; i l雌性を感じとれる

空間イメ ー ジを持ち、出舌をバランス良〈配置する こ とで、さまざ

まな利用方ほの可能性が生まれる 。意匠は、水平ラインとグリッド

をモチー フとして、楽諮の持つ机史的労J果と情報の発信する人工的

な音源を意匠に取り入れ、 コンクリ ー ト・カヲス ・鉄の素材をいか

しながらやさしさをディテールで表現する。

ロビー・ 食 堂 ・ラウンジは、外部に聞き視野を広げて内外のーイ本性

を図り、空間はつながりを持 っ て重なり合い、人々の 気配 をＡｾじる

桃成として い る。又、ロビーホーノレには流れを配して、静けさそ表

現し、 中庭を 中心 とする 14階ラワンジは風と緑を感じさせた。建 物

の前後には公|荊空地 を持ち、街路にもリズムを与え、周辺の街並に

馴染むよう配慮し、風景の再生を試みた。

( 土居重勝/ A A A総合設計)

@  

平 面 図 1: 500 
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建築家おすすめデートスポット]

初めに自然ありき一石井修氏と歩く目神山散策

毎回、デート前には簡単に打ち合わせし、目的の場 友達を口説いて購入したそうである。そして、建てた

所を紹介していただくことになっている。対 氏 場 所 のがこの自邸で目神山第一号の家である。( ちなみに

と待ち合わせ場所を決めて、後はご一緒にというパタ 隣の友人宅は第二号とのこと) その後この 白神山の地

ーンなのだが、今回の石井氏の場合は違った。事前に、 に石井氏が設計した住宅は、最新作の西山町を含め 15

1/2500の地図をいただき、( しかもちゃんと張り合わ 軒もある。自邸の前もその隣もその 2 軒隣もまた石井

せてある地図であった) 、デートコースが赤ラインで 氏の設計である。これぞ、目神山を歩けば石井氏設計

示してあった。そのコースとは、西宮市甲陽園付近の の住宅に当たるというものでるある。

山を ぐるりと 一周するコースで、 約5. 6kmはある。そ 自邸を後にし、目神山一帯のそぞろ歩きに出発し

う、ハイキングなのである。 た。設計したそれぞれの住宅の前で石井氏は立ち止

取材陣一問、足元をスニーカーでかため、デイノてッ り、「この家はトンネルを抜けるとそこは家だったと

クを肩に担ぎ、石井氏の自邸のある目神山 12番坂へと いうような発想で器十し、あちらの家は敷地内に大き

向かった。 な石があったので、何とかこの石を活かそうと思って

このようなアプローチにした」とかとか、思い出が尽

自伸山モデルハウス きない風でーあった。

石井氏の自邸は、白神山の数今ある作品中の第一号 「どうして、この地に何軒も言宣言十できたのですか」

である。道樹則は木が生い茂り、家らしきものは見え と伺ってみた。「さあねえ」と困った様子て・はあった

ない。ただ、こんもりとした土盛りの上にコスモスが が、「自邸を見てもらうことによって、私の設計のやり

揺れているだけである。実はそれが、屋根なのだとは 方を良〈理解してもらえたからだと思いますよ」と答

後て・わかった次第でるある。道路から階段を降り、細い えられた。「自邸が白神山のモテ・ルハウス的な役割を

路地のような通路を少し行くとそこが玄関であった。 果たしたのですね」と私が切り返すと、氏は苦笑いし

その玄関から、さらに階段て係りた先が40帖ほどのり た。

ピングダイニングである。LDの大きなガラス窓から

は、木4 の生い茂った様子が見渡せ、まるで山荘にい 地膚遭か§ 縛既寺号、北山ダム、北山務称公園ヘ

るような気分である。暖炉の横には、〈べられるであ 目神山 12番坂を少し下って歩くと、散歩途中や庭い

ろう薪か積んであり、その周りをソファが図み、天井 じりのお隣8 んに出くわした。その度に、石井氏は立

にはイサム ・ノグチ作の平日晴氏で出来た大きなちょうち ち止って挨拶を交わされる。「施主が近所だと、住みに

んがぶら下がっている。西宮の中心地から、車を 10分 くくないて・すか」と質問すると、「いえね、どのように

ほど走らせただけなのに、ここは別世界である。取材 使われるのか、どのように住んでくれるのか見守れて

も忘れて、思わず心安らぐひとときであった。 楽しいて・すよ」と返答が帰ってきた。住宅の設計を依

石井氏の話によると、この目神山が住宅地として売 頼されたときは、家の設計はもちろんのこと、庭およ

りに出されたころ、この緑深い立地lこー自惚れをし、 ひ家具の諒十まて任せてくれないと、基本的には引き

神 呪 寺

- 圃 - 苛ナ せ侍ムι〆k哨帰t味筑彰-弐.圃. .  

嗣急みμv〆.三Fベf川11シ乙勺竹Jλ.五I三三己I元IグI
. 圃. 圃戸 =ポ勺F百斤η I勺111三f 川I、弐-

z  匙比 ゐ. でミ誌主必私ふ;泳狩狩如1')ヤ浄矧写11I引ら片I一-

北 山 ダ ム

t 乏園明

唱恩

受けないそうである。庭の設計には特に気を配り、植

栽も自分の目で確かめ たものを約8併重委員は被えると

いう 。庭の施工の際には、自ら立ち会う 。それほど、

石井氏にとって庭は建物の設計と同じくらい大きな

比重を持つものとなっている。

自神山 12番坂付近をぐるりと回って、道路脇の小選

に入ると、小さなお地蔵さんがまつられている帝国い通

路に出た。これが、神呪寺に続く参道で、その傍らに

は88組の地蔵がまつられている。「この道は地蔵道と

呼んでいるんですよ。ただし、私が勝手に付けた名前

ですがね」と石井氏の解説が入っ た。

地蔵道を下りながら、話は住宅と環境の話になっ

た。「私は、家を設計するというよりも、環境を設計し

ていると思いますね。極端に言えば、建物のエレベー

ションはむしろなくてもいいと思うんですよ。むし

ろ、何年かたって行ってみたら、建物は緑の中に埋ま

ってしまっていたというのが理想かな。実際、過去に

設計した家の中には、全く緑の中に埋ま ってしまって

いる家もあるけれと' ね。J rそういうお考えは、住宅以

外の建物、例えば商業建築などではどういうふうに取

り入れているのでLすか」緑に固まれた地蔵道を歩きな

がら、環境の話をするにはもってこいの雰囲気であ

る。「商業建築の場合はどうしても制約があるけれど、

屋上を庭園にしてしまっ たり、ファサードにミラーガ

ラスを使って、空を映すことで、環境を取り入れよう

と努力しています。」

地蔵道が開けて、神呪寺前に出た。境内までの階段

が余りにも長いので、参門を下から拝むだけとし、北

山ダムへと向かった。 しばらく坂を昇って行くと、自

の前がパッと開けて、北山ダムに出た。猛暑の影響で、

水面か下がっているのがわかる。「ここには、春になる



不 鐙 庵

と き 平 成 6 年 10月23 日

ところ 白神山近辺

といつもみんなか花見に来るんですよ」と石井氏は笑

った。

北山ダムを抜けると細い山道に出た。その先はいよ

いよ北山森林公園である。細い山道で擦れ違う人身

に、石井氏は「こんにちわ」と声を掛ていく 。「あれつ」

と思っているとどうやら 山を歩く人々の問の礼儀ら

しい。「白神山町には、やまびこ会という草剤圭を兼ねた

自治会があって、毎年みんなで山を歩くんですよ。私

も時々参加してますよ」みんなで、「こんにちわ」と言

いながら北山森林公園を抜けて、北山緑化植物園内に

ある、北山山荘に向かった。

北山山荘は、西宮市のいわゆる迎賓館として建てら

れた建物である。詰博の板垣元秋氏は、吉田五十八

氏の最後の弟子と言われるだけあって、至る所に師匠

の手垢が残るような作りである。( と、石井氏は解説し

てくれた。) r私も若い頃、料亭を設計したとき、吉田

五十八風にと思って設主十していたら、そっくりになっ

てしまった思い出がありますよ」と苦笑いされた。荒

木芳邦氏が設計された庭がまた建物を引き立てるが

ごとく美しい。苔が戸用失しと密集している石畳を踏み

しめ、茶室町宮庵」を見学する。「この床柱はこぶし

の木で、この床に飾つである花はあけひ7三よ」と、石

井氏は妙に草木に詳しい。まあ、床柱の材質について

詳しいのは建築家だから当たり前かと思っていたが、

その後北山緑化植物圏内を歩いていても、「これは0

cm木で、 これは仁on草で、こんな特長があって」

と詳しく説明して下さる「生まれが明日香ということ

も手伝って知っているということもあるけれど、草木

が好きだからね。住宅の庭を作るときに覚えていくこ

とも多いしね」取材陣一同は、石井氏が解説を入れて

くれるたびに領くばかり 。本当に、都会に住んでいる

北 山 山 荘 に て

と自然の草木については何も知らないのだなあと思

い知らされた散策であった。

再び自得山ヘ

北山山荘を後にして、山間の散策路を辿っていく

と、再び白神山町の住宅街に出た。西山町に石井氏の

最新作の住宅があるということで、そこへと向かっ

た。「西山町の住宅は見晴らしの良いところに建って

いて、眼下に甲陽園の街が見下ろせるところでね。だ

からその場所にイ主宰が建つことによって、後ろの家が

景色を阻ばれないよう に工夫してあるんだよ」西山町

のその家は道路側から見ると、どう見ても |階建にし

か見えない。車庫の上はテラスになっており関口部に

はハーフミラーがはまり、その前は植栽て飾られてい

る。ハーフミラーには青空が映り、小さな自然を反射

している。石井氏の手法である、ハーフミラーに自然

を取り込むというそれである。

道路をぐるっと降りていくとちょうど西山町の家

の褒側に出る。裏から見るf主宅は、「えつ」と思わせる

外在見で、表の高さを押さえた建物と同一だろうかと思

わせるほと.であった。表は高さも押さえられ、自然に

埋もれてひっそりしているが、裏側は景色をこれでも

かと取り入れんばかりに解放的であり、岩盤の上に 3

階建の住宅がそひ' え立っている感じである。「今は建

ったばかりなので、裏側はファサードを主張している

けれど、いづれ蔦カ絡まって、自然の中に埋もれれば

いいなぁと思っているんで・すよ」実際、屋根に蔦が絡

まるような工夫が施されているという 。その何年後か

の姿を想像しつつ、西山町の家を後にした。

織の中に爆もれるカトリック教範

西山町より目神山の坂を駅の方へ下っていく途中

で、眼下に甲陽園の街が一望できる。眼下の景色の中

に、石井氏設計の司祭の家が見えるという 。「あの忌上

がむき出しに見えるのがカトリック司教館の本館で

してね。これでは、上から見たところ余りにも黒々と

した屋上が剥き出しで風景を壊すため、これではいけ

ないと思ったんて・すよ」司祭の家の増築を依頼され、

増築前の自然からはみ 出ている本館の建物がどうし

ても気になったという 。「自然の中に埋めようという

意図で設計したのが、 あの木身の中に埋もれる司祭の

家て・すよ」指を差されたところを見れば、住宅街の中

にこんもりとした木4 が生い茂っている。さらに篤い

たことに、近くまで来て見る司祭の家のファサードは

道路から全く見えない。すべて、屋根までもが緑や石

て埋め尽くされている。 まさに自然の中の建築とは、

このことを言うのであろう 。

自然の中を歩いて、自然の中の建物を見て、約 2時

間の楽しいデートてe あった。石井氏の自然と建築の結

び付き、その思い入れを目神山の美しい景色と空気と

共に味わさせていただいた患いがした。建築と共に、

自然までもを見事に設計してしまうところに、石井作

品の魅力が隠さ れている気がした。

取材陣一向、甲陽園駅で石井氏に見送られながら、

雑々とした大阪の街に帰っていくのが、少し辛いなぁ

と思えた、そんなデートの一日て・あった。

企画/ 会員企画小委員会文・稲木裕子



1979年のイタリア語版から 15年、待望の 『ゲニ

ウス ・ロキ』 の (1980年 の 英知版よりの) 邦訳がよ

うやく 1:1'，) 坂された。著者ノルベノνグ = シユノレツ

は、ノルウェーで‘ 生まれ、スイスとイタリアて、建

築 、j左右「学んだ、必操空IMJ 論とバロ ック処築. ! : t のも

っ とも主導(1') な姥築学者であり、f 1 主の友人である

イタリアの処築家ノマオロ ・ポノν トゲージに L、わせ

ると、封切t J clゴ‘ シック期の建築工匠ヴィラーノν ・ド -

オヌクーノレにも比すべきく笠ラjtj けるノノレウェ一

人〉である 。かつて私は、彼の論文集 ri t J ! : 築の世

保一- 1 2、l球と場所J ( 鹿島出版会、 1991年) の「訳

者あとがき」においてこの著者についていくらか

詳しく論及したが、彼の建築論は、ムI ! 築記J寸論か

ら姥築主主rlJ rJ ct命へ、そ して主I ! g誕的場所論へとな味深

い ｪ 説 ＱＩ ｦＮｊｾ示してきた。本 Ｚｦ ｾＡＺは さ をｬＭｴ ｜ｊ ､￮ 命から場所論へ

の移行ぞ示す者11m空n刊誌がI守場所; 合どある。二夫存皆

己主省ノ、イデッガーに傾倒した実存論的処築論者ー

としても、初期の 『実 存 ・空 間 ・処 築J (1971年)

におけるハイデッガー留学'への接近から、「ハイ

デ¥ノ Jガーの主主筑巴':11主_J (1983i l三) や 『住まうこと

の 概 念J (1988:{1三) におけるノ、ィテV ガー研究の深

化に 至る ＱＱ ｜Ｑ の、彼の 研究の発 ｪ 昆ｾｴｊ ｉ の者作である 。

くゲ、ニウス ・ロキ > とは く;場戸斤の1M. > を7ぶITIえす

る。近勺後住築論や者Ilr行論や計l亘l学などにおいて、

ひろく く ＮｴＭｊ，ｾｾ斤 ＾ という相叱念に ｪ 主 ｬ ヨさｴＱＭるようにな

っている 。 しかしながらその窓l床するところは、

単なる 1I' ，'i'; 部 l勺用法から、空II l l 謝内場所概念や身

{ 本淵1') 場所枇念などの厳密に枠半的な枇念に至る

まで、まことに多義的であって、その表M( I勺発音

にあざむかれではならない。<場 所> の担比念を:半: ぶ

ためにはずl 、文蛍刊の二在、」ニ凹|剥mi 新ー『場所一一一

二 疋 l叫 内 イ 沌J (1992年) と "1.
1
中I"t. 広. DII著 『場 所

一一一トポス J (1989年) が有月] であるが、吋_ . ニワ

ス・ロキとは、それぞれの土地がもっている回有

のぷ同気のことであり、歴史を1射止にそれぞれの

場所がもってし、る樹目のことである」とする " 斗1

/ij仁二郎の迎解はそのままノルベノν グ = シユノレツ

によるこの誌の解釈である 。ノルベノレグ= シユノレ

ツにあ っては、ムI ! 築とはゲニウス ・ロキを| 岐に比

えるようにすることであり、処築の ｊｾ ，凶は人 ＱＱＱＱ が

i E: まう( すなわち笠tllJ 的に生きる) のを1 1 ) ) ける 意

味i栄L、.th抑? を創造することである 。場戸斤とは人nn

の-( 1 : まうことの共体的現われなのである。 その際

場所のHli :J 1 i は性物( 同定 ・同ー目当と到1¥1 (定f立) と

いう こ l耐性を合む環境的全体として狐わになる 。

このような場所の理解を基底として、彼は第 1

7立で場所とは何かを問い、ついてγ l然の場所( 第

2 市) と ｦ に仁の場所Ｈ第 Ｓ 主主Ｉの現象のｾ￪Ｎ￬ￆＺと向平

釈 に 進 む。このような主兄点に立てば、人工的な場

所としての者11市が建築であるのみならず、非人工

ＨＱ 勺 な Ｈ ｉ ｲｾ の場所もまた建築 Ｚｧ ｬ Ｑｴｾ な のであるが、そ

れは私の ( l q卒と 一致している 。彼はこれらの 3 i ;i 

ぞいずれも「場所の現象J ｲｪｾ ｩｊｾ 斤の梢造 ｊ r場 所 の

llむ と い う 同ー の節に分節したあと、 4 - 6 i ;i"で

はロマン ＨＱ Ｇ Ｉ な者 ｉ ｬｲ￱ｾ 問としてのプラハし宇宙的

24 建築と社会 ・1995. 2
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なそれとしてのハルツー ム( ス ーダン) と、そして

古典的なそれを代表するものとしてのロ ー マと

について、「イメージJ r空 間J r.性 格J rゲニウス ・

ロキ」 という同ー の節分け仁よって、それぞ‘ れの

者11市を記述する 。このような図式的分節法は、 『実

存 ・ ｾ ｬ ｬｉｊ Ｎ 処築 』 における実存的建築空 間 論の迎諭

に依拠した空間となlほの建築通史' r 1 9 消築住築の意

味 J (1975年、 ;何l説明そ刊) における各主主 ( 各時代)

の 図 式 法 的 節 机 成 に よ る 論 説 展 開 手 法 と 軌 を ー

にするもので、図式力守論理に先行するきらいはあ

るが、明IIffr な5合法である。第 7堂では再び「場所」

に戻って ｲｾ［ 、昧」と「同ー性 ｊ ( 同定) とゲニウス ・

ロキの「歴史」をn臥 " r芸術作品にお いて 人II fJは

実存を讃美する」として、 こ の殺害炊の ｾｦｸ い手とし

ての人Il l J のイメージを、実存的 詩人 リノν ケの詩に

みている。沿後に第 8 i ;i r場所の今日」で「場所

の砂ミ」の捌犬が決して初J明の指揃句な近代建築

家 のnによるのではなく、彼らの予見 していた諸

問題を、その桜倣者たちが誤解してしま った こと

による旨f出荷し、カーンやアアノレ卜やワッツオン

やピエティラらを例にあげて、 「場所の再発凡」の

な義を強関している。

つねに L 、われていることであるが、ノノレベノレグ

］シユルツのｾ存論 的概念や 実存 的態度は決し

てハイデッヵーーそのものではない。手ムの自ili、対(1悶

友也はハイデッガーを問う問いそ究めたオミ入個別

の建築作l誌を超えてく処築以前> へと突入してい

ったが、ノノレベルグ= シュノレツはハイデッヵーーに

触発されつつ、ハイデッカ、、ー に中良をおろしつつ、

ハイデッカ、‘ ーを向fgれて主I ! 築( 者11市) 的現象そのも

のを封辺として、共体的、イ ｉｾ 別的な処祭主岡崎解

明しようとしている 。ジョ ーゼ、フ ・リクワートは

『くまち > のイテ、、ア J ( 前) 1卜小野訳、みすず担初、

1991年) において、近代社会においては客体化さ

れて生命をまｾ失してしまった都市の本質をロー

? と古イで世界に !日1うて、く者11市の形の人111']学> を

股 ｉ ｊｾｉ した。本性もまた、人間学に依拠してく者 ＱＱ 市

とは何か> を問うた好者である。

著者と親交を結び、 『実 存・空 間・建 築』をはじめ

として彼の箸述のいくつかの邦訳を手がけてい

る建築論学者加藤邦男氏とその門弟を訳者に待

て、訂伎はまことに努逸である。( ただし私の訳認

や訳法と若干相違するところはある。)

本牲には岡崎氏による意味深い解説「ノルベノレ

グ= シユノレツの主I ! 築 ・場所論」と、加藤氏の論文

明 操 ・場 所 論 ー ー ゲ ニ ウ ス ・ロキを巡って」 が

添えられているが、 とりわけ後者には、 < ゲニワ

ス・ロキ > の古代ローマにおける本来的な意味が

詳論されており、場所論研究の根底としてまこと

に有意義である。そのほかアペンテV ックスとし

ての栄に銘C編の小論 ・対 談 が付 されていて、場所

論の広がりを垣間 見せてくれる 。

最後に、ユニークな装丁が楽しいが、本をOf lき、

読むのには L 、ささか不便で、はある。

( まえかわ みちお/ 九州大学工学部建築学科教授)
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黒川紀章ノート

思索と創造の軌跡

黒川紀章著

.  

同文書院

1994 .3. 27刊

86半IJ 572頁 3，200円

建築界を余り知らない人でも、黒川紀

章だけは知っているという人が多い。

若尾文子と結婚したという こともある

が、この本を読んで謎が解けた。建 築

を中心としていろいろな場面、いろい

ろな時イt にいつもいる 。 ナイスガイと

して「平凡パン チJ のグラビアを飾っ

たり、田中総理と対談をしたりとそう

いうモロモロの活躍が、キショウ ・レ

ファレンス' として本書にコラム記事

のような感じで盛り込まれている 。( 本

文より、そっちの方がおもしろいかも

しれない) もちろん本文も、建築論オ

ンリーではなく、むしろ思想家・建築

家として世にさま 5 ま発信した。思索

と創造の軌跡' とその驚異的なエネル

ギーまた視点が建築関係者でなくとも

楽しめる書籍である 。 ( Y .I )
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ブック・ステーション
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欝撃機欝議機鱗欝嬢鱗鶴欝寵

事典色彩自由自在

.  

柳 4 堂

1994. 10. 1 刊

85判 76頁 1，∞0円( 送料含)

トーン別カラーチップ付

末永蒼生著

.  

品文社出版

1994.  10. 15干IJ

A5半IJ 189頁 4，800円

乙! '}; :  

£正〆'!! 1. 
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dr F  
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/  

建築関連の害l吉、柳4 堂' 創業 100周 年 色ほど、いろいろ悩まされるものはな

を記念したシンポジュウムがきっかけ いと思うのだが、本警は。色の本の決

となって、大阪を中心にした関西の若 定版/ " と「本書の特徴」のところに

い建築家が、自ら発言できる場をつく 印刷されている 。従来の色の本にあり

ろうということからこの害籍が発刊さ がちな、配色をずらりと並べて終わつ

れることにな ったという 。 その期待す てしまっている事典ではなく J 色彩の

べき 2 号 目である 。索朴な表紙に、中 意 味 J ( 色にも、 このような意味があっ

は文字ばかりだが、同人誌のような紫 たのかと改めて驚かされる) や、「色を

朴さが「頑張って作りました」的感じ 言葉から引くイメージ」では、暑いや

がして好ましい。 中身も 70ページの薄 涼しい、怒りや東京( どのような色か

さだけれども、関西で活躍している建 わ か り ま す ? ) などの色のイメージが

築家が中心となって本音で熱いメッセ 掲載されている 。色を紹介する扉の写

ージを語っているのが実に楽しい。対 真( 風景や民族写真) がとてもき れい

談あり、論文あり、セッションあり、 で、事典というよりも写真集兼図集の

とバラエティーに富んでいる 。 これで、 ような本である 。 もちろん実用として、

定 価500円というのも、柳 4 堂' さんあ 微妙な色調がひと目で解るカラーチッ

りがとうと思う曾籍である 。ぜひ 3 号、 プも付いているのでご安心を

4 号と期待したい。 (Y .I ) (Y .I )  

※ お求めは直接柳々堂へ

T E L  06- 443-0167 

機議欝 欝欝鶴鶴鰻欝欝襲

建築家のための情報ストラテジィ・マガジン

デジタル・アーキテクト "'3

.  

山海堂

1994 .  10. 20刊

A 4 変判 146頁 3，500円

建築の世界 における 、 コ ンピュ ー タ 化

というのはもう珍しい時代ではなくな

った。 むしろ、これからコンビュータ

化がどのように展開していくかが問題

であろう 。本警は、その問題に答える

べく、建築におけるこれからのコンビ

ュータの利用や発展を、現況と未来に

関して紹介している 。雑 誌 形 式 な の で

手に取りやすく、コンビュータ ・グラ

フィックスやCADの画面がカラーでビジ

ュアルに掲載されているのが嬉しい。

今一番気になる、マルチメディアにつ

いても、建築におけるコンビュータが

どういう形で活用されていくかが、イ

ラスト入りで分かりやすく紹介されて

いる 。建築とコンヒ. ユータの概略を知

りたい人には、手軽でいいのではない

だろう力、 (Y. I)  

担当 会員企画小委員会/ 稲木裕子

建築 と社会 ・l問 2 25 



財団法人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

〒565 吹田市藤白台5-8-1

T E  L.06-872-0391 F AX.06- 872- 0784 

業務時間 9: 00- 17: 15(土曜休業)
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火 災 後 に お け る 鋼 管 コ ン ク リ ー ト 柱 部 材 の 残 存 耐 力

1 .  ，; : 1: じダコ Lこ

合成構造として注目を集めている鋼管 コンク リー ト柱部材に |到

して、火災後におりる部材内部の受熱溜L度分布を求めて、残存圧縮

耐力 を推定 し、これを実験値と 上回変した。ここに、そ の概要を述ぺる 。

2 . 計 算 方 法

2 .  1  計算剣牛

a)  火災外力の設定 火災外力については、 (1)式で近似 し た。

T = 1080- 340・e-
o
.
8t

- 1 3 6・e-
5

.
15t

- 584 ・e-
2L8t

(1)  

ここで、T : 加鮒且度 ("C ) 、t : 時間( 分)

b)  普 通 コンク リート の比重 ・合水率、熱的性質 比重及ひ‘ 合水

率は試験休 サンフ加の値を採用 した。 また、製伝導率及び比梨樽

の葬N侍I全f直については、 100- 800.C までの平均値を採用した。

c) モ デルの設定 角形鋼管の場合には、 二次元部材として 1/ 8

の分割を対象とし、円Jf : タ岡管の場合には、一次元部材にモデル化

した( 図ー1参照) 。

2 .  2  内部受紫岨度分布の把握

a)  鋼管とコンクリ ー ト聞の熱移動 加熱初期より室岡管 が 熱11彰

日長のため j詞方向に膨 らむので、鋼管と コンク リー 卜聞の熱移動は

葬M云達によると考えた。

b) コンク リー ト内部の熱移動 コンクリ ート部分について(2)

式で示される偏微分方程式を差分で解〈プア法によ り、各グリッド

及び各層毎に内部受葬!¥I昆度を求めた。

(ρ ・C) ・oT / ot = マ ・(λ ・マT ) (2) 

ここで、ρ ・C : i:材武比熱 λ: 梨伝導率、 T : 温度、 t :  1時間

c) コンクリ ート の合水の影響 100.C て、蒸発潜熱を消費し、そ

の後も1 i J 3 L 七昇を始めるとした。 また、内部てや蒸発 した水分は、予

め移郵]分ぞ初期値 として各層に与えた。

[ 円形鋼管コ ン7 リート柱1 [ モデル]

加熱

'  
加 熱令

加熱

令

鋼管

0 ・鋼管径

1 鋼管庫 問
図一 l 鋼管コンクリート柱のモデル化

1. 0  1.0 

ロ 角形鋼管，加熱終了時

・ 角形鋼管，加熱後

。 円形鋼管，加熱終了時

・ 円形鋼管，加熱後
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2 .  3  残 存耐力 の算定

コンクリ ー卜 の各部分については、 火災後は受製蝿度に応じた応

力一 ひずみ関係が成立しているものとした。 コンクリ ー卜 の応力一

ひずみ関係を常首位及び高も昆時では、最大ひずみj支ε uは最大応力 σBに

達 したと きのひずみ 臼 の 2倍 とし、見かけの日常J:坐係数 En. c をR C基

準のｾＡ 判到系 数 ｅ ｣ のＥと仮定 した 。 強度及び弾 ｴ 生係数の低下率は図 Ｍ

2 のように仮定 した。 また、火災後の鋼管につ いては、局部座屈が

生じ、耐力をf尉寺て》ない と考えた。次に、各要素の内部受繋温 度

に対応する応力一ひずみ関係、より応力度を求め、それ らの合算より

残 存耐力を求めた。過去の実験結果より、全体周密の長郷川考慮し

なヵ、った。

3 . 計 算 結 果 及 び 考 察

図 - 3 はJ ISの火災外力を受けた時の火災終了時と火災後の残存

耐力の低下の変化を調べた結果てある。図 - 3 は火災時間と残存耐

力 比 p ' ( =Pt / P。、 Pt : 残 存耐力、 Po: 常温i時耐力) の関係、で表 し

た。力11繋徹、内部コンクリートの温度上昇により残存耐力は加努撚了

時よりも低下し、力11抑 i寺聞が長 くなるほど低下は大きいことが分かる。

本計算方法を用い、 実大断面について残存耐力の推定を行なっ

た。図 4 は角形及び円形の各鋼管につ いて、断面の違いによる 火

災終了後の残存耐力比 Pの変化 を調べた結果である 。断面の大き い

部材ほど残存耐力比Pは大きくな り、加熱i寺聞が長くなるほど、断面

の違いによる差 は大きいことが分かる 。

4 .  まゴオコり Lこ

鋼管コンクリート柱部材の火災後の残存耐力の推定方法を提案

した。その結果、残存耐力は断面が大きくなるほど有利となること

が分カ、った。詳細については、当J l i t易実戸斤発行のGB R C' 75号 ( 1994. 7)

を参照されたい。 (環境試験室 : 吉田 正 友)

σT.. /σn.. 

- .  - ET. c/ En. c  

時

505 

500 1000 

温度( ' C )  

図 - 2 コンクリートの強度及び弾性係数の低下率
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図 - 3 火災後の残存耐力
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図 - 4 鋼管コンクリ ート柱の断面の違いによる残存耐力の変化
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298 I 事業用大規模建築物の減量化指導制度

l 制度の背景

平安京延期限刷毛1200年の歴史に指われ、匡l際文

イ鴎む間11市である京者11 も、 f也の者11市と同様にごみ

問題を抱えれ、る 。

われわれの生活やそれを支える事業活動力、ら

初出されるごみは、近年の社会経済の発展ゃいわ

ゆる使い捨てのライフスタイルの風潮lなども i拶

縛して、そのiit の増大はもちろん、質的にも多J様

イヒしてきている 。

今 回、組ｾ的規模での環境保 全や資源の有対反 Ｑ Ｑ

用の義弘点からも、ごみの適正な処迎に努めるとと

もに、ごみの減量化 を促進していくことが大きな

言!IB題 とな って いる 。 このため、行政、事来ど皆、市

民の三者 がーィ本とな ってごみの減此を図り、省資

源とリサイクノレを基本とした環境への負担の少な

い社会経済システムを構築して L 、くことが何より

も必要である。

こうした中で、 固では、平成 3 年10月に R再生

資源の利用の促進に関する法律( リサイクノレ法) J

カザ泡行され、また、 「廃棄物の処型及び消仰に|関す

る法律( 廃繋杉J処理法) J も大幅に改正さ九平成

4 年 7 月に施行された。

さらに、現在、関{ 鴇[ 庁において、製造・販売

宅業者による 包装廃棄物の回収 ・再生利用システ

ムについての新たな法制化が検討されて L、る 。

一方、京都市のごみ処理立を凡ると、昭和60年

度以降増加が著しく、平成 5 年度には、 1年 |日1で

74万 トン、うち事業活動に伴って生じる司怠従系ご

みは38万トンにもなっている。とりわけ、司王業系

ごみは著し L、増加傾向にあり、ここ 10年間で、家

庭系ごみは14%の増加であるのに対し、事業系ご

みは65%に近い非常に高い伸びにな っている 。

そこで、京都市では、ごみ処理立の増加や国の

動向等を踏まえ、ごみの適正な処理l と生活環筑の

清潔保持を中心とした従来の清掃条例を全面改

ることにより i尉孟を図ることそ基本としてし必。

特に、再考業者のうち多盆にごみをナ排出すると思わ

れる事業用の大規模建築物の所有者等に対して

は、以下に紹介するように、個別の減孟国蹴' a " 規

定した。また、対象となる司工業用の大規模建築物

の特定については、 nUl IJで定めることとした。な

お、条例の大規牒建築物所有者等の蹴立; 義務に|関

する部分( 第 9 粂ー第15粂) は、平成 6 年 4 月 1

日から施行した。

l 制度の概要

1  条例の対象となる「事業用大規模建築物」

本業の用に供する部分の床面相の合言一|が、 1棟

力守3. 000m'ι んとの建築物とし、主として司王業諒一

般 廃 棄 物 ( :tJJ . 業活動に伴って生じた腕穀物のう

ち、産業廃棄物以外のもの) を排出する事業所等

で住宅などの居住用途部分の床面積は除〈。事業

用途 l阜、事務所、底布I i 、学校、病院、方僧官・ホテ

ノレ、駅舎等て特に用途および官公庁 ・民間の所有

別 などは問わない。木市における対象数は、約800

ｩｾ Ｇ とな っ ている 。

2  r事業用大規模建築物」の所有者等の責務

( 1) 事業茅涜棄物II成立言 li甑庄の作成 ・届 出

所有者は、当該建築物の概要、ごみの僻管場所

などの基本的事項のほか、ごみの発生量や再生利

用量、発生抑制の取り組み、再生利用の方策、再

生品の使用状況等を、 前年度笑絞と今年度計画 l 二

分けてJ ifr定の様式に記it戒のうえ、毎年 l 回、 5 月

31日までに提出する 。 ( 剣ダ悌10粂)

(2) 廃 棄!JWfE河 出 任 者 の 選 任 ・届 出

所有者は、建築物から日市排出されるごみの種

類入発生盆、処理方法等の笑態把握を行わせるほ

か、再考業系ごみのi樹立音判函、発生. 1f 附白IJの取り組み

や再生存IJ用の方策などを立案し、建築物内の利用

者な E に対する格噂、啓発の千鵠1] を担う廃棄物管

理貿任者を選任のうえ届け出る。届出は、当該主主

している。

設置届には、当該建築物の付近見取図、 f影・5場

所に係る位置図、平面図、立面図を添付する 。

保管場所の設置の議蹴づけは、都築ffi 動に伴い

排出されたごみの適正処理を図るためと、紙 ・缶

・ぴんなど のように、王応伏において再会三利用可能

なものは、リサイクノレを促すためにも、分別排出

のうえ、ある程度まとまった立を一定期間、 ーづ般

ごみと区分してストックする場所が必要となる

からである。

ｦ 彩旨Ｚ場所の 設置主同主は、ごみを＿十分 ｦ 影 ｾできる

広さがあるほか、 一般ごみと区分できること、衛

生商や作業の安全性の確保などを求めて いる 。

( 条例第13粂)

粂例では、以上の挙蹴づけをしているが、実務

としては、提出された各程調の内容を点検 ・若干査

するとともに、必要に応じて、実際に戸、七象処築物

の立ち入り調査を行い、減益等の指導を行って し、

る。なお、 i雌指導の実効性制倒呆するため、粂

例には、改善羽J告および公表、京都市処五U庖設へ

の受け入れ拒否の規定を設けている。

l おわりに

今日、われわれは、大企の刈捌ミ資源を消費しな

がら社会経済を長樹寺、発展させている 。そのため、

地淵勺繍奨ての資源 ・環境問題とも i*< 1拘わ って

おり、日常の暮らしゃいろいろな事業活動に際し、

地溺明閥系金のための意識を持ち 、かつ、積極的

に行動していくことが求められている。

建築関係者においても、引き続き省エオ、、省資

源、および周辺環即こ配慮した建築の初十 ・処 工

に努めていただくとともに、今後は、原四E幼の減

益や再資源化が促進されるような取り組みなど

も紡伍的に推進していただくよう願うものであ

る。

正し、新たに、ごみの発生の抑H ; II と再任芳11用の促 築物の全部または一部カ司王業の用に供された日 高値秀昭 京都市清掃局管理部ごみ減量推進隈担当係長

進によるごみの溺品化の考え方を感り込んだ「京 から30日以内に選任、選任の日から 10 日以内に、

都市宛棄物の減温; 及び適正災児!等に l測する剰凡 退任届を提出する 。 ( 条例第11粂)

を平成 5 年 4 月 1 日から施行した。 (3) 事業系J 苑棄物僻rg=場所の設置

また、平成 6 年 4 月には、長期、総合的な視野 条例ては、既存( 粂例施行前) の司喋用大規模

に立って、ごみ減量や適正処理、施設強備、読競 建築物の所有者には、僻管場所の設置努力を求め

の美化など今後の ごみ処理行政の基本方針ーとな ている。

る 「 → 師E棄物( ごみ) :処理基本計画」を策定し、 今 後λ 新築( 建築物の床研} ' ( を変更し、または、

この中で、平成13年度 ( 西暦2001年) I時点、におけ 既存の建築物の全部もしくは一部の用途を変更

る 1 日のごみ発生予ilil l誌2. 693 トンに対し、 380 卜 することにより事業用大統楳姥築物とすること

ン (14.1%) のi胤 E目;僚を「設定し、取り組むこと そ含む) 、増築、改築、または移転をしようとする

とした。 建築主等には、当該建築物やその敷地内その他必i

改正条例では、京都市 . ｾ ｊ 喋 者 ・ 市民のそれぞ 切な場所に保管場所ぞ設世する ことを義務づけ、

れの災務ゃf鵠1 ] を明らかにして L 、るが、取業者の 新築等に着手する前に( 建築基当匂去第 6 粂第 l 項

迂務として、事業者は、 王将謝舌蹴醇に際して、事 例儲忍の申請または、同法第四条第 2 項の通知を

業系ごみの発生を抑制し、その再生利用ぞ促進す する前に) 、保管場所の設経腐を提出することと
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学 生H制ーに、、建築家の自邸。なる言葉にいたく 心 を奪われた。いつ

か自分も主l ! 築家となって自邸を造るのだ。 そして38才のH寺に出来上

がった。雑誌にも載った。、 自邸グと舎かないで欲しいと何度も 言っ

た筈だが、官邸。と記されている 。雌ヵ、に、 0 0邸と業界用語て、

H乎ぴならわしているから自分で?ぷ汁すれば自邸なのだが、その 、丘rs"

の字が踊り高ぶりの表れと思えてならなし、。 ともかく全額借金して

建ててしまった。 この事実は毎月の記銑として残っている。

人は成長する 。 その過程て¥私にとっては、自分の家。を建てる

こと は、 「ジ‘ キノレとハイド」のシリアスな自己i寅刻てやあった。哀れな

クライアント 。 気高い建築家はII官忠に殉じる こ とを要求し続ける 。

クライアントは試行錯誤 し、100の可能性を探れと注文する。建築家

は理想を実現出来る金額を用意しろと 言 う。 この話をアメリカ人に

したところ、結局どっちが勝ったかと Ilil くので、、、ジ、キノレで、もハイド

て、もなく、アー キテク卜だ。 と、答えた。

白 、足11" と呼ぶのは嫌だが、建築家としての38才の解答に今住ん

でし、ることは才込の支えである。60才のお、はどんな解答を考えるのだ

ろうか? 人聞は変化し、成長するものだから、又違う自分と巡り会

うのだろうか。楽しみでもある 。

池 上 俊 郎 京都市立芸術大学美術学部環境デザイン研究室助教授

ｾ Ｑ Ｚ ｬ ｬ に ν ス トラ ンミチノというフランス料理の庖

があります。 そのオーナーシェフ j宜野さんの話の続き

です。「ぼくは自分のつく り1.: ｾ 、ようにつくる。客に 加

びるようにな ったらおしまいや。 そやけど、お客さん

に 「でも、やっぱりヰムこれ紛れ、」 と言 われたら、 その

ｪ 勝負は負けになる 。 それカ ｾ Ｂ［ ｉ 号 ｅ 人 の辛 いところや 。 」

料理の前畑って、い った L 、誰がするのだろう。その

時のお客さんか? お客さん遥なのか? 料理評論家な

のか ? それとも シェフ自身なのか ? お客さんには、そ

の人達が人生の 中てや築 いて来た l床党のテイストとい

うものがある 。趨卸床のし、 L 、人もいれば惑い人もいる 。

料理評論家も同じだ。私が思うには、やはりシェフ自

身カ市内聞する のが一番正 しい のではな いか。I.t.荊l央え

そ一番わかっているのは、料理に対してI悩凍された l床

党を待っているシェフ自身である。

伎の人よりも 、あくまで淵型に抄凶i l i . していく姿勢

をも っているシェフ自身の方が、より 言刊刑者ーとしての

ｾ ｊ 能性を持 っ ていると私は思う 。 ただし、［市 ー に自分自

身の評価 に疑いを持ち続ける謙虚な気持ちを忘れて

はならないカ九

塚 口 明 洋 塚口明; 羊建築研究室代表取締役
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兵庫県民にとって 1995. 1. 17早朝の 「海経も は 生 涯 忘

れることの出来ない恐怖体験とな った。地震による被

災などおよそ 他人事と考えていた我々にとっては、 地

震への恐 怖1. t- ' ，j 前引こ等 しくそ の分だけ、今回の 「震度

7J が残した恐怖と f親友は、あまりに大きすきf るもの

であった。死 者5200人超 ・建物損害144 ，000戸超 ・被 害

車儲夏10兆円等の数字を聞 くにつけ、 地震発生後 1 ヵ月

以上経過した今も、何か夢の 中の出来事のようであ

る。

関東大震災以来「地震が恐いのは納ま った後の火事

が恐い」の教訓があ ったが、今回もまた同じ轍ぞ踏む

結果となって しま った。火災発生の最も激 しかった村

戸市長団地区は、家内工 業ーとしてのケミカノレシューズ、

製造業の盛んな木造 2 階建の住宅密集地区でAM5: 46

の早朝では、準備のためにすでにス トーブを点ける家

もあった こと Tごろうが、約100haに もおよぶエ リアを

灰とカ。ν キの山に変えてしまった。

同時にマグニチュード7. 2の直下型の巨大な地渓エ

オ、ノレギーは、神戸 ・11反ヰ111 ・淡路地域 (2 ，206km' ) に i慌た

わる「活断層」紘ヒの木造住宅 ・ピノレ ・岸 壁 ・高速道

路イお萱 ・ライフライン等を一瞬の内に疲滅し、今な

お不気J床な余震( 震度 1 - 4) を繰り返しているので

ある 。 また、「大混んは行政建築にかかわる我々に多

くの教訓|と試練を与えてくれた。以下次号よりこれら

についての若干の所感を述べてみたい。

「法虫震 が 車 窓 に 映 る 冬の朝」 芭特圭

宇土家 j告 兵庫県都市住宅部営緒謀長

京 都 ・ 八 坂 の 夜 景 E  

京都の東山山麓の八坂地区は八坂村社か ら下河原、 二年J反、産寧

坂へと続き、古くから風光明焔の地 と植われ伝統的III L lt みとともに

多くの社寺が去を並ぺ、 いわゆる 、京都ら しい" 情 締溢れる地域を?

ｾ ｉ ヲ Ｑ 戎［している。

昨秋、高台寺の照明計画に先立ち、市民グループ併話の色研究会・

刺めからこの八坂地区に「東山散知各の夜景演出」 を提案させて

いただいた。 昼間はこの地の風光を愛でる散策が多くありながら、

日没とともに人通りが少なくなり、貧弱な街路灯の灯る佑し L 、IIITに

なってしまうからである 。 そこで、安全 ・安心し て歩行できる明る

さを確保する機能照明と 地 域の雰囲気や情緒を表現する長観"賢明

の両面から提案を行った。

その中から、地区の寺院のご協力が待られ、法観寺八坂階、大芸

院紙困聞と主主桧 ・南門、円徳院表門、高台寺表門と大楠、の照明演

出が 1 月間実現し、夜空に浮かぶ 2 基の熔などの夜景カ司IITに彩りを

添えた。

今後、 この周辺は歴史的安観保存地区と しての街づくり整備がす

すめられると閉じ単なる道路の整備に止 まる こ となく、夜の景観

も酒 ｕ 怠されるて。あろうとｾｴｊ ｬ 符ーしている 。

村 上 幸 三 郎 東芝ライテ y ク株式会社研究所参与
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- 総論 ・

騒音のいろいろーちがごろ「気になる音J

増 固 定 泰

気になる音と社会効果

18世紀の作曲家ヴィウ守アノレディ、へンデノレ、ハイドンなどには自

然を描写した曲が多い、おそらく静かな自然環境での演奏を楽しん

でしたと思われる。周囲が静かな環境て1まちょっとした物音さえ生

き生きとした興味深い情報を伝えることが出来るし、多くの人間が

皆同じ目的思考で生活( 行動) した場合、お互いが干渉しないので

問題の生じる可能性は非常に少ない。しかし、都市の発達と共に個々

の音も、あらゆる方向から飛び込んで来る音に埋もれてしまって過

密化し、距間憾も方向感も伝えられないような環境に陥って来た。

したがって、それを聞こうとするか認識しようとすればますます音

を増幅しなければならなくなってきているのが実状である。このた

め、楽総や音響犠器と同様に音楽そのものもパワーアップされ、逆

に、演奏を楽しむためにはコンサートホーノレという外部( または内

部) と音響的に遮断されたハイグレードな空聞が必要になってきて

いる。また、コシサー トホーノレの扉を開放しでも区別のつかないよ

うな自然( 外部環境) と調和した音楽も 出現してきている 。

このようにみてみると人間本来の文化活動と自然環境の変遷との

密接なつながりの中に「気になる音( 広義)J は存在していると考え

られる。

一方、 「気になる音J を音響技術と社会効果との関連からみてみる

と表 1、及び表 2 のようである。この表は、日本音響学会誌「音響

学会の向かうべき方向J (29巻 1号 1973年) の一部を引用させて

表 1 音響技術 と社会効果 ( a)

lヱ

信刀主てp  

教 教 育

( 学校、文化事業)

法

いただし、たものであるが、この表からも明らかなように、 20年前の

将来を見据えた音響技術にも社会効果との関連の中で多くの「気に

なる音( 広義)J を対象としていることカ叩lる。さらに、解決・未解

決の問題を問わず新たにでてきた問題等を含めると気になる音は社

会効果との関連の中での占める割合は大きく年々増加してきている。

このように文化活動も様変わりし自然環境破壊の進んで、いる今日、

人々は風が松林を吹き抜ける 音、 j皮カ苦手色え間無〈浜辺に打ち寄せる

音、 コオロギがl鳴き 、鳥カ苛司ばたく音など自然の音は素晴らしいと

自然を求める。自然の音以外でもモーツアノレ卜やショパンの美しい

音色はほとんどの人に受け入れられているようである 。しかし、人

聞は勝手なもので¥例え、そこに原WLがあっても、毎日、耳につく

隣家の風鈴やピアノの音には我陸ならない事がある。それカ望見実で

ある。

これらの現象は、年間総労働時間の推移( 図 1参照) や、これか

らの生活の力点の推移( 図 2参照) などの社会動向からもうかがえ

る。概略をまとめると以下のようである。

①余暇化 ( 余t I 開寺聞の増加) …労働時間の短縮、週休 2 日制の定

着等に伴う自由裁量| 時間の増加

②価値観の変化 ( 時間充実型) … 生活意識は、住生活、食生活中

心からレジ、ヤ 一、余暇生活I:j-I心への変化

③高齢化 ( 文化活動主体の変化) ・・年少人口の減少と老齢人口の

増加にともなう文化活ill :tJ参加者の変化、団塊の世代の高齢化にとも

なう文化活動の質的変化

律( 行政) 軍E 済 医 君主

民法、政治、法務 金融、証券、保険 保 険

消防、 軍事聖書など 貿易、経営一般 製 事E

O 教会、寺院などの音響効果 0 教室( 音楽練習室も一つの 0 建築基準法による福祉の培 0 取引所などの内部騒音を軽 0 病室の音響設計

建 築 音 轡

と設計 例) 、総堂の音響設計 進 滅する建物 0 快適音響的環境技術( 聴力

0 建築音響技術の教育普及 O 事務室の音特設計 検査室、心音図室)

0 盗聡 0 医療( 歯) の技術

O 大ホーノレにおける防音 0 教室の防音設計 0 騒音規制法公警防止条例に 0 タイプライタなどの騒音軽 0 病室の防音

騒音関係技術

0 宗教工事の騒音防止 0 騒音関係技術の教育普及 よる福祉の増進 滅 0 騒音に対する防護

O 各種騒音源の消音化 0 事務機械の騒音防止 O 職業性難聴

0 街路騒音の防止 0 事務所の許容騒音レベノレ

0 宗教的効果を高める音響特 O よい音に関する教育 0 音響的公害に関する評価基 0 事務室の音響的環境の評価 0 聴覚異常、発声異常などの

音 響 評 価

性 o  Teachi ng Machi ne にお 準の制定 基準 評価と矯正

ける視聴党情報の提示に関 O B G Mによる従業員の環境 O 胎教

する法則 改善

Ｐ 宗教用楽器Ｈｾ、銀、鎖、 0 情操教育 O 告知、苦手報音 O B G M O B G M 

音楽 ・楽探

木魚、パイプオルガン) の 0 音楽教育 ( チャイム、サイレン) 0 仕事の歌の作詞、作曲 0 音楽による病室雰囲気の醸

利用 0 練習用( 電子) 楽器 O サウンドスケープデザイン 成

O B G M 0 眠る音楽、自党める音楽
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④文 化 化 ( 文化活動参加への高まり ) … 鑑賞型から参加型への活

動形態の転換( スクーノレ世代の成人化、カノレチャ 一教室世代の高齢

⑤国際化 ( 情報樹立の市まり) …海外進出と異文化体唱え訪 H外

国人の増加にともなう典文化交流な E文イヒ情報密度の増加に対応し

化、 高学歴社会等)
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最近の「気になる音J

一般に、視党は空間的な知党に、聴党は時間経過の知党によく特

性を発揮すると 言われているが、空間定位では聴党もそJt党情報に容

易に引きずり込まれ適合させられてしまう。したがって、優位にな

りがちな視覚情報が、かえって特殊な認知情報て、邪魔になるときは、

目をつむることでそれを遮断することができる 。一方、 視 覚i優イ立と

いう感覚組織の中では劣位にある感党は可塑的に出来ているため、

われわれの場合、矛盾空間にも l駒芯できる 。即ち、夜中真っ暗閣の

中で経験、未経験を問わず音の情報が入ると感党情報聞に混乱が生

じ気になる音として問題視されるのである 。 このことは、聴党が多

分に監視的 ・響謹的機能を持っと言われる所以である。この 2 つの

機能の女子可列として前者は、コンサー卜で曲に合わせてやたらと身体

を揺すったり手を動かす人が視界に入って演奏に集中できない時、

目をつむってそれを遮断する場合であり、後者では、夜中に奇官少な

音( きしみ音など) が耳につき寝られない場合である。また、ク ー

リングタワ ーや高速道路等の騒音を遮蔽するために設置されている

防音; 塀は視党と感覚の双方の効果を目的としたものとしてよく知ら

れている 。

このような状況 ・特性などを考慮し、茸が丘の気になる音を整理す

るt [ "騒音J t  ["倉1] 1 引に分類できるようである 。 その粋l主要因を

図 3 に示す。ただし、従来から設計の段階で、検討されているような

「空気調手[ 卜衛生設備J、「電気繊械設備J、「梯械式立体駐車場j 等 に

よる騒音は対象外とした。気になる 音 「騒音j の要因としては図 3

に示すように自然予現象に起因するもの、スポーツに起因するもの、

+ ー一一一一一一一 自然現訟と建物

その他 一一一一一一一争

+ 一一ー スポーアと複合絡役

I  Ｚｾ￭ＮｉＺ＠ t.t o { f  I  

風鈴 ホワイトノイズ

人工環境 ¥ ¥ 

' ノ

川

4

u

一

自然環境

各 種BGM

その他に分けられるが、その多くは瞬間的な加振力が建物躯体( 支

持躯体) などそ馴辰させ、間欠的て1 つ街酸性の音別納すさせると

いう特徴を持っている 。 これらの中にはすでに文献雑誌等 ( 例えば

音響ヰ支術 NO.  85 1994年 3月) で紹介されているものもあるの

で、ここでは、それ以外の気 になる 音について紹介する 。

アトリウムの音

事丘、パティオ( 中庭) に屋根をかけ、シェノレター機能をもたせ

たいわゆるアトリワム空間のある建築が多くみうけられるようにな

った。そこで人々はくつろぎ、会話を楽しみ、買物をする。外界か

ら守られたパティオは↑ 州車な空間となる。筆者らが実施したアトリ

ウム( 国内18ヵ所) における自然閃子と音響因子に|刻する内部環境

調査結果によると 、必要な機能としては音が噌唱過ぎ「ないようにす

るための吸音処理、望ましくない条件としては必要以上に大きな音

のする滝やl噴水、プレイロッド等、子イ共遠の遊び場など、音の響き

すぎに関連したヒヤリング結果が得られている 。今後の傾向として

はパティオ t いうよりもむしろピア ッツ ァ( 広場) というべき性格

のものになることを考感すると「気になる音j のーっといえる 。

凹局面による音

建築材料や施工技術の進歩もあ って建築デザインの自由度も増し

ているようである 。 このため、半球形や凹局面の天井( 壁) が社員

食堂、体育館、宴会場、会議室等で係用されている例をよく見かけ

る。通常、内装材としては L GS 下地にボー ド張り E P ft J 二げ等、 l吸

音率の低い場合仮射性) が多く、半球形天井の反射音が一部分に

集中して会話が聞き取りにくい、騒々しし、等の騒音障害を起こして

いるケースてゃある 。

集合住宅の ¥ tF変ペ ー

ノ ノ ベ L  

7 1 2のー 〕ん音 配管勺;膏 ロJ詰;?仕亡r?ごご江r;ご乙ご::ご);ミ

一斗 ｾ 風切り音 ノ唱 ノ今へ¥ 悶

手すり 代 乙 雨音

サッカーの歓声

エアロピクスダンス

国体音 飛び跳ね

¥ ¥  

ノ

床 A[ 体

太 政 歓 声

飛び込み 飛び跳ね

/ /  

'" '" 
圧力法 支持躯体

プ ー ル

図 3 最近の気になる音、気になる音「騒音」
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イメージソフトの音

コンサート専用ホーノレや室内楽専用ホーノレ等が東京都心部を含め

地方都市部でも数多くできてきている 。当然、物珍しきも手伝って、

これらのホーノレて。の演奏 を楽しむ機会も多くなってきている 。音楽

ファンにとっては大変喜ば い守町、ある 。演奏中に気になるのがト

ランペット等の管楽器や時としてヴァイオリン等の弦楽器の音が突

然とんでもない方向から聞こえてくる現象である 。良くみると、そ

のとんでもない方向( ステージ近傍や側壁部) には必ず拡散を考雄、

していない大きな反射面( 一辺の寸法が 2 m以上あると反射音 を知

覧: できる確率は 50%五U ニあるという研究結果もある) がでんと構え

ている状況にある 。 この経験は筆者に限ったことでかはなく、何らか

の形で音楽に携わっている専門家( 例えば、作曲家、指揮者、演奏

家、ミキサ一等) のヒヤリング結果からも同様な意見が得られてい

る。

「フe ラーヴォ」の掛け声

ワィーンムジークフェラインザーノレてやフツレ ツクナーの 9番( ウィ

ーンフィノレ、ジ、ュリーニ :t ii 揮) を聴いていたJ l 寺のことである 。演

奏中は、 1戻を浮かべながら聴、き入っていた前席の高齢の御婦人、楽

譜持参て、聴き入っていた若者など様々である 。 しかし演奏終了時点

が違う、ホーノレ内はシーンと前トまりかえり余韻にひたっているよう

である 。 そして暫くして静かに徐々に堰を切ったように拍手がわき

「ブラーヴォ J の掛け声が、感動の瞬間である 。

わが国では E うであろうか、敢えていうまでもなく、斜員も感動

にひたる間もなく他人の事 などおかまい無しに「ブラーヴォ」の掛

け声、まさに騒音である。ここ数年は特にひ E くなってきているよ

うで、本原稿を書 き始めた 11月末にも 3 回ほどコンサー卜に行った

がそのうち都心での 2 回の演奏会は相変わらずである 。 しかし、 l  

回は S 市てやのアノレパンベノレク四重奏団の演奏会であったがギュンタ

ー・ピヒラ ー ( Vn) の到J きにヲ |きずられるように観客は余韻を楽し

んでいるようで久々の感動にひたった。

参考までに、本j易イタリアではブラーヴォ( 男性単数) 、ブラーヴ

ィ( 男性及び男女混合複数) 、ブラーヴァ( 女性単数) 、プラーヴェ( 女

性複数) がーー般的である 。

サッカーの歓声

近年のスポーツブームの中でふとりわけサッカーはプロリーグ

の影響を受け人気が高まっており将来、サッカー競技に対応したス

タジアムの需要の増大カミス月待される 。 その一方で、プロサッカー開

催時の競技場内に於ける発生音 (主 に、鑑、笛、太鼓、歓声等) が

問題となるケースも考えられる 。 その発生音の特徴をあげると以下

のようてゃある 。

1  ) 最大レベ、ノレは平均105dB( A) に達している( メインスタンド)

2)  125Hz - 250Hz にデイップがあり、 1000Hz にピークを持つ

参考まで‘ にプロ野味開催H寺の球場内での発生音( 和太鼓、 トラン

ペット、笛、ドラム、歓声等) は以下のようである。

1  ) 最大レベルは平均で97dB( A) に達している侃被団席)

2)  125Hz  にデイップがあり、 63H z にピークを待つ

ファクシミリの音

「ピ一、プノレ、プノレ、ジ一、ジ- J などと 言 う、あの耳を刺すよ

うな金属音はことのほかうるさい、も っ と違った音色に出来ないも

のなのであろうか。ボ、リュウム調整のできない黒電話と同様に、旧

式のプリンターと同居していると大変な騒音環境である 。 この耳障

りな音は CCI T T ( 国際電信電話諮問委員会) によ って世界的に決め

られている 。受信側に送られてくる 音は C N G t いって 1100Hz に

統一 されていて、人間の聴党感度の最も良いとされている周波数侍

域 ( 1000- 3000Hz 近傍) に近いからなおさらである 。

これからの「気になる音J

前述したように、 気になる 音は社会環境の変化にともなう人間の

文化活動と密按に関係してし、る 。 それを概念的に表すと 図 4 (次頁)

のようてやある 。

ここで示すように、通常では気 になる 音 t しての「騒音J と↑対直

な音としての「倉IJ 音J に分けて考える 事ができる 。騒音については、

従来より建築・機械 ・交通機関等 を対象とした種々の防音機構が開

発されて来ているが、五お丘て" は音の静穏性をコンセプ卜にした自動

車や家電製品な E カf花盛りである 。今後、ウエノレえ、スあるいはアメ

ニティを追求した商品として対象がさらに広がり定着すると考えら

れる 。一方、定IJ音については、最丘、波や風川のせせらまの音や、

鳥、虫などの声のカセットテープや C D、L D、L V D等が人気を集

めている 。 また気分伝落ちつかせたり、ストレスを解消したりとい

った目的の音楽も注目を集めており、音楽按法と呼ばれる分野もで

きている 。 Ｑｾｉｊ えば、米国イリノイ州にある ｄｅｅｒｅＦｃｏｍｐａｎｙ

社のオフィスてやはワエノレえ、ス環境対応としてパックグランドの音 に

低音のホワイ卜ノイズ制定している 。 これらはまとめて環境音楽と

呼ばれる 。 また、都市空間に必いても、単なる騒音声、I策から、その

風景にあった音風景をつくり出す「サウンドスケープJ が注目され

ている 。

いずれにしても、これらの気になる 音 「創音j は以下に述べる現

象をベースにしている 。

マスキング効果

繁華街の新庄音の中や、地下鉄な E の車内では誰でもかなりの大声
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て。話をするが、それでも良〈話が通じないことが多L、。 このような

現象を騒音によ って音声がマスクされたという 。マスキング効果と

は l つ の 刺 激 に の 場 合音声) が他の刺激( 地下鉄車内の騒音) に

よって隠ぺいされ、 そのために聴耳献す象とな った 刺 激 ( 音声) の聴

取能力カt低下する現象をいう 。一噴射! 句な特徴としては以下のような

ことがいえる 。

a) 低い周波数の音は高い周波数の音をマスクするが、高い周波

数の音は低い周波数の音をマス クしにくい。

b) マスクする 音のレベソレが増加するとマスクする範囲は広がり、

マスキング宣Mは増加する。

c) 一般に近接した周波数ほどマスクされやすいが、あまり近い

とどートによ ってかえ って、マスキングはj成少する。

d) 白色雑音 ( ホワイ 卜ノイズ〕による場合は、純音の場合より

単純である 。

クラシック音楽と l/f ゆらぎ

人間の中にもゆらぎ的な物があ って、脳波のパワーを調べてみて

も一定ではなく必ずゆらぎ、を伴っている 。心拍も同様のようである 。

文字を見たときの眼球の動きもコンピュータのように全部スキャン

するのではなく 重要と思われるところだけを見ている 。できるだけ

短い時間に全体をつかむためにゆらぎの応用が有り得る 。

ゆらぎF という 言葉は物理学ヶではフラクチュエーションズの意味てや

使われているが、平均値の回りで11寺IM1的に変動するものをゆらぎ成

分といっている 。 また相 ｼ 剥がま っ たく ｾＡｩｾ 、のは「白色 ｊ である 。

公 共 の 役 割 の 変 化

企業援輿と個人支援

社会基盤の転換

社 会 環 境 の 変 化

。
自由裁量時間 の増加

〈
〕

v 一
…
一
ふ

| 自己実現欲求の高 ま り |

コ ミュニ テ ィ回帰

社会貢献へ の書面

企業文化の展開

バイオミュージック

音楽刺激による「安らぎJ !: i好みJ を調査する 事で、 α 波を全

ての年代にわた って増やす事ができるバイオミュージックの存在が

ある、これは心や身体に働きかける事を目的とした実用音楽で、か

っ科学的な実証を伴うものと定義付けられている 。従って、通常の

B G Mはバイオミュージ、ツクと は異なる 。米国では10数年Ii. E前か

ら、日本てやは88年の心理学会から科学の対象にな っているようであ

る。

マルチメディア時代に向けた新しし、情幸倣主理の変革ぞもたらすも

の t して、現在半導体では出来ない機能を実現する「バイオ素子J

の開発が注目されている。 これは、その情幸| 政E理方式の原理上コン

ヒ。ユータで1まで、きないような、生物がごく簡単に行っている記憶、

学習、パタ ーン認識等 を効率的に行うい、う新しい情幸臥E理原理に

基ずくものといえる 。例え民人間カ哨う情幸| 政主理の lやでも認識処

理に関していえば OCR などはー弛化されてきているが、 iお丘てやは

電車の自到J券l仮ラ冒幾などの音声認識装置がその一昔rl を代行するもの

として実用化されて来ている。

このように、人と機械とのインターフェースを得るための開発が

進めば、新い、産業が起こり 21世紀社会の変革に大いに役立つこと

が予想されるが、 一方、いま社会問題となりつつある屯石樹皮環境と

同様に新たな音環境へのii 斜凡懸念される 。

( ます fご さfごひろ / f附竹中工務，g技 術 研 究 所Ji IS川研究開発古11主席 研 究m

経 済 環 境 の 急 激 な 変 化

公共団体の

財政の悪化
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パプ J レ崩績や

国際経済摩按等に伴う

企業業績の急激な悪化

図 4 社会環境・経済環境の変化と「創音J i騒音」
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- 騒音 ・

戸建住宅の騒音対策

小 島 由 紀 夫

はじめに

実大実験棟は実験 ・illiJ 定のような性官邸僻E を行うだけでなく、実

際に音を体験できる社員の側妻の場 t しでも有効に利用されている。

住宅の騒音対策い、った場合す? に思い浮かぶのは、例えI .f. 遡各

交通騒音 ・近隣騒音い、った外部騒音に対する対策や、ピアノ室や

オーディオルームのような室内騒音( ?  ) に対する大様であろう。

近年、顧客の音響性能に対するニーズは高まる一方で、あり、都市部

での立て替え需要の増加や趣味の多様化を考えると、上記のような

問題が今後益々増加していくことは想像に難くない。

遮音性能を高めるための手段 t して、あるいはl吸音力を調べるこ

とを目的として、壁なら壁だけ、開口部なら開口部だけ、床なら床

だけといった部分的なアプロ ーチを行うことは実験室でも可能であ

る。しかし総合的な検討を行う為にはやはり実大建物で検討を行う

ことが必要となる。

積水ハウス側技術研究戸庁では、主として戸建住宅の音響性能を確

認する場として、実大の実験慌を利用している。

本石市ではこれらのうち、 A Vノレームの壁( 窓を含む) の遮音性能、

アパート昔日の重量床衝撃音遮断性能、排水音の低減について紹介を

することにより戸建住宅の騒音声z肢について述べる。

実大実験棟の概要

実大刻版は積水ノ、ウス総針主宅研究所の蜘也の一角に建設され

ている。そのコンセプ卜は簡単に示すと以下の 3 点となる。

1) 名古11位ごとのデータしかない部材を室として組み合わせる こt で

空間的な性能の把握ができる 。

2) 性官邸僻立て得られたデータを用いて様々な仕機 ・形状 ・施工状態

糾食J.iE . 碓認できる。

3) 性能表示 t 実 際 の 備 れ の 上l鍛等、その場て実際の備金ができる。

写真 1 にその外議見を、 図 1 に l 階および 2 階の平面図を示す。建

物は大きく分けて戸建部とアパー卜部に分かれる。用途が異なる以

外は、基本的な脅| 対材蒋成やf土上げ1ま両者とも同様で、ある。戸建部に

は 1 附が洋室・ A Vノレーム、 2 階が屯気音響ll ぞ利用したリスニング

ノレームおよびトイレ・浴室が配置されている。

外壁・間仕切壁 ・窓の遮音性能の実験は A Vノレーム ・リスニング

ノレームを利用して行う。床街地建昔遮| 析性能や床振動の実験はアパー

卜部の l ・2 階を利用する。界壁の笑験は 1階の洋室 t アパート 部

の 1 階を利用する。さらには、 2 階のトイレ ・浴室から 1階の洋室

を利用して排水音の実験ができるように工夫されてし 4 。

ピアノ室 ・オーテV オノレーム等の室内音響に| 刻しては、本特集の

別稿にも取り上げられているので、そちらを参照していただくとし

て、ここでは簡単に触れるに t /: -める。
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写真 1 実大実験棟外観

2階

l  階

図 1 平面図



壁の遮音性能

A Vノレームの室内の根肱見を写真 2、 3、 4 に示す。A Vノレームて、

は、室内で音楽ぞ聴取するだけではなく、ビデオプロジ、エクタ ーを

用いて映画等の鑑賞もできるようになっている( 写真 4 )。

本A Vノレームの特徴を以下に示す。

1) 入り口 : 前室を設けて防音扉を二重にしである 。

2) 北面 : I期日部が無〈 舛壁のみになっている。また、壁面いっぱし、

に作りつけの家具を設けてある 。

3) 東面 : 二重サッシを使用している 。二重サ ッ シ の 間 隔 は 約

170- 200mmである 。

4) 南商・ 二重サッシを使用している 。二重サッシの間隔は約260mm

である 。窓以外の壁は作りつけの家具を設けてある 。

5) 2階床は A L C100mmを使用し、天井までの空気層を充分に取って

L、る 。

6) 換気は空調換3fV請を用いた上てY ク卜配管をしてダク トの消音効

果を見込んで、いる 。

外壁 ・間仕切壁の断面図を図 2、 3 に、各部住の遮音性能を表 1

に示す。壁の東商 ・南面は、窓の遮音性能によって遮音等級カV と定

されており、それぞれ所定の性能となっている。

質量を増やさずに壁の遮音性能を増すには、有効に空気府を設け

ることが必要であるが、ここで。は北側の壁一面、および南面の一部

に作りつけの家具を配して空釘晋厚をかせいて‘ いる( 写真 2参照) 。

サ ッシの遮音性能は、取付時の精度が大きく影響する 。対角が出

ていなヵ、ったり、反り ・むくりがあると額出家との間に隙聞が生じて、

遮音性能低下の原因となる 。

その他、一般的な留意点として、 コンセン ト部は遮音層を破らな

いように、また壁を貫通する部分はコ ーキング処理をしている 。同

様の意味から、照明は天井直付けのものを選び、ダウンライトは採

用していない( ただしダウンライトには遮音を考慮した商品もあ

る) 。

また、内部の仕上げの将撒としては、壁面に角度をつけて、平行

商が生じないようにし、音場が適度に拡散されるように園時; しつつ、

l吸音而と反射面ぞ退渡に配置し、残響JI寺1M! の調整を行っている 。

さらに、家具の一部は内部を l吸音処理し、前面に|非JI刻可能なスリ

ットを設け、ここでも服音力の調整が可能なようになっている。

井も壁画と同様に角度をつけて、床1 : . .IIZ行而が生じないように

配慮した。

写真 2 A  V ルーム内部 写真 3 A  V ルーム内部
写真 4 A Vルーム内部

( 北而: 家具あり) ( j 有而・家共あり)

園 園 園

ト 299 → ト 237 →

図 2 外壁断面図 (北 ・* ・南面) 図 3 間仕切壁断面図 ( 西而)

( 北而・スクリー ンを -Fろしたところ)

表 1 壁の遮音性能

"t ，(，; ( 外明窓無 L )

東，( ，日{ 外喰。窓あリ)

刷出( 外明窓あり)

両副; (l IIIU回明。瓜あり}

車) 家 ｮｾ 事は合まない状態

* 判 i時的配慌の窓

0 - 50. '  

0 - 40・"

0 - 35 

0 - 35 

0 - 40 
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重量床衝撃音遮断性能

実大実長先棟ではアノ f ート 音11の 1 ・2 階を利用して、実際に様々な

床を施工 し、床衝撃音の実験を行うことが可能である。ここでは主

t して、重量j末衝撃音遮断性能につ いて述ぺる 。

戸建住宅は本来、集合住宅と 上回安すると床衝撃音に対する配r@: は

少なくて済むはずで、ある 。 ところが最近、 2世帯住宅がより校的多く

なってきており、 ーづ般的に下階に親夫婦、上階に子夫婦が住むケー

スが増えてきた。 このように上下の世帯間でライフスタイノレが異な

ってくると、戸建住宅い、えども集合住宅並の床衝撃音遮断性能力f

要求されることもある 。

標準仕様における床の断面図を図 4 に示す。戸建て住宅としては

問題とはならなくても、上記のように集合住宅並の性能としては不

十分である 。参考 として表 2 に、建築学会の床衝撃音 レベソレにI長lす

る適用等級を示す 1)。

さら に性能を上げ' るには、床の重量あるいは岡It/企を増すプデ法が一

般的である。具体的には、床にモルタルを施工したり、鋼製梁を追

加したりするが、構造上・施工上の制約もあって極端に重い床や固

い床を作ることはで》ない。むしろ工業化住宅では、床よりも 天井

の石官ボード を増 し張りする等の方法が効果がある 。天井の効果を

見るために、当社の残響室てい行った実験の結果を図 5 に示す。 これ

は吊り木天井にしているからであり、天升=を床から直吊りしている

場合には、必ずしも天井の質量増加で性能が良くなるわけではな し、。

事丘ては、重量 ・附|生だけでなく、減衰に注目し、結IJ 振材料の利

用も研究されている 2) 3)。

しかし、通常このような労法を t っても工業化住宅の場合、 重量

床衝撃音は L - 60がほぼ限度に近い性能である 。試作を兼ねて、 実大

実験陳で重量床衝撃音が L - 55を達成した場合の断商図を図 Bに示

す。図 4 と比較すればわかるように、構造上かなり工夫を凝ら す必

要があり、まだ実用的な仕様とするには至っていない。

その他、軽量床衝撃音声;J策についても、 R C造で用いられる直張

り用フロ ー リングを A L C 床に用いた場合の改善立についての研究

や、クッションフロアを用いた場合についての研究も行っている。

主笠金2

サネ付パーテ< Ｗ ルポ ＭｾＨＩＩＱＵ
表 2 床 衝慾 音 レ ベ ル に 関 す る 適 用 等 級 1)

110 

重 l∞

量 90

床

衝 80

聖書 70  

音

レ 60

べ 50

J l-

40 

( dB)  

30 

20 

盟坐とニ上皇Q...!

図 4 床断面図

63  1252505∞1k  2k 4k 

周 波 数 ( Hz)

図 5 天井の効果( 残響室実験)
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|吉l一住戸内

L -45. 50 L- 55. 60 

L -65 L -70  
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D  A D 7ロ7 J6mm 
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パーティクルボード 15mm 

界号室
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排水音対策

排水音の問題も、 もともと戸建住宅てやはさほど問題にならなかっ

たものであるが、 2 階にトイレや浴室を設ける場合がかなり増えて

きたこと ( 2 階にトイレのある間取りは当社では 7 割以上、地域に

よってはほぼ全数) また、顧客の音響性能に対する要求が厳しくな

ってきたことなどにより、戸建住宅でもク ローズア ップされてきて

し、る 。

この比肢的古くて新しい問題である 「排水音」に関して、当社が

行った実験より、 2 階のトイレの排水音が階| ずで問題となる要因を

以下に述べる( 図 7参照) 九

1 . 配管

1) 管守重 : V U管 ( 塩ピ管) よりも耐火二層管のほうが発生する騒

音レベノレが小さい。

2) 横引き管の長さ: 横ヲ| き管の長さが長いほうが発生する騒音

レベノレカ ｚ 小さい。これは機引き管が長ｾ， !: 、管内の排7N荒が広がっ

て、竪管にぶつかる街撃が小さいからと考えられる。

3) オフセット配管: オフセット配管のある場合は発生する騒音

ν ベノレが大き い。 これも上記と同様で、、竪管の排水がオフセット部

にぶつカ 3 って、騒音を発生させている。

2. 支持

1) 竪管支持方法: 竪管の支持を IW振支持にすると、発生する騒音

レベソレが小さし、。

2) 盟主管固定位罰: パイプスペース内での竪管固定位置を間仕切

壁側ではなく外壁fJ! IJ に固定すれば、パイプスペースからの二次発生

オフセッ トlIi!1f 舗で騒音復動. '発生する

( 図の通り Z をずらすのが才フセ ヲト〉

ｾ＠

図 7 排 水音 の発生要 因

音は小さくなる。

ιL上のことを端的にいえば、配管自身からの音の発生を抑え、構

造躯体と縁を切る、ぃ、うことに尽きる。しかしそれJ ; J _ t に重要な

ことは、排水音が問題とならないような、平面プランの計画を行う

ということである。

実大実験棟では未対策の配管 ! :M策済みの配管を並ぺ、交互に排

水して、効果を耳て確認できるコーナーを設けである。

その{ 也、給水音に関しても、躯f本と縁を切るこ t が重要であるが、

配管が間仕切り壁内を通る場合等、施工が困難な場合があり、やは

り平面計画止の配置- が重要となる。

おわりに

以上、主として壁の遮音・重量床衝撃音 ・排水音に関して、当社

の実大実験棟の事例を中心に述べた。

今後の課題としては、個体音の制御がよりいっそう必要になって

くる t 思われる。これは将来、戸建住宅内にもジ、エツ卜パスやエレ

ベータのような設も蹴幾器が設置されるようになればなおさらであろ

フ。

一方、騒音制御の手法としては、アク ティブノイズコントロール

が注目されており、着実に研究がなされているが、一般の住宅にお

いては実用化にはまだ11寺聞がかかりそうな気配である。

なお、戸建住宅の遮音性能全般については、文献 1) によくまと

められている。その他文献 5) や、王百丘では宮越岡系工業化住宅の壁

( 外壁・間仕切壁 ・界壁) に関しては、文献 6) に詳しいので、あ

わせて参考にしていただければ幸いである。

にじま ゆきお/ 積水ハウス( 附技術研究所環境研究室)
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はじめに

浮工法とは別項で記述のある固体伝搬音に対す

る防音工法であるが、 また構造体や地主主を伝搬し

てくる振動の防振工法ともいえ、固体伝j自主音( ぞ

生じる振動) を防止するため建物J躯f本であるコン

クリー トスラブ上にゴムやグラスウーノレい、 った

|坊振材で、遮音1 Mを? 含む室内内装全てをパオ、支持

する工法である 。

浮工法は犯位した遮音 ｽ ｾが 二 重に椛築されるの

で、結果的に ー 骨量の騒 音 に対しでも大きなｾｦＧ ｲ 効

果が得られる 。

浮工法

浮工法の原理図を示すカミコンクリート躯体の

内部に防振支持した室を構築するので box in 

｢ｯｸ 工法とも呼ばれるように 一 次ｾ＿ｔ ｍ と 二 次

遮音ｽｾとからなる 二 ｭＺ構造である 。 扉や慾などの

|升l 口昔日についても 二甜 雌 と し 、 主要なi血管昔11材

( 扉の場合は性能の良い方、窓の場合はガラスの

J!，I l 、方) を一次遮割前!IJ に支持し、 二枚目は枠も

別桃造( 品館、ま) にして二次述音l剖J ! リに支持する 。

集合住宅等で問題となる歩行や家具の移動{ こよ

る下附への衝撃音も国体伝搬音であり、この浮工

法は五九来的対策であるが費用がかかりすぎるので、

床に限定した衝撃音対策として音源側のjボに浮工

法を適用することが多 L 、。

また雄物を地良から守る目的て辿秒J 全体を防振

支持する免民 ｭ 法が ＱＴ 日発され、 ｾ ι 及して ｌ 、るがこ

の免災ゴムを同体伝搬音の主成分となる上下方l台l

図 1 浮工法の原理図

写真 1 浮床用に防接ゴムで支持した東の例
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浮工法

平 野 滋

の筏対辰却j に対応するよう設計することによ って建

物全体を固体伝搬音 に対応する浮工法とすること

もできる 。 (図 1 )  

浮工法の適用

回f本伝鋼生音の原因となる振i l l 1 J i 源としては鉄道や

道路など交通機関等外宮11からの娠動と、建築設備

として設澄される蛍Uf; JI ; I I i 地機器主及び‘ 給排水設協機

部とそれに附属したダクトや配管矧と、エレベー

タ一等がある 。 また床街泊客音に代表される人の動

作や行為にともなう術繋も大きな振邸JIJht となって

t 、る 。

地下鉄構築に近楼して縫っホーノレやスタジオ、

ターミナノレピノレ内のホーノレなどに浮工法の適用例

が多〈見 られるが、 写真 1 に地下鉄構築に近接し

て建つ音楽ホーノレの床に適用した浮工法の防振ゴ

ムの設置状況を示す。 この防振ゴムはホーノレの段

床を支持するため、斜めにコ〉を配して歩行l時の

ゆれに配慮して し、る 。 この防振支持した東の上に

型枠を敷七、て二次遮音Mとしての床スラブを構築

する 。躯体スラフoの振動によってJj J(射される固体

伝 搬 音 It 二次遮音層である浮床で遮音される 。壁

についても同傑で躯体主主に防振ゴム設置用の架台

を設り、防仮ゴムて‘二次 遮音壁 に の 場 合 は P C

板) を支持する 。

ｪ 乎ココ去は特別な振ｩｬｬｉ ｊￌｈｾ がな ｌ 、場合でも、 ｩ 怖かさ

が ｩｦ ｽｪ度に要求される録音 ・ 放送スタジオやｾＡ噂 室

のような音響 試 験室・には適川する 。浮工法によっ

て突発的な人の行為による街繋や歩行等 による凶

体 伝J般音声z汚I U : 、周辺の騒背や大ylTに対しての巡

図 2 スタジオの浮工法による遮音嫌造の例

音声:路定を匝lっている 。

スタジオの浮工法の例を示すが、身s1本スラブ上

に設置した防振ゴム上にデッキプレートを嘉文いて

浮床を構築し、 二次 遮音} i ' / の壁はこの浮床上に支

持し、躯体壁には荷量を支持せずふれ止め川とし

て防振支持して t 、る 。 (図 2 )  

グラスウ ー ルボードを ｼ 財辰材 ｴ し ｴＮＺ￬ｾｬ 式浮 ｪ ぷの

例( グラスウーノν の上に防水シートを敷L 、てコン

クリー 卜を打ち浮スラフーを作る) を示す。 (図 3 )  

防振ゴ‘ ムより| 防振性能はやや落ちるが、集合住

宅ーの床やホテノνの宴会場の衝繋音声;j策として肌、

られることが$ l 、。

この浮lぷはグラスウーノレボードによ って躯体ス

ラブと 浮床 が完 全にま館設されていることが必必で、

躯体スラブと浮床がコンクリ ー トや配管のi立通に

よって接続してしまうと浮工法としての効果が失

わｾＱＮてしまう 。

浮jポコンクリートの打設1時には、周辺でコンク

リー卜が躯体とつながらないよう、周辺昔11に車紛求

刑グラスウーノレボードを十分布く立ち上げたり、

コンクリー卜打設1埼ーに床に敷いたグラスウーノレボ、

ードを破偵しないようにするなど施工管迎が重要

である 。

( ひらの しげる / 側大林組技 術 胃 附1

音響研究室Ii?: 長 /  

< 参考>

空気調和 ・衛生T ' 'j ': 会新主?

防音 ・防磁の施工 理工I:iII舎

5  

同 - 100

目 、同

> 1回

図 3 グラスウールによる ii 式浮床車構造の例
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制振鋼板の特性と建築材料としての適用

はじめに

時IJt長鋼板は 1971年に束海道新幹線の橋染防音

に採用されて川正、自邸1) 111や家i屯のi'{(，音声、慌に使

用されてきたが- l b が丘は建築分野 tこもその通則が拡

カξ ってきている 。

これらを背景に通産省では 『 新芽 手 ｾ［ｪ総フ Ｇ ロ 』 と

して、ｬｉｩ ｬ 比 辰鋼板の利用マニュアノレぞ作成し、 ｾｬＧ Ｎ及

に努めてし、る 。 以下にｩｴ［ ｉｊ 振鋼板の概Ｎｾと建築用途

への適用例の一昔日を紹介する 。 なお、市販されて

いる制振鋼板は愛好忠ニフdjl Jされるが、r >. : fi，もとして

はサンドイツチタイプの“ 板東型" が大半を占め

ており、建築用途にも多用されている 。本析では

板束裂に限定して紹介する 。

制振鋼板の構造と機能

市IJt尉| 琳反は 2枚の鋼板の JHJ に司れイ釧貯を挟んだ

椛造をして L、る 。出l版鋼板に振動( 商外rJ11げ) が

加わると、核許面での 2 枚の鋼板の曲率差により、

樹脂に現断力が倒I} < 。制 緩 樹JJ 旨は鋼板への按活力

のほか殉断変形時に大きな減哀を与える特性を持

f 一一一一一 空気伝倣音 一一一一一「

、一一一一 固体伝綴音 一一一一___ . . J

図 1 騒音・振動防止方法の分類

図 2 制振鋼板の構造

藤 原 治 生

っておりこの作用により、J r ; IJ t尉岡板全体の振動が

i成哀する 。

従って、 11) 1!t尉砂阪は外部からの打撃や機械的に

加振された場合て、も伝動ぞ伝えにくく、音の発生

も 抑 制 す る ( 図 2 )。

制振鋼板の建築用途への適用例

建築用途には屋根 ・扉 ・防音間仕切 ・シャッタ

ーなどにも採用されているが、本稿では以下の 2

例を紹介する 。

鏑製階段の踏板と踊場

縞鋼板を用いた工場や事務所の階段へは以前か

ら11)IJ 振鋼板がま采刑されていたが、五訟丘では、プレ

ノ、ブ住宅やマンションの階段などへも適用が拡大

してきている 。鋼板を表面材 t した場合は勿論、

ゴムやカ ーペットをJl 占り付けた; 場合て、も、他材に

比べ、綴音の発生立が少なし、( 図 3 Ｉ 。 当社のｾ例

では、 A L C 階段よりも 10d B程度、カーペットを

はった鋼階段よりも 3dB程度も古争かにな った。プ

レハフヲ昼間住宅で、は様準設計に組み入れたものも

出てきており、今後の拡大力測l待されている 。

- 他の階段材料との比較

Pl  普通掴緩

ゴルフトル落下 ( 1 附 図 CPl チェッカー凡

75 dl 川 園 品R セメノト板{アスロ庁)

70 

65 

60 

55 

50 

. 踏函に各種材料を張付けた場合の比較( 対普通鋼板)

圏 普通掴緩 (pl )

. ダノプレー(C20)

70 

65 

60 

日

両

日

時

40 

祖 Pタイ' " ゴム モルタル カーペ 汁

図 3 階段での効果例

体育館・体育室の銅製床下地材

Ｑ Ｑ が丘の体育館は ｩｬｬｊｴＱｾＡＡ の も の が多〈、附下の会

Z泊三などへの騒 iY-対策が草炭にな ってきている 。

また、 fj ーととJ也て、の体育在日て1立近隣住宅への騒i' 'f対

策も必裂とされて L 、る。 これ b の床下音、} ，K _I-: f'i二

のあ問EにjJ) IJt長鋼板製の}，lCドJ也材が有効てあること

がわかり、採川が1).よ人- してきている 。- j . 没の鋼製

寸ごI也材をj J ) 1] J : 長銅板製に泣き換えることにより (図

4  Ｉ、 Ｑ Ｑ 竹下への経琵 ［ 征 Ｈｦ Ｉ ｉ ｾｲｲ は古Ｚ勺 Ｕ ホンＨＱランク 向

J -.) ｩｔｉＺ Ｚ ｨｴｬｩ ｊ ｬ ｦＧ ｬｾ＠ ('iは 2 ホン私リ1; l E 低下している 。 また、

ー| 仰木での休上斤は約 5 ホン低下している 。

まとめ

jJ) IJ 振鋼板はJIJj 金により大きな防特効決を1 H草す

るが ｮｉｬ ｬｊ 振によるが ｉＩｾｊ に ￬ｗｊ のＧａ ｬｴ しさ ｪ ゃ 『 力 ｉ ｊ 工ｪｊＩ ｉｊ

{((.J J などカヰ采J IJ の!JJj げにな っ ていた。 しかし、 こ

れらの［ ｾ Ａｲｵ也を ｊｄｊ 民し つ つ、手キコＢ必分野での使 ｊｔ ｊＧＮぶ

. f r ' 1 は拡大してきており雄築川馬車 {'f j. ぢl < ' 料としても

i凡川化が進んで‘いくものと考える 。

Ｈ ｾふ、 じわ ら μ  あおν h"/fゾ 六/ パ( 側仰馴州州和判紳l'山l

?却i専早板J技支術存剖部11 ｾ［諜忠 長 J  

S砂川市 ヲロー ' J;" グプ 11

4主Zfm5

図 4 体育館床下地での使用例
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はじめに

建築物における上下階の移動手段は、今やエ レ

ベーターやエスカレーターがその主役を担って L 、

るが、それでもなお 2 階建ての住宅から超高層ピ

ノレまで必要不可欠なのが階段である。階段はそれ

らと異なり人聞が足で歩いて使用するため、よほ

ど注意して歩行しない限り音が発生する。階段の

騒音といえばこの歩行音の事であり階段に求めら

れる性能の中でも歩行音が低い事は特に重要であ

る。

100 

90 

-< 80 

国

司診

- 70 

4ミ

:i 60 

凶

効回 50 

40 

サ サ ラ 桁

ス ポ ッ ト 溶 綾

図 1 2 枚合板踏板の断面模式図

申

125 250 500 1K 2K 4K AP 

1 1 1 オクタープ中心月並量 ( H.  )  

図 2 単板と 2 枚合板踏板の騒音レベルの比較

巾1. 2 mの跨板 l 段を供試体とし、ゴルフボールをおさ

30cmより踏板中央部に格下させた時に発生した騒音を、

前方 1 m、床上1 . 2 mの位遣にて測定した値

90 

80 

〈

同 70

吋コ

ヨミ 60 

て

品50

申

40 

30 

42 

125 250 500 1K 2K 4K AP 

1/ 1オクヲープ中心周渡数 ( H z) 

図 3 床仕上げ材による騒音レベルの比較

( 試験方法は図 2 に同じ)
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鉄骨階段と騒音について

有 明 利 昭 / 高 橋 正 明

階段の種類は①コンクリ ー卜 製( 以下、 R C階

段) 、⑫岡製( 以下、鉄骨階段) 、③憾などに分類

されるが、中でもヒツレやマンション用途としては

任渇が大部分を占めている。歩行音の静かさと 言

う点では R C階段が優れているのは周知の事であ

るが、建物本体との構造の不適合やヒツレの高居a化

により R C 階段の適用が困草{ 主であったり、五組Eの

熟練技能者不足や工期儲街のために R C階段が造

れないなどの理由により、現在は工場製作の鉄骨

階段がヒツレ階段の主流となってし、る。

ここでは鉄骨階段メーカーという立場から、日

常通路としても利用される事力事い ｩ 服 ｦｾ 階段につ

いて屋 内階段と 屋外階段とに分け、それらの騒音

の問題以慨につし、て考えるものである。

屋内階段

鉄骨階段のイメ ー ジとして、歩くと 「カンカン」

と響〈耳障りな金属音を思いうかべる方も多いで

あろう。事案、鉄板の踏板をそのまま仮調しでは

金属音がして当然である。その騒音を抑制するた

めに通常は踏板部分にモルタノレ芳L撲を行っている

が、当社ではrot板 2枚ぞスポッ トi討委して合板化

した市IJ 捌 沓 板 ( 図 1 ) を鉄骨階段に使用すること

により、モルタル充成 ｾｲＮ しでも優れた ｩｬ 当音効果を

得る司王古河I能 と な っ て い る ( 図 2 )。

また、屋内階段の場合、ほとんどは床1: t J ニげ守オ

を施工するため、その材質によっても歩行音に差

が生じる。よって、イ土上げ材料の選択も消音の重

要な要素である( 図 3 )。

さらに、屋内i蹴 ft階段は主主物の上から下までを

貫いた細長い階段室内に収まっているため、歩行

音が階段室内で反響して恩わぬ大きな音となる事

もある。従って、居室への騒音の影響を低減する

ためには階段自体力、ら発生する音を抑えるのはも

ちろん、階段室壁の遮音性能を高めたり、階段室

の隣に居室を設けないなどの配慮も必要である。

写真 1 騒音のため使用禁止となった階段

屋外階段

屋外階段での騒音の苦情の多くは、マンション

などの集合住宅において深夜や早朝の階段使用に

より発生する歩行音についてである。閉塞された

屋内陥段とは異なり、屋外階段て発生した騒音は

周囲に拡散し、建物J の住民はもとより近隣住民へ

も影響を及ぼすため、地域的な騒音問題に発展し、

際段を使用祭止にするなどのケースも見受けられ

る ( 写真 1 )。

集合住宅の屋外崎段は、耐久性やメンテナンス

コストなどの面から床イ土上げ材や防音マッ トなど

をiik初から施工するケースは少なく、問題が発生

してから対処する場合が多 L 、。騒音問題の大部 分

はチェッカープレートと呼ばれる杭鋼板を踏板に

使用した歩行音の大きなj割安階段が元凶となって

L 、る 。

このような鉄骨階段による騒音問題への対応と

して、当社ではステンレス短説蹴佐を分1出昆入して

有 首 強 し た 薄 肉 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー 卜 4反

( SFRC) を踏板に使用し、その他の昔日材は鋼製

とすることにより、 R C階段の静かさと鉄骨階段

のメリッ トを融合させた組立式鉄骨階段をマンシ

ョンを中心に 2，50α 妙YH二ι んヒの施工を行い、音の

￬Ｇ ｦＨ， かな鉄，ｾ・階段として好評を得ているＨ 写真 Ｒ )。

おわりに

近年の建築は分業による工事の合理化がますま

す盛んで、ある。鉄骨階段についてもこれまでの鉄

骨工事の一部分という考えから、分間! ぬれた専門

業として歩んでいる。騒音対策においても今後は

階段い、う専門分野に立った研究開発がさらに必

要と 言 えよう。

( ありが? としあき /附森製作所専務取締役)

たかはし まさあき / 同 開発技術室主任

写真 2 S F R C  階 段 ( 南大原7 ンション)



はじめに

移il l J J壁の機能は L、ろ L、ろあるが遮音性能力幣に

重要である。さらに宴会場の内装に準じた移i l l J J j . 笠

窓匠カち}主められる。また容易に移出Jでき、すばや

く次の宴会設営ができることや、移訓1寺の走行音

が小さいこと、また十分な耐久性能があること等

である。

移動笠の安会場における採月lの当初は、: i ! [ 官寸全

能の不足により、分割したご長会場の有効な活用は

困維であった。しかし宴会場の大型化とともに、

移動壁も遮音性能の向上と li rJ: 1なな匠設; 百十力行i[ 能

な大型化・ 大 賞 品化 がはかられ、さらに移i l l I J l l ，まに

よる内装意匠を備えた収納庫扉の採用等により、

現庄で、は多様な宴針i f f l I に耐えられる移蹴笠を採

用した妥会場の設計カ可I能になり、保用例が大幅

に増加している。

今後、宴会用途の多機化と共に移脚立の機能も

進化 し、たとえば宴会場とロビー11日の区画を; 1. i : 重)J

昇降ぽで百十l酉l し用途を広げた去を場の出現や、高

度な遮音性能の笑:比 大 型 ・大l l i : fal 移政陛を容易

に移動させるo1! : i l l J Jレーノレシステムの採用、告を干llii 寅

出効果をねらった屯I D 1J移il l J J恒常;が採用されていく

と忠われる。

移動壁の機能

意匠機能について

宴会場の内装意匠は創立を凝らした物になって

いる。そこに採用される移似花笠はその内装と同僚

の意匠を取付けられる構造が心袈である。すなわ

ち経鉄間仕切に準じた桃造が望ましく、窓匠担11 り

11I ::n..)-1 

;11; ...  
刷.. ..・

匡Eヨ

一重の移動壁を採用した大宴会場

{ 名占尾東急ホテル)

床面積 1200m'  天井高 63∞mm 

- 遮音 ・

宴会場と移動壁

根 上 清

に合わせた大型の壁面が実現できるように、大ill

1立に耐える懸架システムが必要である 。

遮罰金能について

宴会場隔壁の遮音性 ｴ ￬ ｾ は通常 ＵＰＰｈｺ で ＴＰ､ｂ

程 度l訓制呆する必要がある。60伽 mから 900mmのf:rJ

隔て、500H z で 40dB程 度 の 移 動 壁 を 2 手11 に仕切

った場令は、 r長会場flJ1の遮骨性能は 50dB から 55

d B を刊倒呆することができる。また、サービス: I l I l

路としてのI罰則など 二 重移j J i J Jlil の間隔を 2 m以

上とすると、さらに白山な宴会場の運用が可能と

なる。なお- m: の移i l l J . 政の場合は同定壁部分に天

井裏遮背壁等、 ー づ般的な遮干 ｾｾｩｴ を配置すればｾ府Ｚｾ

の遮音寸全能は確保できるが、 二重の移f f i 1J 11! を係月1

する場合は、壁面材料の間仕切苦1I での車初7りや、

調光室等の巡音上の品抑J り苦手が必要であり、 また

浮き床やデッキ床など経い床を採用する場合は1111

仕切部での床の縁切りなど、制uかい遮音上のl ' i e J . &

が必要となる 。

宴会場のtll1仕 切部分の: i ! [ 背設立十の造伊ド的 な考え

方についてまとめると以下の通りとなる。

1  ) 宴会場区l百lの巡音性能を設定し、移到J壁の遮

音性能を逃走する。 40dBι . L t の遮音性能では、

壁面戸当りの*1寸けが必姿である。

2)  flIJ 仕切部の移動笠阿 りの同定壁、たとえば天

井裏巡背性 ｴｭｾ 、必袈な巡ｩＢｩＢ Ｑ 生 ｦｩｅ よりＫ 5  cl B  

ι U二て盲設定する。

3) 区画された安全場を独立した宴会場として設

備計画を行う 。F副立を-n通する設備配管はH' ，来

る限りさける。 二 重の移i l l J J I J . ! で50dBι L上の遮

音世論Eを百十iill lする場合は、浮き床等経訟の!ポの

場合にその車料IJ りが必要である。

l I! : aEl  

二重の移動壁を採用した大宴会場

(三)1' 7 ーパンホテル大阪ベイタワー)

床面積 850m'  天井高 62∞mm 

4) 制光筆など区画した築会場にまたがる設備は、

レイアウトやi l l J . 蜂泉について巡作性能 ・11及粋性能

上の岡山I，&: 、が必要となる 。

5) 宴会場のドアを隣室の騒背の阿り込みがなし、

ように配置する。特にサーヒース通路側は1m放 す

ることが多いため、レイアウトと由民泉通路内の

l吸音のi検討による遮音計画が必要である 。

6) 移到肢の走行音は鉄什構造テV キスラブの場

合はjぷm: 誌が経企のため、f / i l f : 本伝揃2音として上

附の苦1I屈に伝わりやす L 、。したがって」二階 の レ

イアウト _t の商白志が必要である 。

7) 岳会場内の11及苛性能は不足音ア叫4えになるため、

室内管理事上からも、宴会場内のl吸音力を多〈取

るように計画する。

使い勝手について

宴会場では移I D 1 . 躍を「手早く移動し、次の長会の

セッテイングを行うことが必要で‘ ある 。 その忠告の

要素は収が例Zレイアウト、動かし易き、パオ、ノレ師

とノ叶、ノレ枚数金ーがある。

移il l J J阻ま独立して収納 ・刷 iト|が出来るレイアウ

トがm: 裂である。作I亨11もの移i l l J J l 1: 空をー カ所の収納

席に入れると、移動にi刻係のい、隣の宴会場まで

使用できなくなる 。 また移却政の移動は直角レー

ノレ方式よりカーブレーノレ方式の方が移到'A.! の 移 動

が容易であり、宴会場のセッ トH寺1111が短くなる。

パ Jネノレ附も枚数が多いと移脚i寺1111がかかるため、

パ Jネノレ阿を広〈取ったほうが移重J J . l ' .文数が減り、移

重j庄のセット l時聞が短くなる 。

( ねがみ きよし/ 小松ウオール工業( 附

ランニングウオーノ凶作業者11

サービス通路を二重の移動皇室の問に確保した大規模宴会場

( 7 ェニ ァクスリゾート サミ y トホ- ) レ) 床面積 2800m' 天井高 8200mm 

建績とヰ士会 ・1蜘 2 43 



- 遮音 ・

機械式駐車設備の騒音対策

はじめに

111社会の現代、人の集まる所には駐車場が必要

不可欠な時( - t - て- ある。特に者11市部におし、ては、限

られた; 場所に多くの駐車場が必要となる為、大き

なスペー スが必要な平面駐車場や自走式の立体駐

車場よりも、土地を有効的に利用出来る機械式の

駐車設備を設置するケースが地えてきている。そ

の中には建物の中に; 臨械式の駐車設倫を組み込ん

で、しまう場合も少くない。そういった場合、必ず、

駐 車 設備 が姥物の各部屋、特に駐車設備の付近4こ

ある昔11屋に及ぼす騒音が問題となる為、昔日屈の用

途変更や、建物のレイアウト変更を余儀なくされ

るケースも多々あり、これまで、機械式駐車設備

をナ設澄する際の大きな隊害となっていた。当社は、

機械式駐車設備の総合メーカ ー として、様々な方

式の駐車設備を製造、販売しており、各々の駐車

設 11mに対し、騒音に対する諸施策を検討、実施し

ている。本杭では、これまで騒音の問題から一清止

事務所或いはそれに類する用途にしか設置出来な

かった箱形循環式駐車設備 「トランスパーク」 に

対し、様々な騒音声・ぢfi の結果、集合住宅への放置

も可能となった例を;機械式駐車設備の騒音声z慌 の

- 1ylJ として紹介する。

機械の概要と騒音発生源

「トランスパー ク」 は、自動車を士停戦するパレ

ット亨11を 2 - 5 府に配し、パレッ 卜列の繍移動と

ノf v ット列の両端に設置した昇降リフ トにより、

ノ ｦ ズル式にｾｊ￹Ａｬ託、入出庫を行う方式のものである 。

この設備は主に雄物の地下に納めるもので、! t ! ! . _ ヒ

空聞を有効的に活用出来、その上、建物の 1 スパ

ン内に納まるという事で、建物のレイアウトが仕

易いタイプの一つである( 図 1 ) 。しかし、これま

では底上階の部屋において 45dB ( 則前後の騒音

が発生しており、その用途が限られていた。

主な騒音の発生源としては

CDバ ν ッ トの椴移f f i J fl f . T- のパレッ 卜車輸の紙切J音や

図 1 箱形循環式駐車設備「トランスパーク」断面図

44 建築と社会 ・! 問 2
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車輪とレーノレとのぶつかりによる衝撃音、パレ

ッ ト同志の接触音

告〉ノ干レツトの昇降l時のパレッ トと非降装置との核

触 音、昇 1I年用チェーシの噛み合い音、駆ffiJ J部の

モータ類が発する音

③ターンテーブルの到H何時のテーブルと支持ロー

ラの核触音、駆f f i J . 胤lのモータ類が発する音

④自動車ドア ｦ 府ｾ用棚釧制 ｬ 寺の机ｽとノ ｦ レツトとの

聞に発生する術懲音

⑤出入口扉重j }1何時のド、アノ叶、ノレの摺f f i J J音

ι L七が主なl騒音発生i原である。

これらが、機械と躯体の接触昔日で固体イ云橋音と

なり、或いは附立を透過する空気伝播音となり、

或いは、駐車室から出ていく配管による傾幽伝幡

音となって直上階に騒音を発生させて L 、る。

低騒音対策

各々の伝播形態別に表 1 の織な建築物躯f本と設

備の声、ぢfi を行い、総合的な綴音のf忌減を計ってい

る。特に国体伝機音声・I策としては、振動切断剥サ

策と設備の制振亦慌の両方を実施している。

指語放色主主対策としては従来から防振ゴムによる

ブデ法を取っていたが、更に次の様な対策により効

果ぞ高めてしゅ。まず、お紛蛸材主脚昔I1では、実111

I時 t 空車H寺の変動術丞により lめ振ゴ、ムの撲み誌が

一定せず、振i D J J(云遥が大きく変化 して L 、たが、据

イ寸床をi字床とすることで解消し、柱脚部の振動伝

達率を最小限にす1[ 1 えてし、る。また、機陥枠水平支

持部では、定前11寺と I也渓H寺の水平荷量を大小の防

表 1 伝播形態別の主な騒音対策

駐車設備

①パレット車輪へのウレタンゴム焼付化

②後械枠柱脚部に防振ゴム設訟

③機械枠水平支持部に連成構造型の二重防振ゴム設

思伝播音葉

置

④機械枠( 柱、梁、レール) に伽l振用砂の充撲

⑤昇降リフト駆動装償架台に防振ゴム設置

⑥ターンテープノレ駆動装E立架台に防振ゴム設置

⑦ターンテープル支持架台に防振用パッド設置

③ドア駆動のインノマータ制御

⑨機械枠を可能な限り自立化する

( 水平支持部の削減)

①昇降リフト ・モーターに防音カバー取付

②昇降リフト ・駆動チェーンのチェーンサイズを落

す

③自動車ドア保護用初の駆動のインバータ制御

④出入口ドアのドアパネルに鉛板 ( O. 3t) を貼付

振ゴムて各々支精する様な椛造にした二重の述J蕊

梢造型lりIj 振ゴムを採用する こ とで、大きな効果を

発布ff している。

また、 ｪｦｪ ｬｊ 援対策として最もｬｊＧ ｊ 暗に効ｾさを生んで

いる亦問主は、ノマレツト車車歯へのウレタンゴ、ムがt付

化である 。従来その耐久性から I D. l Z いはナイロン

製のものを使用していたが、ウレタン焼付方法の

改善、 111輪当り商となるレーノν の段差を失くす等

いくつもの工夫により耐久性が大巾に向上し、採

用が可能となり、大きな効果をもたらしてし、る。

効果

以上の様な戸、慌実施により、直上階における騒

音レベル、 35dB ( A) 以下を実現している 。 この

レベルは、住築学会の定める所の騒音許容他で、

集合住宅の居室ては、 1級、ホテノレ客室て‘ は特殺

に相当するものである。現実に、この駐車設備の

用途はかなり幅広いものとなり、自争寂を袈求され

る集合住宅、ホテノレ等への設置にもかなりの災級

を挙げている。

おわりに

ιu二、当社における ;樹成式駐車設備の騒背対策

の→列を紹介した。当然ながらこの他の方式の駐

車設備についても、発生する騒音の大小にもよる

が、いずれも騒音についての研究、対策を進めて

おり、 l陥広い用途に設置されている。

cろだ あきお/ 新軒削fI明l明 州 月

エンジニアリンクグe告淵I! I  

建築物

①駐車装置据付床を浮床構造とする

②浮床下のスラプはマットスラプ又、各機械柱浮床

下のスラプにコンクリートの小梁又はツカを底盤

から建てる

③隔壁厚みを250mm以上とする

①駐車室全面( 天井、壁) に吸音材貼付

②駐車室天井を二重スラプとする

①駐車室と直上階或いは隣室との聞で配管類をn通

しない

②吸排気音の消音



- 吸音 ・

焼結アルミニウム吸音内装材: ND C力ルム

はじめに

カノレムはアノレミニウム粉末を溶融点以下で長時

間焼くことにより、図f判委合併説者) させた多孔

質板であり、 100- 300μ m の複雑な述通気孔が三

次元的に榊成されており、独特の峨音特性が得ら

れる。従来アノレミ ニウム粉末の焼結による多干L'l't

板の製造は不可能とし、われて いた力士独自IJ的方 法

で ｉ ｾ 日発 ・ 製品 化 に成功し、その技術は大河内記念

技術此を受けるなど高 L 守利面を待た。その特徴と

しては、①吸音待性が非常に優札カノレム自体が

l吸音材であると同I f 寺にイt先制土上中止であり、さらに

吸 脅>;'1J来をmなう こ となく表而塗装カ布T向E。笹涌;t

食 ・ 市 ｴ ゆ Ａ ｾ肢が良好で Ｑ 新幹線 ｬ 坊背主主にも使 ｭ されて

おり 、主I ! 設省認定不燃材料である。③アノレミ板よ

り軽量で金属的強度を有し耐久性に優れて t 、る 。

④作業性および取扱いが容易で‘ 純工の短縮化とぞi

) J 化カ 可 他 信 満 紙l時の澗¥' l ( 1ま全〈無〈クリ ー ン

な 制E判 断 。

眼音特性

吸音率と背後空気層厚さとの関係を図 1 ，こ示す。

l 伺

岸 田 勝 弘

背 後 空 気 府 が50mmの場合、 11及音のピー クは 1600

H z にあるが背後空気情がl早くなると、ピー クは

f邸調波数{ J ! IJ へ移行する 。 さらに空気用に他の材料

( グラスウ ーノレやハニカム) を婦人すると 図 2 に

示すように、低周波数から高周波数にわたり広範

囲での優れた吸す待性が待られる。図に示した残

料率法吸音率のiW院 は 全 て (財) 小林 理 学研究 所

による。

施工例

写真 1 は東京有1¥杉並区にある セ シオン杉並の例

である 。舞古からの写兵であり両側面、後方の壁

に設置されている円柱の円周半分にカノレムが、残

り半分に反身材反がH占イ' ，Jーされており、向性を回転さ

せることにより l吸音部分の而積を調箆し、残縛1時

間を 0.9 - l . 8秒の範囲で無段附に調整すること

力 市T向E。

写真 2 はシドニーのオペラハウスを恕わせる ユ

ニー クなデザインで- llYil マス コ ミをにぎわせた

「東京辰巳国際フ'ーノレ」。この天井、壁面にもカノレ

ムが採用され、日制支 ・ 腐食ｾＱｊｊｬであるにも拘わ

らず、余計な残響の排除と快適空間の創出に寄

背面材料

A 力ルム(2.5田J +空気庖印刷

している 。

上越新幹線の J R越後揚開駅周辺での|坊? ? 壁と

して使用した例が写真 3 である 。 設前後丸 5 年を

経過し、積雪地帯のため雪の融解に放水を行うと

いう厳し t 、自然操件の下ても、吸音特性の劣化は

認められず十分な耐{険性 ・耐久性を有する 。 金属

多孔' l 1tJ のためカノレムに水が付着しても短時間で

排水され、 I吸官持性を回復する等優れた特性を示

す こ とがl明らかになった。

まとめ

ιL上簡単に述べてきたように、アルミニウム焼

結 l以背中反には今までのH及音板とはまた災なった

様々な特性を有している 。ホ- / Vゃ劇場の残響111寺

問の制御に、また騒音親指IJ が厳しくなる中での防

音壁や防音エ ンクロ ー ジ、ャ等に、 22かな住環境の

かl出のため新しい利用法が附発されてゆくものと

期待される。 人間 と環境問題、 地球と人間の 新 し

い関係が校糸2 される中で、アノレミニ ウム1St}.右11汝音

板の持つ可能性は時代の流れに沿ったもの とL 、ぇ

る。

( きしだ かつひろ/ エヌデーシー( 附カノレム部次長)

B カルム(2.5ooJ + 1 ¥二カム何〈抑叫

C 力ルム(3耐+ グラスウーJし〈抑耐

減 C I，局適について母、 問後空気層を

十分Iil 保q ることで主音眠吸音構

造の住能11得られ宮司.

125 250 500 I似細 2000 ｾ ｏｏｏ＠ 125 250 500 1000 21) 00 ・000

中 山 向 車 叙 (Hz )
中J t ' ) 岡波畝( I1Z)

図 1 背後空気膚と吸音率 との関係 図 2 アJ レミ焼結吸音材 と他材料併用に よる効果

写真 2 施工例 ・東京辰巳国際プール 写真 3 施工伊IJ : 新幹線防音壁( 越後湯沢)
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- 吸音 ・

耐候性グラスウール「フローティングウールJ

騒音対策の二つの柱には、遮音と 11及TJ があり、

吸音材料としては以下の程菰がある、①多孔' e ( 1 I 及

音 材、@ l しあ き板桝 造H及音 材 、 @ 除伏11放管材、④

金属吸音材、信〉板状 l吸音材。

本稿では多孔賀吸音材について述べる、多干ぱf

l吸音材( 連続気 i包) のf回受である グラスウ ーノレ ( 以

'" :  GW> の同行l芙性としては、 屋外 て 使JTJ すると

雨水を含み極端な 11及音率の低下がみ られ (図 1 )  

また、太陽光の紫外線のために G Wのパイ ンダー

カ可呆され方、ラス組成It の! 肢が弱くなる 。

「フローテイ ンク、ワ ーノレJ ( 以下・ F 羽乃 は こ れ

らの欠点を解決 し屋 外 での使用に耐え られるべく

開発された而ヤ' J - 性11及音材である。

F WはG Wの製造工程において撚ノド 材 ( シリ コ

ン) ぞ接着剤J ( パインダー) に混入し結紙I U本 1

本の表面に機水処理を施して L、る。

また、シリコン処理が永久的に残るように繊維

とシ リコ ンを化学:(1勺に結合させている 。

紫外線夫、路s : としては F W保設材として F Wの 表

面にガラスクロスを使用し、紫外線カ ッ ト及び飛

散防止の役目をさせている 。

服音性能

フィルムの影響

屋タM士織の一般的な方法として G Wをフイノり、

( PVF、 2 1μ ) で 包 ん だ MB Sノ叶、ノレがある。 ま

1.田

O. 曲

。曲

量 0.70

foω 

嗣 O切

唄 0.4

音

'" O. 却
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ν  
⑥ 
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ト ⑥ 0"
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① . "  
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③ 四 %
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ト ① 日 %
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1，.1 
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#f '¥._./ 
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ドv
{且 歯 : 編 曲 封 筒 ハ ン ド プv クより}

0.2由

10' 2  3  5  7  10' 2  3  5  

周 温 : t ( H，) 

図 1 多孔質材料の吸音特性に対する吸水の影響

{ グラスウールフェルト 5日間厚、密度24kg/ r T I 吉本車は多孔

貨材料全体積に対して吉ま れ る木の体4置の割合で示す. )

表 1 耐水・耐湿テスト結果

7 ロ テ イ ン グ ウ ル 般グラスウ ル

開始後20111111完全に押

( .  

21 11 Ｑｃｊに ｉｾＡＮ の按触面
す (' i: l : み始め、 2 時ItI I

①ホ浮きテスト が渇れ始める .

で完全に l }t ll lに沈む.

6311 1CJ 以降 d ; 5皿、

ｉｾ ￬ＧＩ 透ＱＮ Ｕ 固で安定す

る.

ｉｾＦ 透 Ｐ Ｎ ＳＱＱＱＱ 程度
全 ｉＡＢｾｾＯｾ が｢ｽＺ透・吸収

② 散 水 テ ス ト し、吸水のため、 At が

外観 t 変化拠常な L.

ｉ ｾ 持できな〈なる Ｎ

1' 7-事変i tl l ! . ん/; ' 1. . L  

Ｎ 厚ｾ変化 Ｎｫ ＴＰＮＮ → ＱＲＰ

③ ム ロ テ ス ト

燃本性充分I!i H寺

回ふわふわの松怨で形

外 観 ( 色 争'1雌・品iれ)

品lれ起る .

拠常な L.
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た、 PVF フィノレムのj乎みと 11及1寺本の関係を図 2

に示す、高周波主主で，) ，及背率が: I l ! . くなる。

表面保護板の影響

表面ｻ呆謝反の ｉｭｬ｝ Ｆｾ と ＱＱ 附 ｅ 拘 ｬ 州系を図 Ｓ ( こ示

す、 1m日率の大きい方別扱汗率がよい。

F Wの 場合雨水の1;開陀受けい、から、 E X ( エ

キスパ ン ドメ タノν ) のように間 11率の大きな表而

保護材が使用で きる。

耐候性

和MI良性の言利回ilJ 法二と テ ス ト 結 果 ( 表 1)  

l吸音材における而;MI夫性の脱燃や3;刊岡市法を定め

た J I S がないため、 f也材料に定めた ]I S の7刑前方

法にて F Wの相田iをした。

・*i 平きテスト

'，'jI;i且の水に 8伽 mj IJの試料を浮かべ放誼する、沈下

111 t 水 の浸 透j享みを測 定した。

. 1恥 'J- テスト

長H寺間雨水がかかった場令を想定して、試が|のf，' il

辺をシ ーノレし 、 ＴＵ 皮 ｦｴ ｊｩけて ｾＺ ［ Ｚ［ｩｽ ｉｉ ｾ ノドを ＳＰＰｭｭＯ ｨ の 水

註 で190h散水し、広透状況を訴lベた。

・水蒸気恭露テス ト( ムロテスト)

H及音材 のi &気に対する i伊鮮をみるため、 60. Cの池

f i ' &A' f 1水蒸気の雰囲気tこilJ¥f.ヱ|を500h 暴露し、 厚さ 、

タ時見の 変化をみた。

- 促進恭詑試験( ウェザーメーター) (図 4 )  
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図 2 保護フィルムのj車さと吸音率

1. 00 

a田

a田

量 0.70

直

入 a回

。

0  

10'  2  3  5  

ウェザーメーターテスト ( 200h= 1年) 200α 時liii

車五品後の ｾ￭ｩ ｬＺＺｬＧＺ ト を水に ｩｾ 潰し ￬ ｗｉ 定した ｬ 倣斤 率の 上回 九

.  i東Hi 副l角平テスト

' J g; 冷地のl主外て) ，肘干材約束結 ・品! I ! 向平を繰り返した

場 令 刊1定 し 、 制4 を水rl' にiえし、 1 サイ クノレ 6

H寺山一10.C - 10.CのWJ支変化 を100サイクノレ与え

たがi来、 l以下テ凶二能、タは見になんらの変化もなかっ

司F 、.

~。

使用用途

- 届 外! 坊711俊 (髭臥江、道路、空; 州室外機) JlJ I坊13f

ノ叶、ノレのH及71-

- 島 内f1喋 J必の換気 ・吸 気it'f 背 総

• i.届iノドの起こりうるトンオ、ノレ内1I，&'iYi

. 地 問; の日iliM支持桝童市1'&T' f

- 尽|λl プーノレの. . RJ Iニ般背

( わきたに てい L ち/

日本似61'j r-J;l J党アメニティ ー( 術大阪支利目IJ 文相 i止
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はじめに

ヒツレや集合住宅の中に防音主主を設置空する場合、

空気伝搬音と共に、団体イ云搬音の存在を解説する

ことが出来なし、。ヤマハはこの固体伝搬音も考慮

したノ叶、ノレ工法による防音皇室を“ 快適音場空間「ア

ピテックスJ " としてi l }j品イヒしている。このアピテ

ックスは、 A V  Instrument  &  Tot al  Ent ert ain-

ment  Coor dinat ion  Syst 巴m とし、うコンセプト

からふーミングされたものであり、単なる防音の

室でなく、オーディオ楽総など音楽を快適に楽し

むために室内音場や機能性、インテリアなどがコ

ーディえ、イ卜された音の空間である 。 アピテック

スの用途としては、 A Vノレー ムや楽総練習室のほ

か、カラオケ室、録音室、笑』争終室など、家庭用か

ら業務用まで幅広く対応して L、る。

アビ‘テックスの特徴と概要

パネル工法

室計的成する床、壁、天井の各部材カわ叶、ノレとし

て工場生産され、 1 室分のノ叶、ノレカ苛見地に輸送さ

れて組み立てられるシステムである。図 1 に 1 室 分

のパ寸、ノレ帆成例を示す。夜来工法と上じ校すれば、品

質の安定性、施工日数の短縮、価格の明舵化、仕

稼 ・性能の事部而師忽が容易、設置後の移設と拡l師、

縮小 力可I能などの平IJ 点がある。

商品の種類と施工

アヒ。テックスには、設置する相手の室の大ききゃ関

口部に 1 m/ m ピッチて、合わせられる 「フリータイ

プ」、あらかじめ定まったサイズ、の中から選択して設

置する規才各型の「ユ ニットタイプよそして225m/ mを

基本モジ、ユーノレとしている 「モジ、ユーノレフリータイプ

がある。フリータイプは、機能と内袋仕織の迷L 、によ

り4 シリースーがあり、 4. 5-l

C

;少から30位程度の大ききま

- 防音 ・

パネル工法による防音室

富 士 田 隆 志

て可能である。ユニットタイプは、遮音グν ードによ

り3 シリーズ、サイズは1 . 虻t から7. 1笠の大きさのも

のがある。また、モジ、ユーノレフリ ー タイプは、業務庁!

として( 準) 不燃仕様の音1I材て六執成され、フリータイ

プと同様4. 5位から3ひ立の大きさに対応している。い

ずれも、設置対象の秒刑ユとしては、新築、改装共に可

能である他、身IR体加工することなく設置出来るので、

貸ヒツレや、賃貸マンションへも応じられる。現場施工

( 組立) に要する日数は、大きさにも依るが、 フリー

タイプで 1週間J f . 窃変、ユニットタイプで 1 - 2 日とな

っており、粗鋼問で完了する。また、発注より昔日材出

荷まで税込! ! ，品て、約 3 - 4 週間 の準備期flI J を必要と

する。

防音

アピテックスでは、室を村J成する床、壁、天井の外

装に遮音性を有するＮｾ音パオ、ノレを配するとともに、室

全体を防振支持した、いわゆる“ 浮きれ時進" を採用す

ることにより国体伝f般音を防止し トー タノレの遮音性

能の向上を121ってL、る。この浮き構造は、ピアノを音

源とする場合、その足から伝わる音を遮断するうえで、

特に有効に佃ii J < 。雄物躯体と、設置されたアビテック

スの壁、床ノ司、ノレとの関係を図 2 に示す。アピテック

スの室単体の遮音度としては、北京準仕様て D - 30等

級からD- 3 5等級となって L 、るが、これには、遮音パ

オ、ノレと共にI.m口音11 ( ドア、 サッシ) の仕織によるところ

が大きい。 図 3 にユニットタイプの遮背持性の l 例

を示す。

室内音場

快適な音場空間の実現には、使用目的に合った音

響処理が求められる。アピテックスは、内装イ土仁げと

l吸音のf盟諸IJを兼ねた音場ノ叶、ノレカ宮原準装備になっ

ており、 A V再生や楽器練習の音場が設定される。

この場合、パオ、ノレ方式のため、 11及音の程度や、 H及音

商の配置宝石「変えたりすることが容易である。図 4 に室

図 1 パネル事構成例( フリータイプ)

写真 1 ユニ ッ トタイプ ( 4 .5畳) の設置例

内l吸音待肢の 1例を示す。

また、アピテックスでは、 ｴ 立気音響ｾ技術により、音

坊の持性を変えることの出来る装置 ( SSP :  Spa 

ci ous Sound Processor) がオプションて. 用意され

てし、る 。 この ｓｓｐ システムは音域の能動制ｾｊｬｏＩＭ種

で、楽総演奏やA V再生に於いて手軽に各種ホー

ノレの音場が糸しめるものである。

その他の設備

防音室に不可欠な換気装置は防音効果に優れた

熱交換型ぞ綴準装備している。また、空間の多目的利

用の演出、雰囲気づくりに刻J果的な、照明コントロ ー

ラなども用意されてL 、る。

ιL上、ヒツν や集合住宅に遊山芯する|坊音室として、ア

ヒoテックスを紹介した。 ここでは、特に、楽器演奏、

ａｖｾ 写生などを＿目的として音 ｦｾ るを重平見した尚品を耳兄り

上げた。このf也、アビテックスで. は、外部騒音に対す

る防音などを主 目的に防音機能を優先し音場機能

を持たない商品も用意しているこtを付記する。

( ふじたた古川マハ胸楽器統徳本部 )  

防音 ｾ ｊｾ 業推進部開発室長

軍 基 音 パ ネ ル

空気層

60 

50  

防 音 サ ツ ン

時間砂理署)  

図 2 11 1 . 体と壁、床パネルの関係

平
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1/ 1芳 タ タ ー プφ<: 岡i d: :i U h)

0- ー一一O 吸音パネル告多〈使用した鴻合

マーー- " ¥1 : 吸音パネルそ少な〈使用した場合

図 3 ユニ ッ トタイプの遮音特性例

( ドアf土機、D- 30等級) 図 4 フリータイプ (12畳) の吸音特性例
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- 操音 ・

残響制御

小 川 有 子

残響時間・最適残響時間

ホーノレの音がよいか悪いか話題になるとき、まず間違いなく出て

くるのが「残物寺間J いづ言葉である。室の音響の性質を表す物

理量は他にもあるが、「残響時間J は他の物理量よりも言葉として一

般化しているようである。ホーノレな E の音がよいという ことは、使

用目的や個人の好みなどで異なるが、おおよそ、 ω車度な響きであ

ること②音量が豊かであること③言葉が明瞭に聞こえること④騒音

や、障害になる音がないことであると考えられる。人聞が感じる響

きの長さは、物理量としての残響時間に関係している。残響時間 t

は室内に放出された音が一定の大きさの定常状態に達したときの室

内の音のエオ、ノレギーに対して、音を止めてから 100万分の l の大き

さになるまでの時聞をいい、室内の拡散が満足される場合にはおお

よそつぎの式で表すことができる。

T = 0.161V/A  

ここで、 T は残響時間て噂住は秒、 V は室容積 (m')、A は吸音カ

(m' ) で、 A= S i i ニヱSi αaて表される。 S は室表而和 (m' ) 、左は

平均l吸音率て二 Si は室内の各部分( イ土I:J f " 材) ごとの面積、 αz はそ

の吸音率である。

残響式でわかるように残響1寺聞は室の容積に上tWi J し、表面積と平

均吸音率に反上回列する。室に適した響き( 最適残朝時間) も室の容

積によって異なる。

また、演目でも異なるほか、好みによっても異なる( 図 1) 。一般

に品直残響寺聞は、使用目的が同じなら樹立が大きいほうが長〈、

大きさが同じなら教会、コンサー卜ホール、オペラ劇場、講堂や歌

舞伎な E 日本の古典芸能劇場の順に短くなる。

2.5 

2.0 

;15 

時

O  

l∞ 5  1∞αm 

室 容 積 ( m>)  

図 1 使用目的に対する 最適残響時間 ( ) 内は提唱者
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残響時間の制御

残響可変装置を設備してひとつのホーノレで演目ごとに最適の残響

時聞を実現させることは、古くから建築設計者には考えられていた。

しかし、ーづ般的に注目されるようになったのは、この 15年ほどのこ

とである。残響可変装置には大きく分けて、建築的に壁や天井の仕

上げ材を l吸音性のものから反射性、あるいは反射性から l吸音性に変

える「建築的残響可変装置」と、電気的に反射音や残響音を支援し

音場を コントロ ーノレする「アクティブ制御」のふたつがある。いず

れも最丘では多くのホーノレに導入されるようになり、それにしたが

ってそれぞれ手重々の方式が考えられている。

建築的残響可変装置

残響可変装置が注目されはじめた 15年前には、ディジタノレ信号処

理技術が未熟であったため、音場のアクティブ制御は一般的でなく、

日本ではもっぱら建築的に残響時聞を変える方法がとられてきた。

これには図 2 のような種々の労法が考えられている。

残響時間は容積に比例lし、 l吸音力に反i 凶列するから、「建築的残響

可変装置」てやは容積かl吸音力を変えて残響時聞を変えることになる 。

このうち、樹立については、割 Ｑｾｦ の増減によって最適残朝時間も上

下することから、残鞍惑を変える効果は期待できない。そこで、「建

築的残響可変装置J としてはl吸音力を変える、すなわち、①内装材

を取り替えてその吸音力を変える信濃面積を変える信濃而積ぞ変え

る場合に増加分に l吸音率の高い材料を使用するの三つのか法が考え

られる。

ホーノレで行われる種々の催し物に対する最適残智1時間を考えると、

スライド形
ー」ニー: - = L

回 円 筒 形

-f⑦-
開

伝

問
線 香 形 一::::::f"I-

式 反 転 形 ベφ ー

¥_ J  

式

吊 リ 下 げ 式

思L
シャッター形

すカ ー テ ン 式

上少 也、吐ー

ブ ラ イ J ド式

」一ーー

図 2 i建築的残響可変装置」の方式例



奇妙制支などの円本の古典芸能に適した残響11寺聞はクラシック音楽の

6 - 7割である 。一般に多目的ホーノレの舞台には可動の反身サ反が設

けられるから、舞台内装を l吸音| 主にしておけば、反身; j i 阪を設置したク

ラシック音楽演奏の場合と 、設置しない古典芸能や講演会の場合てや

残智1時間を 1 - 2寄り閣支変えることができる 。 したがって、残響可

変装置に求められる残響可変幅は残り 1 - 2 割手到支になる 。 これを

実現するには、ホーノレの大きさにもよるが、ホーノレで使用できる仕

上げ材のl吸音率を考えると、ホーノレの全表面積の 1/ 15- 1/10干呈度、

200- 300げを可変装置として使用する必要がある 。客席床や舞台や

投光室など、可変装置として使えない部分を除いた壁 ・天井の大部

分ぞ可変装置として使用することになる 。 どの方式をとるにしても

建築意匠に大きなl; 維を与えることになり、建築設計者の有権的な

協力なしにこの装置を導入することは不可能で、ある 。しかし、「建築

的残響可変装置J は、どのような残響1時間を選ぶにしても、響きの

自然さを損なわず‘ に室内音; 場を制御できる利点がある 。

音場のアクティブ制御

近年、テ川ジタノレ信号処理技術の急速な進歩によって、国内外で

種々の方式の音場支援システムが開発されてきた。

音場のアクティブ制径J l は、基本的には室内のマイク ロホ ンて")1又音

した音に増幅、残響付加、遅延などの加工を行い、スピーカから室

内に再放射するものである 。 いずれも残響音あるいは反射音を付加

することになり、 iru.威させることはで‘ きない。装置として、おもに

収音 した音の加工に関して種々の方式が実用化されているが、機能

別にはq減響時聞を長くすることを目的にするもの笹子初期反射音の

付加を目的にするもの③残響音、初期反射音の両方を付加するもの

信号処理装置の種類

(.) 直縛フィードパ ，7

入 力 ←- - { 2 ! 亜日一→出力

入力← ｾー→ 出力

(b)  破事付加餐置と遅延餐置で両信号処理班ヲィード パ y ク

入力 ← 4 豆. t - t 1JtJ tl :i ｾー出 力

入力 ← ベ 豆 豆ι → 出力

〆

置

ホ

一

穫

ロ

カ

理

ク

-

処

イ

ピ

号

マ

ス

慣

、
，

p

・

M

g

s

 

注

入力 出力

図 3 「電気約音場支援システム」の原理

の三つがあり、 f d丘は③ の方式が主流になっている。加工の方式と

しては図 3 のように ( a) 直接フィ ードパックによってエオ、ノレギー

を付加する方式( b ) 残響河寸加装置と遅延装置での信号処理後フィ

ードパックしてエえ、ノレギーを付加する方式 ( c) 任意のインノ fノレス

レスポンスと収音信号をたたみ込んで、信号処理し、フィ ードパック

する方式がある 。品丘てやは ( c) の方式が主流になっている 。

電気的な「音場支援システムJ は音場制御の自由度が高いので、

どんなに残響時間の短い音場でも残響豊かな音場にできると誤解さ

れやすい。 しかし、「音場支援システム」は舞台上の音を 「生音j と

して聞かせることを目的にしており、使用時に反射音や残響音を付

加していることを気づかせではならな L、。 またフィ ー ドパック系伝

用いて残響時聞を延ばす場合、ハワリングの問題も考慮する必要が

ある 。 自fね惑を損なわないためにも、ハウリングを避けるためにも、

残響時間の伸長は原音場に対して 1. 5倍程度い、われている 。電気

的な音場支援に対 して は、現状てやは出演者に抵抗感がある場合も 多

い。 しかし、こ のシステムでは建築意匠に与える景婚は少ない。

動 丘は単一 目的の専用ホーノレも多〈計画され、建設されている 。

しかし、ひとつの目的だけにホーノレを使用するには、建設費の商だ

けでなく稼働率や観客動員の点からも難い、場合もあり、ひとつの

ホーノレで耳重々 の催 し物が行われるのが実際的てあろう 。残響制御は

そのための当面もっとも現実的な解決方法い、えよう 。

( おがわ ゅうこ / 附永凹音響設計)

図 4 [ " 建築的残響可変装置」と「電気的音場支援システム」の

両方を設備した秋田県アトリオン音楽ホール断面図
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図 5 秋田県アトリオン音楽ホール残響時間周波数特性
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- 操音 ・

アクティブコントロールによる騒音の低減

高 橋 稔

まえがき

和丘、音響工学の分野ては、低周波騒音儲成の新しい技術として、

アクティブ消音技術の実用化が注目されてし、る。木技術は、騒音( 1

次音) に対して、同振幅て逆位相の付力11音 (2 次音) を放射し、音

波の干渉により騒音を低減する技付すであり、アクティブノイズコン

トロ ーノレ ( ANC :  Acti ve N  oise Control) とか、騒音の能動制笹p

と呼ばれている。

本技術のアイデアは古〈、 1936年には P. Lueg
1

) によって、 図 1

に示す構成が提案された。 その後、アナログ回路による研究が重ね

られ、 56年には、 図 2 に示すように Conover町二よる変圧器放射音

の局所空間における制御実験が試みられた。特に、部丘では、ディ

ジタノレ信号処理技術、 DS P等の屯子デノ f イスの進歩を背景に、空調

タヲ卜、家電品、自動車、航空機等に対する本技術の実用化が活発

に検討されている 。本年 7 月には日米音型伴: 会の協賛により、 ロサ

ンゼノレスで、第 2 回国際シンポジワムが開催されるまで。に至ってい

る。

本稿では、アクティブ消音技術の開発状況と空調設備におりる実

用化例の概要を紹介し、本技術を理解する際の一助としたい。

技術開発の現状

本技術の開発は、 80年代に入ると屯子テ、ン f イスの進歩により活発

になり、特に英国てやは 1 4 MWガスタ ー ビンの排気騒音や船舶用デ

fig. f  

竺:

図 1 L ueg ( 1936) によるアクティブ消音の特許

ィーゼ、ノレエンジンの排気騒音に対するフィ ーノレドテストが実施され

た九 80年代後半には、さらに研究開発が加速され、圏内でも空調ダ

クト騒音、ディ ーゼ、ノレエ ンジン排気音、圧縦械の管路伝搬音に対す

る実用化研究が実施された 3) 九

最近の開発状況を組めたものを表 1 に示す。既に、⑪非気マフラ、

②サイレンサ、③閉空間こもり音儲成④ヘッドフォン内部消音に

ついては、製品販売済ある し、は製品発表の段階にある 。 ⑤、⑥、⑦

については、まだ、基礎研究の段階であり、実用化にはかなりの開

予限月聞を要する t 考えられる 。 また、①~④については、今後、適

用範囲の拡大、低コスト化が一層進展するものと思う。

空調ダクト騒音のアクティブ消音

ここでは、アクティブ消背技術の実用化例として、筆者らが開発

した空調ダクト用アクティブサイレンサ (以下、電子消音システム

とu乎ぶ) について概説する 3)。

適用対象

電子消音システムは、多孔質材料を内張りした従来のダクト用消

音器が、苦手な低周波領域における消音性能を向上させることをね

らいとしている。特にオクタ ーフツ f ンドで‘63Hz- 125Hz の消音量を

圧力損失、ダクト寸法を増大させる ことなく、向上させる こ とを目

的としており、 『従来の消音器を否定するのではなく、仕しろ従来の

消音器と積極的に組み合わせて、ダク ト消音器の性能向上を図る j

ために開発したものである 。

表 1 アクティブ消音技術の開発状況

自動車マフラ

冷蔵庫圧縮僚

音 場 |  適用対象 絞術概要

l 次元| 空調ダクト

プラン卜配管

ＡＧｸｈＧｾ 給排気

O 消音器の小形化

O圧倒の地加無し

自動車室内

プロペラ観桜内

建機キャプ内

イヤー7・om

(防1fヘ， ド7 a)

入ヵ O キャビティが小さく

信号

比較的高周滋領域ま

で低減可

傍

内

近

室

内

置

ス

室

装

イ

場

械

7

工

機

オ

元次

。
。

O 多チャンネル化によ

り消音領域の拡大が

期 待

建屋換気ロ

トン柿吸排気口

防音伽' ー開口部

0 事チャンネル化によ

り大口径関口部にも

適用期待

固定音源周

防音壁

自動車、鉄道周

防音壁

0 移動音源の情号検出

等が最大の伎術課題

図 2 Conover  ( 1956) による変圧器放射音の能動制御方法
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本システムのねらいを下記に、適用対象の例を図 3 に示す。

(1) ダ ク ト系消音器の設置スペースの低減

(2)  ダク ト系消音器の圧力損失低減による省エオ、ノレギ化

(3) ダクト系消音器の遮音対策の低減

システム構成

電子消音システムの外観を図 4 に示す。電子消音システムは 2木

のマ イクと l 佃のスピーカ、 l 台のコン トロー ラが空調ダクトに取

り付 けられ構成されている 。 コントロ ーラ内部には、 2 チャンオ、ノレ

仕様のマイクアンプ、パワ ーアンプそして電気信号の振幅 ・位相特

性を自由に設定出来るディジ、タノレフィノレタが内臓されている 。 また、

マイクアンプにはプログラマブノレ ・ゲイン ・アッテえ、ータが内臓さ

れており、レンジ切り替えは必要ない。本装置はスタンドア ロンな

システムであり、電源スイッチを入れるだけで、適応消音を行う 。

電子消音システムは、空調ダクト騒音 ( 樹戒騒音と流体騒音が合

成された音) のようなランダム音への適用を目的に関発 したもので

ある 。付加音の制御系はリアルタイム処理 (セ ンサマイクM 1から

エ ラーマイクM 2 に伝わる 音波の伝f制時間よりも制御系の処理時聞

が短い) を実現している 。

空調設備への適用例

図 5 に電子消音システムを適用 した某図書館における室内騒音の

測定結果を示す。室内騒音値は、空調ダク トからの透過音、空気伝

搬音て支配されており、電子消音 システムが穣動する ことにより、

室内騒音がNC- 27から NC- 21に低減して し占 。従来労法でも低減

可能であるが、低周波域に比べ中高周波域の低i戚効果が非常に過

多となり、みみざわりな音質になると予想される。アクティフ1肖音

技術の併用が 「音質J、「省エオJ の点で効果カ可専られた。

むすび

アクティブ消音技術の本格的な実用化カf検討されるようにな った

のは80年代の後半からのように思われる 。 まだ、 実用化段階が始ま

ったばかりで、今後、従来技術との複合労法を含めた様々観点てゆ

技術開発が進展すると考えられる 。

また、電子消音シ ステムは、その機能を 『騒音低i成j だけに使用

しているが、ハー ドウェア構成としては、さらに f消音効果を可変

する j 、rP A機器の代用』等にも応用可能な構成てあり、快適環境創

出に 向けた新たな機能の開発は今後の課題 t なろう 。

材高はアクティブ消音技術の一端を紹介 したにすぎないが、本技

術を理解する際の- J]JJ になれば幸いである 。

( たかはし みのる / r- l 立プラン卜建設( 術松戸研究所)
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- 創音 ・

音のデザイン

堀 部 潔

「倉IJ 音J .... ーとは言っても、それは単に空間にどんな音( ソフト)

守流せば良いかい、った論議ではなし、。u ' しろ空間に胎ける音の在

り方、あるいは音に対するネ見点の持ち方ぞ問う、ソフト ・ハードを

含めた極めて総論的なことである。

まず、前提として認識しておくべきことが 2 つ。音が持つ強制力

と相対| 企い、う点てある。つまり、音は人にとって完全に遮断する

ことカf難しく、耳鳴選択がままならないメディアであり、それだけ

人や環境への目測功と責任| 白吹きいということ 。 そして一方で、

音の持つ意味受け取 り方、あるいは音が大きいか小さいかい、 っ

た判断さえ、常に取り巻〈状況や他の要素との相対的な関係の上に

成り立っており、それ故、許可而やその基準制度昧になる傾向がある

ということである 。音の在り方を問うときの難しさは、まさにこの

ような 2点に集約されるい、ってもよい。

高度成長の過程を通して、私たちは、その音に対して無頓着すぎ

た。O A機器、メカノイズ、交通騒音、各種サイン音や B G M、実に

J様々な音が身の周りに溢れてし、る 。私たちは、無秩序で膨大な音に

さらされながら生活することを強L、られてきたのである。

そう L、った状況の中で、環境保全あるいは販促計画の一環等、動

機 lま織々ではあるが、近年ようやく音について見直そうい、う気運

が高まりつつある 。かなりの事例も顕在化しつつある 。ただしとり

あえず、せせらぎの音を流しておけば・・…. 1 : いった例も多〈、 言葉

の意味や手法について混乱をきたしているのも事実である 。 それを

今一度、 ここで整理してみたい。

環境音楽

様々な解釈があるだろうが、空間や環境を想定して、あるいはあ

る空間や環境て手性することを前提として作られ、かつ音楽を聴く

という柏d伍的な聴取の姿勢を求めないような楽曲がある 。代表的な

ものに、エリック ・サティの「家具の音楽J や、ブライアン ・イー

ノの「ミュージ、ツク ・フォ ー・ エアポート J 等があ り、日本でもブ

ライアン・イーノのものが発表された頃から蹴境音楽なる 言葉が使

われ始めた。現在、日常的に B G Mと呼ばれるものとは、その楽曲

自体の意図として空間 ・環 境 へ の 意 識 聴 取 姿 勢 い づ 2点につい

て顕著な差がある。

現在では環境音楽というと、広範な 1つの音楽のジ‘ ヤンノレである

かのように捉えられがちであるが、少なくとも具体的な自然の音で

構成された環境イメージ音楽、あるいは積極的な聴取姿勢を求めな

いものの、ストレス解消のためのクラッシックといった通常の楽l並l

を環境的音楽として捉えることで、それを聞く人の心理を変容させ

ようとするものとは、それぞれ区別して捉えておく必要があろう 。
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サウンドスケープ

今や、 ミニコンポステレオにさえサウンドスケープスイ ッチカf付

いてしまうほど‘流行し、 一 般化しつつある 言 葉である 。 ｕ Ｎ［ｴｾ、え建

築計画の中でも環境音楽J . . : . l l に混乱しているように思える。

一般的にはサウンドスケープ= 自然の音い、う図式が成り立って

いる尉剥がある。 言葉の意味が本来を離れて変容していくことだけ

であれば、どうこうと f儒義する必要もないが、安易に自然音を空間

に取り込もうとすることを、どんな空聞かということに関わらずサ

ウンドスケープだから良いのだという言命法( ?  ) で展開するサウン

ドスケーフ。計画には、少なからず問題を感じてしまう。

サウンドスケープとは、作曲家マリー ・シェーファーが提唱した

ランドスケープに対する造語であり、「音風景H 訳されている 。 こ

の言葉が意味することは、単に環坑に自然の音を取り入れようい、

うことではない。述べられているポイントの 1つは、身の回りの様々

な音を聴く繊細な耳を持つい、うこと、そしてもう l つは、その耳

をもって Communi t y ( 生活共同体) にある音を調査 ・分類 ・評価

する、ぃ、うことになる 。つまり社会学的 ・文化論的視点から環境

の音を考察しようということなのである 。 日本では、古くより「し

しお E しJ ゃ「水琴窟」、「鴬張り J にみられるように、環境と 音の関

係に対して非常に車蹴聞な村桂ぞ持ち合わせていたい、う文化的背景

もあり、音を見直そういづ気速の中で上回交的受け入れられやすく、

近王|三盛んに使われるようになった。

特に各自治体においては、環境アセスメント、 とりわけ各種騒音

問題と、それに伴う 音環境の改善( 市民をも巻き込んだ) い、う点

において、象徴的なキーワードとして捉えられるケースが多いよう

である 。具体的な展開としては、市民参加の形での、問Tのサウンド

マップ作成というような活動の1:1' から、まちの音への関心を促し、

騒音問題の解決い、う枠から一歩進んだ、音を切口とした環:tJZ保全

へとつなげ、成果をあげつつある 。

音のデザイン

これら 2 つの言葉( 環境音楽 ・特にサウンドスケープ) は、その

捉え方や具体的な展開について、多少の混乱をきたしていると はい

え、空間での音の在り方について 1つの指針を提示している 。 それ

は環境・空間 t の関わりの中で音を認識し、捉えることを出発点と

するい、うことである 。 そして、本稿で述べる音のデザ、インとは、

それをふまえた上で、空間創造の過程で、音もその構成要素として

捉え、音がその空間にとってどのように存在すべきかという在且点か

らソフトとハードを構築して L、〈行為を言 う。対象となる音は、具

体的な音楽や B G Mだけではない。インフォメ ーション放送や、そ

こにあるであろう音全てにわたる 。



音デザインのプロセス

与件としては、対象となる空間について、そこに存在する、ある

いは存在するであろう 音( 音響システムから発せられたかどうかに

関わらず) を把握しなくてはならない。 そして、それぞれについて

どんな音が、どこに、どんな風にあるのかとし、った、整理 ・分類か

ら音のデザ、インは始まる 。

その上で、 音が空間のもつ意味や目的との深い整合性を保つため

に、音の整理によって把握されたそれぞれの音を、 さらに E んな役

割を担うのヵ、を考慮していく必要がある 。 そうやってはじめて、空

間に付加する音( デザ、イン音) がどういうものがふさわしいのか見

えてくる 。

実際には、どの音も単独の儲| 問? で成り 立っているわけではな

いが、犬切なこ t は、空間の目的や意味との関係の中で、よりよい

音環境を構築するために、それぞ、れの役割を担った音が、どのよう

にそのf鵠1 ] を果たしていくかを考慮し、 実現することである。 そし

て、その際のテーマ ・指針が音のデザ、インのコンセプ卜として位置

付けられるのである( 表 1 )。

事例

音の情報性の整理一テナントオフィスワーカ一向けリフレ ッシュノレ

ーム 梅田スカイピノレ「クラブパッカーノ J

ワークとワ ークの間にあり、前後のワークを活かす知的労働力回

表 1 音の役割

書祖イ ン7 " メー ション蝕送

情 報 性
情組伝遣のための音

時鰻などのサイン膏 曹

シンボル音{ 晋の僚慣)

演 出 性

空間の意味やテーマを

サウンドディスプレイ {商品な どの展示効果を高める音の滴出}

感じとる音

エンパィロメンタ J レサウ ンド( いわゆる環境音)

ざわめき. メカノイズ窃の帽騒音

環 境 性

同空間の『音環境』の

掴封的な静けさを生み出すI ; t み ( マスキング. ;拘置按術窃}

ベースを司る音

騒音建聾的な特性 (強曹時間!If)

受付電話
表 2 音の精成

ワークを強〈連坦さぜる. 通常の電話得出奮. この空間ではこれそ

鴫らさない. 呼出の告聞は 量らか〈縫いデザイン奮を玉井から

都度再生することで. デザイン音としての揖割を集たしながら.

ラウンジ、・下と続〈デザインされた音型聞の忽かであたかも

その-811であるかのように静かに瞥< .

図 1 クラフ'パッカーノ ゾーニング

シチュエーション

速度換算

時間比率 (走行時)

騒音 レベル

構成

テーマ

菅色

ヲ匹器の例

印象

対騒音相対音量レベル

サイン性

復のための場。音の基本的なf却yl ] はワーク空間との距開館惑の創造。

スペース針本に、円常の音楽的情靴性が希薄な、非常にゆっくりと

した音を配置し、ワーク空間とは輿なった時間の流れを演出する 一

方で、非常に強〈ワーク空間を意識する電話呼出音を l鳴らさず、そ

れを全〈違うテ、、ザイン音に置き換えて、あたかもスペース全体の音

に対するアクセント 音の ように響〈 。 それはつまりワーク空間にお

ける聴党情報をこの空間では極力排除するということであり、これ

も空間の目的にあわせた音環境の整備のーイ列である( 図 1)。

演出的な音の使い方一関西空港アクセス特急、南海電車ラピート車内

全率指定のこの列車の客席は、お客様の個人スペースに他ならず、

故に余計な音は一切加えない。音はデッキ部分の演出を受 け持つ。

停車|侍は WE L C OME GA T E として、走行中は喫煙のためのレ

ストスペースとして、状況に応じて空間の意味が変わるこのエリア

では、走行状態によって音や、その音量を変化させ、環境変化に追

従する演出を施している( 表 2 )。

環境的な音の使い方ー ししおどし

ししお E しは、 音のデザ、イン という点て、極めて優れた実例であ

る。最初に述べたように、音の号干価は相対的なものである。静けさ

もしかりであり、 音がないということし静かであると感じること

は別のものである 。

ししおどしは、非常に明快な「カツン」という 音を 出すことで¥

その間にある静寂J惑を引き立たせている 。

• 
本稿では、倉IJ 音というテーマのもとに、ソフト面を切口に、今、

i毘沌として、 t もすれば安易な方向へ t 向かおう t している状況の

整理を試みたが、話が概念的過ぎた部分はご容赦項きたい。

ただ、どんな音計五すかい、う手法・手段以前にすべきこと、考

えるべきことがあるということが、少しでもご理解頂ければ幸 いで

ある 。 ( 1よりベ きよし/ 側ジーペック)

停車時 2 停車時 1 ( イレギュラー ) 加 速 減 速 時 通常走行時

5  k m/ h 未満 5  k m/h 未満 5  - 8 0  k m /  h未満 80- 110 k m /  h  

20. 1% 79.9%  

55- 60dB 55- 60dB 60- 70dB 70- 80dB 

特忽サザンによる 築 制値に基 づくＮ 但し、列車すれ違い‘鉄様、駅通過などの突発事項 ｉｾ 除＼ Ｎ

。コ7 になるテ ーマ膏

①コ 7 になる テーマ膏

(約 16秒)

(約 16抄)

S E  3  ＨＪ， ｾＸ 抄 Ｉ S E  4  (約 10砂) ②SE  5  (約4秒)

②S E  1  (約4抄)

約5抄の rnlJJ をとりなが 約5秒の「聞j をとりなが ③SE  6  (約3抄)

③S E  2  (約3抄)

ら、続り返し流れる. ら、交正に流れる。 舘x i ) が約 8 秒の rnoJ

q沼ゆが約 3砂町「間j を

をとりながら、交互に流れ

とりながら、交正に流れる。

る.

出会い 会館 くつろぎ

ベル系 ベル系+ カリンパ系 マリンパ系

高昔。際立つ晋
苛 や わ ら か い 苛

大
中

中 中 大
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学 生 の 頁 関西建築学生企画 ( da)

内 藤 虞 と の 対 談 を 終 え て - 3 つの結 果 報 告 一

去る 11月26日、大| 仮は天王寺区にある一心寺イ笥甜官

日fl 殿において、関西建築学生企画臼品] の発足を宣

言するため、その第一回企画が行われた。今回はそう

いった旗揚げい、う目的の下、本設114年10月号に掲可決

されてあるように、広〈学生主jfijrて- あるこの組織の、

学生と しての1乱調訴をするため、指令/ 弛築家・内

藤肢を Ｇｾ ｊ 抜きにせよ」と銘打った内藤氏と 学生 との討

( 闘) 論会が企画されたのであった。 そう、礁かにあ

ちらこちらに出回ったピラの字商を追っていけば当

然、| 制論会となるはずなのであった。しかしこの企画

を終えた今となっては、それらすべてが誇大広告であ

ったかのような議論の場となってしまったとしか言

いようがなく、我々企画スタッフに多くの反省点を残

すものとなった。

この日、午後 61時の開演にむりて約200名もの ([da]

の規約によるところの) 同志が集い、この長瓜訟の発足

を宣言するのには十分な、そして何カ場庁しいことカ茂E

こりそうな期待が会場全体を心地よく満たしていた。

t ころが…

日m寅以降のあらましは以下のとおりである。

まず司会者がこの正郎設の主旨を説明し発足を宣言

した後、戸;t談する学生 5 名と内藤氏による自己紹介を

兼ねたスライドによるプレゼンテーションが行われ

た。多分、学生の{ 剛企というかスタンスが見えていた

のはこのl時点までであったろう。続いて、昔話題のとっ

かかりとして、 実 り少ない今どきの講演会やシンポジ

ウムの問題点にれからのあり方? ) についての議論

に入る。 それが何時しか建築ジャーナリズム全般に ま

で広がってしまい、ここで内藤氏がこの収拾のつかな

い話を「総築ジャーナリズムに触れることによる話題

先日行なわれた対談会でのキー ワー ドの一つは、

「作壕性」い、う 言葉であった。 この言葉でもっ て言

わん t されていたこと は、「作家性』のレベルて勺必祭主?

捉えている限り 、我々学生はこのまま先へは一歩 も進

めないfごろうということである。

例えば今回の大> t 談者の内藤康氏は、雑誌や講演でた

びたび「エロスとタナトス」について誇っているが、

我々学生はひとたびその「エ ロス t タナトス」力活1築

家・内藤肢の抱える重要な問題だと知るしすぐさま

「エロス」とは何か? rタナトス」とは何か? と騒ぎ

だす 。 いわゆる「建築」に葬Ａｾ心な学生な ｅ は心迎学の

刻 時 を 必 死 に 読 みi削、数カ月のうちに自信を持っ

て「エロスとタナトス」について諮りだし、これは「建

築」を支える非 Ｇｉｾ おに重要な問題だと言ってみたりす

る。確かにそれは重要な問題なのかも知れない。 しか

しt.:' からといってこの「エロスとタナ卜ス」について

必究に学潤した学生が、建築の新たな局面の可制金を

持っかと 言 えばやはりそうではないだろう 。

今回の対談会でI l 司うべきなのは、建築家・内藤肢の

語る「エロスとタナトス」 とは何か? その可自旨|主は?

ではなく、自身の設計した建物の紹介写Jt に加えて

「エロスとタナトス」について語る、そんな「建築家」
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の 静l吋ι』い、う 一言で樹首し、今度11一転、今流行

のプログラム論になだれ込んで、いった。しかしこの論

点に関してもめいめいがそれぞれにぶつかるこ t の

ない意見を語った挙げ句の果てに内藤氏のプログラ

ム観に解答を委ね、その上 「君たちは大学、広くは日

本というプログラムのなかにいるんだよ、わかって

る わ t 諭されてしまい、学生らは脂ののりきった建

築家の発する言葉にが行尋せぎるをえず、あっさりとヲ |

き下がってしまった。こうなると最早どうしようもな

いのか、いまどきの鱗i策会やシンポジワムのまさしく

問題点である不毛の作家論に突入してしまった。しか

も学往自らの手によって。作家論にだけは触れまいと

いうたったそれだけのシナリオがあったはずなのに。

建築を聞く話をするつもりのセンターサークルが、完

壁なまでの輪となって閉じてしまったのである。もは

や内藤氏を我々学生の領域に号 l きずり込む手立ては

消え失せ、主割程を握った内藤氏はその場が氏の領域

であることを知ってか知らずかばっち iょっさと学生

の怠見を切り裂いていった。

五掛立選ばれた学生逮が、順々に作家い、うもの

のとらえ方を口にし、最後、内藤氏自身が悠然とした

語り口でこの会をしめくくったl昨、 l隙士であるべきは

ずの彼らはこの日のたった一つの目的である闘諭す

るい、うことのQ掛tを忘れた、ただの傾倒者と成り果

てていた。闘論会場玖迷える建築学生の設計相談室

となってしまったのである。骨抜きにするつもりが、

骨抜きにされてしまい、プロ並の上品さを装おう t し

たために、学生 t して何トつ断言できずじまいであった。

以上が、当日の大まかな一部始終なのであるが、私

は企画スタッフの一員でありながら、これは E客観的

にあの日の出来事を告: き記している自分が不思議で、

とは寸材日何なる存在なのか、さらに言えばそのよう

な「建築家」の存在し彼抗思考する「建築」い、う

概念を共に可能 t するような、我々を大きく取り巻〈

「建築」的環境とでも言うべき領野が如何にして成立

し、機能しているのかをこそ問うべきなのだ。

そのためには様々な領主主( 歴史・政治・思想・経済な

ど) にまたがる広域な罰続義が必要である。 もちろん今

の我々にそのような能力があるわけがないが、例えば

「建築( 家) J  1:. rジ. ヤーナリズ、ム」の|刻係 lこついて考

えてみるのは重要なことであるように思われる。近代

の「処築( 家) J の成立とその品回寺に、ジ、ャーナリズム

がi奈< I鶏係してきたことは明らかであろうし、現在の

ジ‘ ャーナリズムがある意味ではそのような「建築

(家)J の存在の上に成り立っているようにも思えるか

らだ。また多くの学生カ羽諜に| 刻わる術報や体験をジ

ャーナリズムに大きく依存しているι U二、それはこの

ような機構の無自党な再生産となっているのではな

いだろうか。例えば今回の対談会を聞いた学生の感想、

として、「ジ、ヤ ーナリズムのような付悩灼なことでは

なく、もっと 『建 築』の『本質』について話して欲し

かった」 い づ J1J Gが多かったことからもそれは明ら

かである。

ならない。 まるで部外者であるかのようだ。今改めて

振り返るし正しくその逃平旬惑に こそ問題点、今回の

企画の不備な点があったのではないかと考える。これ

は同時に車E織全体に言 えることでもある。私を含め企

画に携わ っ たスタッフは皆、目新ｾに徹していた 。封 支

を形成し得るものには何一つ関与ーしていなかったの

だ。あくまで企画する{ J l i Jであるいづ規約に縛られて

いたのかもしれないし、それに寄り掛かっていたのか

もしれない。 その街市会で、 |矧論になるんfごという理想

は恕い術きつつも、企匝 ｐｾ ｩＭとはあらぬ方向に突き進ん

でいった封支の一部始終を、たたγと然と見守るしかな

かった。私はここで、企画屋カ鴻倣糾こ企直属であるこ

とに図執することの限界をまざまざと見せ付けられ

たような気がした。

ヨヨｾｾ広 〈募集するのは結株しかし、少なくとも

企画{ J ! IJ は目的をはっきり t 認識しているのであるか

ら、封ｾに参入するペきではなかろうか。そうすれば

企画いづ行為は、準備するだりの無責任なものでは

なく、それ自体で有意義な5街命の場 t なるのである。

そのたがが本苦手で外れたときにこそ、目的の兵佃が発

揮され縛る。今回はそこが欠如していた。必要なもの

は、: 学生をl : ( 点にするフィクションをて. っちあげるシ

ナリオを作成する我々スタッフの図々しさである。 E

うせ干{ り余る情報に正之されている我々のするこ I:.t.: '，

フィクションかどうか分かっているのかさ λ 怪し L 、。

11刈と上がったシナリオはひょ っ t して品のないものに

なるかもしれな t 、。 fごが、それでもよいではないか、

そこにスタッフ全只の本音が込められているのなら。

ド品な上品を振る舞うよりましである。

我々は、第二回企画で何かを仕掛けなければならな

L 、。
( 企画スタッフ秋吉慎司)

ともかくそのような「建築」環境の機械に対して自

却 l守であること、そしてその外部て建築を志向しよう

とする怠志なしには、我々学生の可制全はないのでは

ないた.ろうか。

以上が当日我々力雫i 1 i 論しようとしたことの主 旨な

のだ力士 後日ある人から「君も結局建築家になりたい

んじゃないのか」と指摘さ札これには正直頭を抱え

てしまった。言われて初めて気がついたのだが、確か

に私は rr強築家』という存在に対して疑念を抱< J と

いう姿勢を売りにするような、やはり「辿築家」にな

りたがっていたのだ。 それによく考えてみれば、内藤

氏自身も 学生の頃に新辿築の月評において「総築家の

死 ｊＧ こついて祷っていた 。 過去にな主築家のｾを 宣

告した建築家と、「建築のｾを予言する建築学生の対

談。こんなこと だからいつまでも「挫築家」カ句写生産

され絞りるのだろう。これでは全〈喜劇にもならな

い。本当に。

(対談 会 進 行 役 高 岡 伸一)



近くにそびえたつ通天閣の鮮やかなオ、オンサイン

とは対照的に、その会場は、白葬! 試丁のl疲かな光に浮か

び上がった中心部以外は、そこを取り阻むようにし

て、 ｬ 暗がりにうごめく人、入、人の背中のｊｦＮｾい陰が支

配していた。「講演会fごと思ったのに・」、 い、うのも

スポットライトに照らされた会場の中心部には、座布

団カIIli 座に配され、その人数分のマイクが用意されて

いる Tごりだったからである。私は適当な場所を見つけ

て陰のー告11になった。波された資料に目を落 t す t 、

「対談会」という文字が自に入った。 何が始まるのだ

ろうい、う思いと、何か而白そうだい、う予感カ号私の

頭のなかで交錯していた。そして、封ｾたちが入場し

てきた。 6人の学生たちと、建築家・内藤演である。弓児

進、多くの場所あるいは紙上で、建築家による講演会、

対談会あるいはシンポジウムといったものが額繁に

行われていますが、脳丘多くの人達が、それらに対し

て';If; に何らかの不満や物足りなさといったものを抱

いているように思えます・今回の対技会はそのよう

な状況から抜け出すことを目指しています力士そのた

めにはまず、なぜこれまでの講演会や対談といったも

のカ可萌1:: 1くないのか、 というところから初めてみたい

と思います。そしてこの問題は様々な: t t l床て行き詰ま

った今の建築の状況につながって いるはずです・」口

火を切った進行f交の学生によるステートメントはこ

のようなものであった。そこには建築に対する疑いが

濃厚に流れているように私には! i l . 1 J ; じられたし、そし

て、それは今の私の建築に対す創設ti ' J に通ずるもので

あった。講演会についていえば、建築を勉強し始めた

ころは、自分の知識を増やすため、また車l脱Iを受ける

ために通っていたのだが、ある租臥主築の世界でどう

いうことが話されているのか、どんな人がいるのかが

わかってくるしたとえば述築とほとん E 関係のない

話を延々としていたある座談会では、 『何か主主築の話

もっとシンプノレな却臓が基になっているんじゃない 快きは失わ札現在の建築に意義申し立てしていたは

か』 とかーー。 ずの人間が、建築の世界で使われる J argon をつかっ

これらは、競演者の態度がE うこうというのではな てはなし始めるという奇妙な現象カ茂塁こったのだ。

くて、手M悶人の性格、まわりの雰囲気長I ! 築のおかれ これは学生fJII Jが、企図階、あるいはインタビューア

た状況ヵ努ムにそう忠わせているわけで、何か、自分が ーに徹しきれなかったからであろう。 このような対談

クリエイ卜するときの参考物を得たいいづ感情が、 会の土FY合、そのシナリオを皆が共有し、明快なコンセ

もっと索の、元の、シンプノレな建築家の心のffij) き、ク プトの下、対談者から発言を引き出す姿勢に徹しなけ

リエイ卜するときの体温の様なものを待たいという ればならないだろう。そう、彼等仁は話す技術が足り

思いが、そうさせているのだろう 。 なかったのだ。また内藤氏も建築の既存のプログラム

Tごから、先のステートメントと、車座にすわって、 ( 制度) に意義申し立てをしている前主に、「でもきみ

j阪の底から話をしてくれそうな雰囲気に私は、何か探 たちだって、たとえば日本語t か、便器て、顔針先わな

していたものが見つかるのではないか、新しい世界が いとかのプログラムの上に釆っているのではないか」

見られるのではないかと感じたのである。よって、主I ! i : . ，まるでテV ベートでもしているような発言があっ

築に対して何も疑いを抱いていない人、クリエイトす たのは残念だ。

るに当たって、自己嫌悪を感じない人はまだ違った感 そんな内藤氏ではあったが、最後の「私は学生のこ

じ方をしただろう 。 ろ、とある粥憶に、聯崎氏の建築を批判して、 『これが

話はまず、建築ジャ ーナリズムへとむかつていっ 建築なら、私は姥築をやめる』 というようなことを性

た。我 (々 学生) は建築ジ. ヤーナリズムによって腕ら いたことがある、そして今私が建築家をしているの

されているのではないか、それにより、何か述築に対 は、それをいった京任があるからだ」との発言に、脱

して糊特しているのではないか、と 言 うわけだ。そ 存のプログラムを切り裂いたことのある人I}日の本音

こには、奇抜な形態や、詩的な文弘つまり作家性( 私 のようなものがIl f I けたような気がする。

なりの言いブJ をすれば rかっこつけJ ) に対する疑い ここまで苛ばれた人は、この対談会が失敗であった

と、姐諜はもっ u山床なものであるべきではないかと と思われるだろうか? i : . んでもないと手ムはいいたい。

いう気分があった。そんな学生たちに対して、内藤氏 確かに技術的な商において不j筒が残る。しかし、ここ

を、追及を受ける側、対応を迫られるfJ! IJ i : . 兄ていたも には自分の! 割IYに対する素直色、努伏に対して疑問を

のには、内藤氏の次の一言は意外なものであったかも 抱き、何とかその解を見つりたい t する建築に対する

しれない。「処築ジ. ャ ーナリズムが E うこうという風 熱意、その疑11月を表出で、きる自由さがあり、そしてそ

に話を静j叱しないで. 、も っと大きな桝w. みで考えた れらの思いを結実させる行動力の具体化がこの対談

ほうがいいのではないか」。そして、このとき私は繰 会であったからだ。私は、そんな人々がいて、前に進

りllll した拳が空を切る音を附J ｾ、たような気がした。 もうという行動が具体化しただけで既に重要な何か

この後、既存のプロクヲム( 制度) を切り裂くい、 が成立したと見ている。

こしそして、既存のプロクずラムを切り裂くにあたっ よって、これから彼らが技術的な商で成長したと

て出てくる作家性( 私の理解では、いきすぎた側性、 き、大きなインパク 卜を周囲に与えるだろう。

をしたくない理由でもあるのかりと思ったり、作品 奇抜き) とのバランスへと話は進む力士先の内藤氏の

発表会と化した講i寅会では、 rそこに至るまでの( 建築 発言以除悩みを抱えた学生とカウンセラーの様な|刻

家の) 心の動きを知りたいのになあ』。 しかしながら、 イ系に問者はなっていったのである。つまり、 『建築に関

作品に関する「シソウ」や「テツカヲ」や「なになに して私はこんな疑問や迷いがあるのですが、どうすれ

論」をたっぷり t 堪能させてくれた講演会では、 『実は ばいいでしょう 』。 そして、その過程て、当初の話の明 ( 大阪大事案境工学科材す太郎)
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格子状地盤改良工法を用いた液状化対策

木 林 長 仁 きばやしまさひと

鮒竹中工務后設計部情造諜

新配置法による地盤改良の効果

上記の配置による地鍛改良体の而、l設安全性を、

図 3 に示す F E Mモデルを月1ｾ、て解析的に検 討

した。

ロ I 長
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降Ｋ梓ｾ

2 本で l セット

格子状改良体

一研清
原地盤

引き扱き先端処理貫入神戸市の歴史的なウォータフロントである、 ':1'

突堤の再開発Z作業が企画され、フェリーターミナ

ノレとホテルからなる「神戸メリケンパー クオリエ

ンタノレホテノレ」力相1函された。建 物l阜、訓U 1 4附 ・

1脊屋 2 階、延面 積53 ，408m'、高さ 59 .8m 規模て¥

写真 1 のような特典な形状を有している 。

埋土層

GL-IO.3m 

沖積層

GL-15.8m 

第 l

洪積層

F E M解析モデル図

レベル l 地 渓H寺の T A F T 1952 E W入力に対

する最大応答結栄をmい、「処築基健柿造設計指

針J の方法により求めた液状化安全率を図 4 に示

す。

原地盤では対象土庁干のほぼ全域にわたって安全

率 が1. 0を下回っているが、改良後の安全率は大

幅に増加し、重点対策以外の部分の一昔11土 用 て

0. 9になる程度である 。 このような領域において、

地盤水平反ブJ を期待できない場合て、も、杭の応ゴJ

1; 1 : . 許容値ぞ下回ることを訂正吉忽してし必。

したがって、l l i : み1 - 1 " け配置法を採川した格子状

地盤改良によ っても、却i t r !柿巡の市: 践安全性はー|・

分に佐保されているものとの判断に至っている。

港湾士制民に長I ! つ日1! ' 1 主I ! 築物の基礎に、地随時液

状化声明Eとして裕子状地悠改良工法を適用し、杭

の而但ミ性能による重み付けそ考成した地盤改良体

の配位法をH協をすることにより、而抱主安全性を機

保しつつ合理化を実現することができた。

改良後 F 通

レベル 1 地震時の液状化安全率

2 2F;  
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図 1 裕子状地盤改良の概要

液状化府J写H に対する比を L /H 孟 0. 8に設定し、

L = 8 mとした。

本建物における液状似慌工法ぞ選定するにあ

たり、既存の謎岸仇造物に悲伊邸主「及ぼさない施

工性、改良i奈さ約1 5 mの施工性、経済的な合理l' 性

等の観点から各工法ぞ検討した結巣、絡子状I也量生

改良工法が総合的に最も適していた。

しかしながら、木工法ぞ同府処築にＺ￬ￆｩ ｭ した ｚ ｊ ｾ

例は今同が初めてであり、また経済的合理性を改

善するために、杭の而;1設 性fiEによる重み付けを考

慮した地盤改良体の配置法を新たに IJ 日発した。

上部千九造f本の計画において、主要桃造体は! 則IJ

的にグリヅド上に配世し、正月l凶部の長辺手11 に3材¥'If:.

を ｬｬｩＮ Ｇ ｾＺ 配自立している 。

このため、当該部の杭設計応)J が大きくなって

杭径も大きくなる 。杭の水平間l性は杭筏に応、じて

増大することから、地随時水平力分担率も Z'Z くな

る。実際に、重点配置立制柿11分の杭本数は全体の

4 1 %であるが、水平ブJ 分担率は 7 0 %に迷している 。

したがって、水平力分組Z主主の百五L、苦11分の杭水平

祇抗能力を桝大させることが、冊目! 主宮< ' : ' E ' 性を許制男ー

する上て合理的で. あるとやJI ;t}rし、当該ー苦11をl l i :点(1勺

に対気ぐするように配置した。

- Jj 、それ以外の昔11分におし、ては、絡子 IllW雨を

大きくして液状 化安 全 ｲｴｾ を者干減じても、杭の水

司 ｚ 抵抗強度を確保するとともに、未改良Ｎｬ ＱＡＡＮ盟主主 ｾｉ 羽

古 ｕＧｗ ｊ に囲んで液状イヒ上 ｉｲ 干 の ￬ｭｴｬｾ ， を防止するよう円己

置 し た ( 図 2 )。
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都市における水辺の笠nll は、身近な自然として

潤いを与える 一 方、厳しさが潜んでいることも ｚ ｊｾ

ｾである。特に、近年の 地 渓災害の Ｂ Ｑ Ｂ で、港湾施

設の液状化被害カ湾民告されて L 、ることか ら、港湾

土阜顕に! i l l . つ木建物では、液状化対策を設計の主要

項目に掲げて格子tJ は也盤改良工法を適用した。

以下には、地良11寺液状化声; ，策としての格子状 地

盤改良工法の概要と、高l荷主I ! g誌への通則のための

o日発項白、およびその効果について示す。

特?子制也型主改良工法は、 ーオ般的な密度増コにじ法

や 1111 ｬｓｊＮ￮水圧 ｩｬｾｬ 紋工法等と巽なって、地盤のせん断

変形抑止を狙いとして、 図 1 のようにHiffi J闘の緩

い似沼地盤を裕子状にI幽主改良する工法であり、

1985年に! & 設行土 木研究所および 当社を合む 5

社で共同開発された。

回イl剥による地盤改良のメカニズムは、 i架1M混

合処理工法を月1ｾ、て 、現位置の ｦＦ 質 地盟主主 ＿セメン

ト系問イけ，，;l"t.撹件 ・混合する ことにより、 土粒子

同士を結合し、粒子構造を安定させてせん| 析剛

性 ・強度ーを噌加させるものである 。

また、栴子・tk地鍬改良のメカニズムは、壁状に

配位された上記の ｬ ｬＡＡＮ 盟主改具体の剛強なせん ｬ 新聞け ｉｾ Ｚ

を活用して、升改( ! : 理立也盟主のI也随時せん断変形( 上

粒子桃造のずれ) を抑出りすることにより、 ニ仁粒子

構造力雪崩れ落ちることに伴う過剰間隙水圧( . 1 也"，

の水を" 1 ' 同上げようとする圧力) の上告1ーをt!11えて、

液状化発坐を|坊ごうとするものである 。

改良地盤の設計Hl一 車，" 圧縮強度は 20kg/.酬とし、

室 内試験により ｉ ｾ 司 化材 Ｑ 添加 ｬ 立を ＲＰＰｫｧ Ｏ げとした。

格 子liiJ 隔L は、遠心¥1成荷実験結果にさtづいて、
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人が＿ｩ令に千 ｦ られることカ匂 ｖＱｬｾ ＱＱＱＱ 内の基本とな

る 。 安全にｼ対しては人にＧ｝えるＡｾ＿ｾｾｾから分類する

と、影特がすぐに発現するものと、長い年J l を経

て発現するものがある 。 しかし、 1"1然の災官: ゃ人

為的災古は忽像を絶するものがある 。1995年 1 月

1711平仰の阪神大震災は5400人余の人命を奪い、

大きな中広1;' をもたらした。 多くのH寺IInと技術、材

料を結集した人工 ・1I 然! ) ; [ . 境の主主造物はじめ者11市

機能は、 - 11舟のうちに破壊された。 われわれムl ! 築

に携わるす? の使命として、これらの起こりうる多

くの状態に対処で. きるよう設計すべきである 。

設 計

効果がすぐに発

1見する

効果が栂やかに

持続する

時々現れる

徐々に効果が現

れる

。期間経過 工

CコCコCコCコCコ

徐 に々効果が薄れる

図 1 デザイン による 影響の発現時期

住宅の場令、住んで惑いと忠われるところの改

? ? や改修を行 L 、ながら人々は ｾ ｉ ｾ ￬ 市を続けている 。

これらの、人の判l判明↑ 1・tとなり、ヰi 会 (1勺にも. t l : :

耳ｉｬｩ ｉｾｊ にも適応した建物ヵワ ｆｾ 作られて ｴ 、〈 。 その ＧＱ Ｇ
で、技争lirf l勺に改イ停を? 行わなければならない生前線

式や主主物 ・広1境の形態がある 。 この多岐にわたる

技術において、人nnにかかわるものこそ大きく lTYI.

り上げるべきである 。 ある采'mll における安全は将

米もずっと安全かというと必ずしもそうではな L 、。

コストは経済原J l i J の第ー と:考えられてきた。 し

かし玖拍:、われわれの住まう場}ifr、地球について

の問題が多〈台頭してきた。地球を取り巻く大吉L

J也表を被う i二様、 iuJ) 11、海洋、地下ノk 等にまで‘ 汚

染 ゃiJ.. U支:m成の変化カす言。止され、逐J大閃決関係カ言

明確になってきている今 1-1、弓MEのJ土Wrで 1"1;控nJ

ｴ￬ￋ なあらゆる努力Ｚｲｲ Ｇ ＱＱ ＧｩＭしまず、より 』 込き ｾｩ 境自 ｉｊ り

じ苓勺ーすることが犬切であろう 。

眠りの熱環境

人のi舟到j と11垂IU止とは街桜な| 刈係があり、身体(1句、

柏村1(1勺疲労がなければ、短)1寺11¥1附似ても不11胤 Eて.

はな t 、 。 Ｑ｝ Ｑ ｽ ， ｬｦ な ｩｾＱｌ 皮の就校環境で Ｑ 立、剛制 ｩ 寺に身

体を休めるためエオ、ノレギ- f ¥0謝古tを11: t 低限度まで

降下させ、身体の 1] 1心iX!J 3 t は主主低を示す。同時に

手やｾの臼 ｜ｍ 支は ＲＳ くなり、 Ｑ｝ Ｇ心 ￬ｊ ，［Ｇｊｊｴとの老はわず

かになる 。 このi品科て" i帆1111カf速やかに下がるよ

うに発I1二や皮J首表面i];' ' J 支を |二外させ、身体のまわ

りとの ｩｾ Ｍｴｊ ，支濯を大きくさせ、放熱 ｩ 止を ｉ 世 Ｑ ｊＱＱ させる 。

Ｍ ｦｪ 、人体の ｲＮ ｾｹ＼Ｇ ランスによって ｴｪｾ ，ｴＮ Ｑλｬ や ｅ 白人 ｬ

の環涜 ｩｊｾｖ 支カす低 ｌ 、とき、 ｩ ［ｦ＾Ｎ ｩｾ ， ｴ の Ｎｴ ｉ ｕ 活性を ｩｾ つため、

人に優しい環境を求めて一睡眠と入浴一

梶井宏修 かじいひろのぷ

近畿大学理工学部

よりｾくのエオ、ノレギーを使い身 ｦ 本の Ｑ｝ Ｍ Ｇ心 部の払 ｉｕｾ ｝Ｑ 泌がある 。Ｚ 本 ｬ 滋 Ｑ 切には浴室が ｩ Ｎ ｾ はらないので ｩ Ｎｸ ｊ 歯

を日 <i : t : とうとする 。: 尽きに対し、足や手のぷ村I ぷ I(II から峻l耐へ放然される。 このような濃いE21岐

部のiklJ J t をドげる 。 このような状態では捌| 車はせ ドては、財 ｩ Ｑｊｴｊｙｵｾ くなり、エネノレギ Ｍ￬ｬＧ ｦＧ ｩｬｬ が ｉ 曽川 ｉ

ず、たびたび U覚めることがあり、結果的に凶泌 することになる 。高温i谷は生F凶l勺にも 11' ，'jf;J( Il J 巨が

ることによってより波れることになる 。 ，'，'，'iL 、人なら、より正月くなり危険JJtカマifdまる 。

このように窓い粂ＱＧ Ｑ 下て Ｑｨｬ った校共で ｬ ｕＮｾること 浴室1)、lでの人体との熱移動を与えると、舛b文射

で体表面からの凶熱波熱1.1が大きくなる 。特に、 によ ってt' f. われる体熱li 立 体1旬、材料ぷ1mの放射

口や ｪ ぷに ｬ 立桜イ ｬ￯ｬ 手 ｬ を敷〈場合 ＧＱｾ Ｍ ｾ Ｚ Ｚ や布団の熱伝嶋 中やむ ｉｉ ｕ ＳＡが大きく関係、する 。 術家 ｾＺ￮ ｴＺが ｬＧ 分な ｬ 割問 Ｔ

率力可it主i を多〈合むことによってI凶加する 。 すな 性能をイTする場令は、窓而のガラスの扱いがlI iHill

わち、ｾｾ｜カ ｲｾ < 逃げていくことになる 。ーで自生にH確 になる 。ヵーラスやタ イルの放射本は0. 83平' ，l J J tであ

IW己レベノレカ可来いとき、乾性j ixP.M，l は 1m' 当たり 20 るが、結践によって表面が ￬ Ａｩ￭ｾｬＱ Ｇｬ ｊ［ｩ犬ＡＯￋＧ＼になって い れ

ｫ｣｡ｬ 程度である 。 ￬ ｬｵＧｊ立が ＱｌＱＭ 、校ｾの場合は大きく I. f 1  ，こ近づき、より放制; 切吹きくなり、 ;飢 却

なり、熱力匂車われるために体表面i品j支が低ドする 。 mて1まJ( l l . 作収縮が助長されJ(IlJJ:が 1-.がる 。- )J 、

このとき、 J([U[ :は |七外し、そのまま浅い| 民りがあt ぷの!);l境ドの浴室におけるポリノ f スユニットなど

行することになる 。 では家l人JiMJ J tはrJi くなり、換気穴を Ilf . l けるか慾Ilfl

暖房や敷きE : 11iで住共のぷ凶iiiX，'J支が上手{- し、続 放念行って浴室i l n ' J支を調酷しなければならな L 、。

具内のi!J. J.支ヵ可g ; ドしている場合、初j め汗は ! Meす ｊ ｉ ｾ ｬ ＺＧｬＡＮ ＷＺＨＱ 勺にみると、副都 ｩｬｵｕ 支が冷却さ ｩ Ｇￛ ＡＩｪ 温が

るが、桜共 ｼ 人 ｬ 古 ＱＱ の ￬ｾ ， ｾｊ Ｎ立が Ａ 二 弁しも ｦ ￼ｴｆｾ も日くなると、 刈L 、場令ては「ぬくもったJ ! 出回まあまりないが、

身体からの欣然fllカ引てし〈少なくなる 。すると、 似煙ただよう大浴場の1 ' 1' で. の入浴は身体全体が

非 ｾｹｻ ランスがくずれ、組返りをうつ、布同を跳ね 「よく l波まったJ Ａｾじを受けんこれはｴｊ ｊｉｔ￺ ｩ や翌日

のけるなどの物. f I 1 l 的な淵21i 行動を起こし、その後、 許11の山首ぷl仮払M支が上. f Iーすることにより l段かいと

顕然、 ￬ｦ ｊｲＮｾ｜の放散によって ｩ ，ｪｳＮｩ｝［，ｻカ ｲ ｆ がる 。 そのま 感じるからで、マスクをしたときや斤に巻いた襟

ま、ｬｉＡ￟ ｩ ｕＮｾの第 一 ｬ ，Ｇ ￫ ｪｊｴｊ ｬ の ｩ 来い状態になると、Ｚ底冷通 巻の必IJ}IJ と| 日] じである。 さらに、術室内での副作

I，LSがて、きない人 l主体内のiJ o' J . 支カ叶ごがり風邪をひく が大き t 、ほ E 身体の活動が促進されるため、人の

ことにな ってしまう 。 また、夜・主主の宅制iluU! . t は身 熱 ｈｪｩＧｴ が ＱＱｅ んになり干 Ｑｾｬ ｩ 阪 ＨＱ 勺なトレーニングの 』 坊と

体的弱才? が冬JtJ lに'1'-' 釦四堕して走wぶしても 1[ ，ω[ :が してのf) t ，l i りをはたす こと になる。 したがって、大

異常にJ 二fl . しない程度の2 4 "C以 J ーを目線とすべ 浴場 ｼ λｪ ての身体 ｩ 前到ＧＱＨ阜、創ｬＩ ｾｴ な人にと っ てはよい

きであると考えられる 。室内の釘涜はできるだけ illf 動の場とも考える こ とがで、きる 。 入浴がて. きな

抑える必袋があるが、多少なりともｾ￬Ｎ流を総める い場介は> . E 先だけを湯にら止したり、 li ij ll 宛まで1Mに

ときは、 日本 1'，・)f正のt tJHJ 瓜のようなものの使mが つけても入浴時と同じ状態になる 。 1' - . J Eや身体の

考えられる 。ベッドでは版部の風よけが傾持11から 一 部に ｉ ｓ ｴ［ｴＮ，ＮＡＺ［Ｚがあ っ てもむ Ｔ 釧 ｉｾｊ ＱｩＩｊ泌を ｉ ｴｊ ｈ ， ｜ Ｇ てＮきる 。

聖ri 苦11にかけてのドラフトを桁必J に|坊ぐ こ とになる 。 非/¥11りな 11リ組として、人 11-fJ!i JのiJ l : ぃ坊に近い大き

睡|脚lキに発i1 ' が促されたとき、この部分に j瓜が、J'I な窓はさけるべきで、やむをりず訂 1附する場令は

たると冷やされて起床時仁川や背筋の淵イーが恋〈 二J疋[C完窓主とし、: 窓谷I面函冷圭却f J 噌を少しでも} 粍粍減すベきてで. あ

なるのもこのTたニめてで‘あり仇、特にこの昔部[1分はH>材司lん3弘測A司l るι 。 1川"叶l綴絞牛tにこ入 11の戸のf仙JニL一卜

B釘節?百j をするうえてで、屯2放製tE:心な書削郎111似t てある 。 ようにすることが大切である 。室内への泊よれの流

入浴

人を与ーえると、防庄で‘ 空気制布lを考えるべきで、

決して l_oFl ，" ' ¥場に入った外気が室内に流れ込む、; 没日 1-

を行うべきではない。 これは、常時その|二地 のJ!Fl

li ，佐川lペることでヲそ候不l腕時以外のj瓜には対処で

きるものである 。 また、室内へのil ，仏，¥. i 疏人が激し

い場介にお澗 ｾ ｉ Ｍ 画がよくなけ削幻 Ｑｾ ｜ｦｉ ｊ 昔 ＱＱ やＭｴ ｉ ｊｬ 入等、

結成の被官が発生する恐れがt 住じる 。

環境を再考する時機に

人と物のかかわりの '1'で五: 成条例= から人がどの

平 ｗｾ 守られるか、その平 ｾｊｪｴ がＡ日 ｂｩｬｬ となり、これら

をより的般に把握することで、より述L i r: .な設iJ ll m

ｪｩｬￎｉ ぞ行える 。 人の身 ｩ ［ｪ＾Ｚ Ｈｉｾｊ ・ 町内 ｉＧＨｉｾｊ 皮Ｚぷをふまえて、

主l ! : 築物のみならず物理的勺m.lJ lがI思考ーされる時が米

隔壁がJ- t l 外に IUIする浴室て‘ は、冷えに|民1する 11:] ているものと考えられる 。 0995.2.20.:ω 
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Repor t  

「街の色研噴塗 ・京都」シンポジワム '94

街の色' 壁の色

松浦邦男

まつうら くにお

「街の色研究会 ・京都J 正会員

宝章ま造形芸術大学教授・京都大学名筆教侵

シンポジウム・94実行委員会委員長

1993年 11月 6 日の「瓦の色と長総U シンポジウ

ム'93・c <J 1き続き、 1994年 12月 4 日「街の色' 笠の

色」 シンポジワム '94が|封lかれた。

総合司会は中村 隆- MIJ 代表( 京都芸大教J受) で

ある。まず、実行委員会の委員長松浦より、閉会

の後拶があり、「街の色研究会; ・京者IU の研究 ・事

業活動が紹介された。京都市の景観l剥係法規制の

うち、建築物の外観とくに外壁 ・閉口部の色彩 ・

材料について、紹介と解説を行ったが、風説地区

および美総IJ 也区の一昔日を除L 、て具体的色彩想以主力す

ないこと、兵庫県には景観条例があり、それに基

づいてやl'戸市、 川西市には具体的な色彩規ili lJ のあ

ること力主紹介された。 京都市も風致、美総IJ 也区以

外の地域にも共体的な色彩規準のili lJ定が望まれて

L 、る 。

基調講演「日本の壁の色J

一 一 中 村 昌 生 ( 京 都 工 芸 繊 維 大 学 名 誉 教 授 )

京者IIの壁は古くは 「ばらり壁J と呼ばれる現在

の中塗り Ｑ Ｚｌ Ｑ 二 げのような凹凸のある白 ｌ 、漆日食ｾｴＺて‘

*長I ! 築! : H会・ 1994. 2 p.20  

報告ＭＮＧｾ中込先 ・ 「街 の 色研究会・京都 ｊ FAX075-56ト6241
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あった 。 近 ｼ 止になると日本 ιｾ 築の良行革の行に当

たる茶室( 例えば、利f木の待庵) カ望見れ、スサ入

りの荒壁風の{ 土七げの壁が好まれた。それには衆

楽第付近の賀補色の土問主 ｾｊ がｊｦｊ ｬ 、られ、その

後、数寄屋造の壁として広まり珠楽俊1 : : 11乎ばれた。

古田 ｾ姉 Ｑ ｉ の発見した大坂土は高槻と大阪の ＧｬＧ ｬ ｭ で

探れ、武家造、後には民家で使われ大坂J 1 : l : ! : l 、わ

れたが、猿楽より少し;赤みを悦びる 。

江戸期になると色l床のある壁が出てきた。金沢

兼六闘の成奨 ｉ 拡 Ｑ に Ｉｾ｛ ｴ 、上壁や、京者 Ｑ ＱＱ 句屈の大坂上

にベんがら( 紅去のを入れた若干、壁がその例である 。

大津監は紙スサを使うが光沢のある縫がて与る 。

「猿 楽」 を基調色とする日本壁にはベんがら塗

りの位がイ以合い、 典型的な京JJKVII TI歪の外観を形成

したので、ある 。

壁の色研究調査委員会の調査報告

一一加藤力( 京都工芸繊維大学助教授) 、今西

智子( びど色彩文化研究所) 、上村明美( 京

阪コンクソート工業開)

呪代の長ｾ物は壁面の占める上凶 Ｑ がきわめて大き

くなり、壁の色がそのまま録制色に閃ゆとすると L 、

ってよ L 、。 I京者1Iの{ i j - で、は、来たしてふさわしい

壁の色l心、かなるものか」い、うのが今同の調査

研究のテー? て盲ある 。 京都市内を各委只がくまな

く足てl司り、壁の色を採集した。分析、 言i["<{ilfi の方

法は次のj邑りである。

( l )  S  D法による壁の色のw附I j : 京都の衡を伝

統、新J!l 混在の三つ に分け、それぞ、れふさわし

い、ふさわしくないと忠われる 2 クツレープにつ い

て、 一骨貨市民と専門家に号利回iを求めた。

( 2 ) カラーシミュレー ションによる 再利ilfi : 新j民

地区の大壁面雄物の色加をカラーシミュレーター

により無彩色、 Y 、G 、 B 、 R 、 P 系の圭伊ド 5 色

キ11で、それぞれ段階的に iり1度、彩皮を変化させた

写兵を兄せ、京都の街の色として許される範囲喜久

限界法によるアンケ ー 卜調査で附Il 、た。数寄屋底L

IY誌楽」色笠建物についても、同織の号刊日I i を試みた。

両者についてーづ般市民と I}. l. 門家による討仰iが災

なるな E 、興味ある結果が得られている。

国際カラーフォーラム

「外国人画家の見た京都の色J

一 一 キ ム ミ ョ ン ヒ ( 金 明 姫 ・画家、韓国) 、

ジヤツク ・ペルノ k J a c que s P E円NO ・

画家、京都外国語大学教使、フランス) 、コ

ー デイネーター: 日原もとこ( 東北芸術工科

大学教授)

1 ) キム ミョンヒ: 京都に住んで19年 の 経 験

ぞ ｾｭ まえ、主ムカ害時 ｉｊ イ乍したピデグオを ｪ 羽い、 その良さ

と惑さを描写した L 、。京都 の( 色の) 問題は住ん

でいる人の心の問題である 。 世界のどこの人も美

しい京都を愛している 。 これをなくさないように

して証人し L 、。

2) ジャック ・ベノレノ : J訳者1Iに17年住んでいる 。

すべての人は「わび ・t!> び」という需・楽にうっと

りする 。私も好きである 。 しかし、金l刻を建てた

室111]"の精神、1i j 屋、 J1U!tl 広そして浮世絵、その鮮

やかな色使いに注目せよ 。江戸H奇代の色だけが日

本の伝統的な色ではない。 京都にアバンギヤノレド

ぞ導入しないと滅びるといった安藤忠ま{ 低に賛成

する。コンクリートのJVLi 立を残すことを理l解する

が、なぜこの大面積に今 円の壁画を飾らないのか。

3) 討官命[ 日照] お二 人の点者1Iの美についての

凡方に対立があるのでは ? [キム] 基本は同 じ、

税国人とフランス人の表現の差でしょう。[ 日原]

今後の京都について? [ ペノレノ] お寺を除いては

ば絶望してし、る。もっと大胞に色刷克って建築を

つくって欲しい。[ キム] お寺はもっと 11郎、てく fご

さL 、。お金よりもイベントをして下さい。

総括まとめ

一一 吉 野 正 治 ( 壁 の 色 調 査 研 究 委 員 会 委 員 長 、

仏教大学教授)

関連行事

A. ノ叶、ノレ} 戻・杉森氏( 伝統主主築研究所) による

京笠のサンプノレ、ゲストパオ、リス トの絵画作

tfEz、 11力、。

B.  需品親会 Ir1rの色 毛T311る会J

同日 18 :  00-20  :  00 

c. 兄学会「束11I 散策路の寺院特別J:H準見l

12月 3n14: 00- 17 ・。。

日 時 平 成 B年 12月 4 日( 白) 13 日日一 17:30 :  

会場・京都国際交流会館( 岡崎、栗田口)

主催街の色研究会 ・京都

後援・京都府、京都市 ほか

協力. 附日本建築協会ほか
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世界建築博覧会1998奈良プレイベントトリエンナーレ奈良1995

「世界建築博覧会 1998奈良j の、平成 4 年に続くプレ

イベン卜「卜リエンナーレ奈良 1995J は、「建築・まち

づくり J をより身近に感じることができるものとなる

よう、 ＵｾＶ 月に向けて開催準備が進められている 。

( 1) 建築家の作品展については、だれもが楽しめる内

容を盛り込んだ展示とし、見る人が作品を通じて「建

築やまちづくり j について考える場とする。

(2) 伝統産業や工芸、明土などに代表される齢、い木

のぬくもりを通じて、古都奈良の魅力を紹介する。そ

して、地元の人4 や訪れる人々が事効日し合える内容と

し、まちの素晴らしさを発見再認識する機会とする。

囚 R見代建築家展II &アントニオ・ガウディ1副

日 時 1995年 5 月20日仕ト 6 月18日(日)

9 ・0ト 17 :∞ 5 月22日を除く月曜日休館

会 場 奈 良 県 立 美 術 調 奈 良 市 登 大 路 町 10- 6

入 場 料 一 般 1000円、大 ・高生700円

監修総合プロデユーサー/ 黒川紀章、ヒe ジュア J レ

デザイン/ 田中一光スペースデザイン/ 喜

多俊之

qヌ見代建築家展一- - ; 毎外 9 人( ジエシー ・ライザ一、

ダグマー ・リ ヒタ一、ジョセフ ・ウォン、フコレース ・

ダニング、ヌーノ ・マテウス、キモ・フリ ーマン、テ

レーソ ・エーンコール、ケン卜 ・マティヌセン、マテ

ィアス ・ レーサＩ、国内 ＱＲ 人Ｈ八束はじめ、 ｾｬｴ 可健、堀

池秀人、芦原点主l l - 北川原j昆、 三浦周治、大江匡、隈

研吾、内藤廃、圏紀彦、妹島和世、鈴木隆之) の最近

の作品。緊盟、 ドローイング、パース等) を展示。

②アントニオ ・ガウディ展一一スペインの建築家アン

卜ニオ ・ガウデイの製作したオリジナル家具 ・ドロー

イング、作品の模型 ・レプリカ ・写 島 Tネルを展示。

回 『シンポジウム・ 講演会』

日 時 ＱＹＹＵ 年 Ｕ 月 ＲＱ 日 Ｈ 日ｾ ＲＲ 日開 ｾ 23日凶

10 :  ＰｾＱＹ Ｚ ∞Ｈ受付 ＹＺ 00から)

会場奈良市史跡文化センタ ー

奈良市三条大路 1- 5- 37

入場料 5000円( 3 日間通し、申込制、円見代建築家展

IIJ の図録付き)

定 員 800人

パネラ ・総合プロテ・ューサー: 黒川紀章氏

- 円見代建築家展 IIJ に出展・招待した圏内

外建築家

・世界建築博覧会のアドバイザリーボードメ

ンパー (Charles Jencks ほか) 、評論家

・ゴールドメダル受賞者

図 奈良市とその周辺歴史の旅

定 員 各 コ ー ス 90人( 講師とパスで巡る)

参加料各コース 5000円( 昼食 ・3轄見料等を含む)

① 「近代建築を巡る」

日 時 1995年 5 月13日出 9: Ｐ ＰｾＱ Ｗ ・ ＰＰ

集 合 過 失 奈 良 駅

コース 旧奈良県議会議事堂、天理大朝付属天理図書

舘、天王里高等学校、奈良ホテル、旧奈良県物

産陳列所、奈良国立↑ 尊物館、奈良少年f f I 鵬所、

奈良女子大記念: 館

講師柴田正己氏( 堺市立工業高校建築科教諭)

② 「古代建築を巡る」

日 時 1995年 6 月 3 日出 9 :  0ト 16 ・00

集 合 薬 師 寺 北 門

コース薬師寺、唐招提寺、元興寺、+ 輪 院 新 薬 師

寺、鏡桝土

講師岡田英男氏( 奈良大学文化財学科害対受)

③ 「古寺を巡るJ

日 時 1995年 6 月11 日(日) 9:  0ト 17: 00 

集 合 近 鉄 奈 良 駅

コース 法隆寺、唐招提寺、元奥寺、東大寺

講師ヅ探正士氏( 奈良県文倒オ保護審議会委員)

応募は、図、図は往復ハガキ( 1枚に 2名まで) に以

下を明記して、腕世界建築博覧会協会事務局( 干630-

国際ガラス展95 ・金沢の作昂公募

国内外のガラスメーカーと国内のガラス作家の作品を

一堂に集めて石川県金沢市で実施されていた「国際ガ

ラス工芸展j は、今回から 3年に一度の卜リエンナー

レ形式で、ガラス国際公募展として開催される。

その特徴は、ガラス造形本来の役割である「用と美」

を再Z震設するために工芸部門を設けたことである。

主 催 国 際 ガ ラ ス 展 ・金沢開催委員会( 構成: 石川

県、金沢市、金沢商工会議所、石川県デザイ

ンセンター)

募 集 ・工芸部門( 食器、花器、インテリア用品な

ど用途をもったガラス作品)

. 美f棉日門( オフ. ジエなど)

規 定 ・出品作品は一人( グループ ・団体) 1点。

・作品サイズは l 点縦60x横 60x 高さ 6仇mま

で。ステンドグラス等は縦 ・横 ・高さの総計

が 18仇m以内。

- 未発表作品であること。

賞 大賞| 点 100万円、金賞 2点50万円、銀賞 4 点

20万円、奨励賞 6 点5 万円

本審査藤田喬平( 日本奇跡完会員)

ノ、ーヴィー ・リトルトン( ガラス造形家・米国)

フィン ・リ ンゴー( グ ・デンマーク)

パベル ・フラパ ( 1/ ・チェコ)

スライド審査を経て、原物作品による本審査

を行い、 ＱＹＹＵ 年 ＱＰ 月 Ｖ 日働 ｾｉｏ 日 ω に石川県

地場産輯辰興センタ一本館で展示する予定。

出品応募者は出品申込書にカラースライド (35mm

版) 1枚を添えて、 1995年4 月28日悩 までに

主催者あてに送付。詳細問い合わせも同所。

干920- 02 石川県金沢市水町イ 65番地

側河吉川県デザインセンター内

TEL  0762- 67- 4817 FAX 0762- 67- 5242 

日建スペースデザインを設立

側 日建君主主十は、インテリア部とオフィスデザインセン

ターを統合して、側日建スペースデザイン( 代表者岩

崎孝彦氏) を設立し、本年| 月から東京に材土を置き、

事業所として東京、大阪、名古屋に議官を置いて、

以下の新しい営業を目散台した。

- 病院福祉揺室、スポーツ施設など従来はインテリ

アデザインの対象とならなかった介野へのサービス。

・インテリアデザインにとどまらず、二次側設備言語十

も含めたプランニングから家具 ・装飾の設計まで。

・ファシリティマネジメント、内装 ・家具工事のコン

ス卜ラクションマネジメント、 調達の支援など。

・生活環境関連の商品開発とプロダクトデザイン。

・建築、インテリアのリニューアJ レへの企画提案等々。

・外部のデザイナー、アーテイストなどとの協力ネッ

トワークによる企画、↑ 刻瓢フ.ロテ'ユース業務。
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講習会「軟弱地盤の対策基礎工法とその事例J

( 他日本建築学会近畿支剖L 土木学会関西支剖L 土質工

学会関西支部の共催で、工事担当者による軟弱地盤の

対策工法に関する事例の講習会が開催される。

日時 1995年 3 月16日肘 9:  3ト 16: 50 

会場建設交流館 8  F  グリーンホール

大阪市西区立売堀2- 1- 2 TEL06- 543- 2551 

協賛( 紛日本建築協会ほか

プログラム

1. 軟弱地盤対策基礎工法 関西大学山肩邦男氏

ひ不同沈下文様一 安井建築詰十事務所松周佐夫氏

5. カネディアン・アカデミィ等の事例ー浮き基礎お

よびジャッキアップ工法一竹中工務庖福山園夫氏

6. 関西国際空港旅客ターミナルピルの事例ー巨大建

築の複合不同沈下文様一 日建諒十多賀謙蔵氏

7. 関西国際空港連樹喬の事例ー大口儲岡管崩察枕ー

オリエンタルコンサルタンツ 山田益司氏

定員 300名( 定員になり次第締切)

参加共催団体会員 10000円、協賛団体会員 11000円、

2. 大阪ワールドトレードセンターの事例一場所打ち その他 12000円( テキス卜代を含む)

鋼管コンクリ ー卜拡底杭ー 申込参加費、必要事項を明記した申込書、割日券送

日建ソイルリサーチ福井賞氏 付用封筒 ( 80円切手貼付) を同封し、現金書留

3. 大津プリンスホテルの事例一場所打ちコンクリー で 3 月9 日同まて斗こ下記へ。銀行振込不可。

卜壁杭ー 鹿島建設三原良樹氏 日本建築学会近畿支部( 〒550 大阪市西区靭

4. 六甲アイランドの倉庫建築の事例ー浮き基礎およ 本町 1- 8- 4 TEL  06- 443- 0538)  

研修会「ブレストレスト・コンクリート構造の計画J

プレス トレス卜・コンクリー卜橋室 ( p c術造) への

111弊を深めるための研修会が目朗建される。

. pc 概貨の最近の傾向/ 鈴木計夫( 大阪大学) 氏

・pc 概宣の最近の実例から( 1 ) ー現場打ち P C、

鉄骨 pc/ m谷輝雄( 鴻池組技術研究所) 氏

. pc 概貨の最近の実例から( I l ) ープレキャスト P

c/土居健二( フドウ建研) 氏

. P C構造のコス卜と概盆計画/ 須賀好富( 近畿大学) 氏

と き 1995年 3 月24日倒 13 :  ｏｏｾ＠ 17 :  30 

ところ 大阪府建築健保会館・ホール( 大阪市中央区

和泉町2ート 11 T E L  06- 942- 3621)  

受講料建築士会会員7000円、会員外9000円

定 員 150名( 定員に達し次第締切)

申 込 氏 名 、 会 員 ・会員外の区別、勤務先・所在地

と電話番号を記入し、受講華ヰ、受講砥付用 80

円切手貼付封筒を添えて、現金轡留で主催者

あてに。

件f ) 大阪府建築士会 f p C概宣の計画J 係

干 540 大阪市中央区農人橋2ート 10

TEL  06- 947- 1961 FAX 06- 943- 7103 

第 6回タキロン・国際テ、ザ、インコンペティション入賞者決まる

醐 咽 . . ..

｝ｾｾ ｪ ｾ＠

平成 6年度タキロン ・国際デザインコンペテイション

は、審査員に山加盟預氏( 山相顕諒十工場代表) / 課

題「者間の悶( しきい)J のもとに実施され、応募作品

総数390点の中から、入賞作品 17点が決定した。

| 等 辻 勝 治 / 小 川 雅< 大阪大学大学院>

2等 津 田 朋 延< 京都精華大学>

3 等 C. J. Li m/ Mar k Smout< STUDI O 108、英国>

グ 河縮問/ 園立篤志< 京都大学大学院>

H  堀江幸治< 堀江幸治建鏑汗究室>

U  塚田修大< 朝稲田大学大学院>

H  灰谷香奈子< フリー>

入選 Wi l hel m Kl auser ( ドイツ) 、 J effrey 81ai ne 

8rown/ D.  8ryan Weber  ( アメリカ) 、張允圭/ 手

品玄( 緯国) 、 Teodor 8adi u ( 英国) 、大隅安希

子< Ks 建築設計事務所> 、中井邦夫/ 足立真/ 是

劇場をめぐる旅展一芝居小屋建築考一

企画 INAX ギャラリー企画委員会

会期 ＱＹＹＵ 年 Ｓ 月 ＱＰ 日 働 ｾ Ｕ 月 ＲＸ Ｈ 日Ｉ

10:  0ト 18 ・00 会期中無休

会場 I NAX 大阪ショールーム 2  F  

大阪市西四府TI - 7- 1 TEL06- 539- 35 18 

内容写真日刻象、図版、模型、舞台の一場面の再現

旧金毘羅大芝居( 金丸座) / 香川県 鈴影 苦闘千秋

スペースデザインスクール開講

空間創造や環境デザインについて多角的に研究し、討

議し、啓発しあう場、スペースデザインスクールは、

この 4 月から| 年問、毎週水曜日、全50回開講8 れ

る。入学金 3 万円、受講料29万円。定員30名。

スペースデザインスクールの説明会は、 3 月 l 日附

ＱＹ ・ ＰＰｾＲＰＺ 00に、大阪ガスインテリアデザインスク

ール ( 大阪市中央区備後町3ーか 14 備後町オークビル

6  F 、T E L 06- 262- 4089， FAX 06- 262- 7202) で行

われる。開講スケジュールは以下の通り 。

日 程 1995年 4 月19目的ト| 年間 18: 3ト 20: 50

講 師 「人間環境論j 東孝光

「住まいと環境」石井修

「インテリアデザイン方法論J ; 中健次

「集合イ主宅の計画J 遠藤剛生

「都市の集合住宅J 安原秀ほか

パフリyクアート・フォーラム定例会

昨年 6 月に設立されたパブリツクアー卜・フォーラム

は、今まで 4 回の定例会と、第 l 回全国シンポジウム

を開催してきた。第 5 固定例会( 詩r寅会+ 懇親会) の

公開も予定8 れている。参加費2000円。

と き 1995年 3 月31 日幽 18: 2ト 20: 30 

ところ パブリックアート研究所内 ・パブリックアー

トギャラリー青山 TEL  03- 3407- 9132 

東京都渋谷区神宮前5- 2- 8 近豊ピル402

i LULl [j71! ?:! ? ft i| 

永美樹< 東京工業大学大学院> 、宮坂達/ 橘木 テーマ 「パブリックアー卜の夢と現実一例年のそれ

卓/ 寺本晃< 早稲田大学大学院> 、李漣/ 李j金( 中 らを視野にいれてー」一一ノ Tフ， 1) ックアー卜

固)、 Kari n Naj j ar / Patr izia Trenuwal der ( オー にと っての例年を振り返り、国内外の新しい

ス卜リア) 、 Sergey V.  Kryuchkov ( ロシア) 動き、主だった作品に対する批評、 95年の予

コンペ 1等辻勝治/ 小川雅( 大阪大学大学院) 惣などを美祢j評論家の建畠哲氏が語る。
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出 版委 員会 REPORT

「プロのノ ウハワJ 講座 ・第 12回

建築・都市・住宅・土木

「情報アクセスブ、ック」

荒川治徳

日本建築儲会出版委員会委員

株式会社テクネット大阪営業所長

i nformafi on 

平 成 6 年 12月 2 目、大阪駅前第 3 ピノレの21階に 「この本は自分の30年来の望書般を監理したもの

ある日本建築tt1企 ・サ ロンで「情報J についての だ、伯判の分類盤現に苦労した、できるだけそこ

講演会カ可位されました。 に出かけたり電話て市街忍するのに、これも H寺1mが

鱗師は怖持続にI対しては第一人者である菊岡倶也 かかった」などの朝時の経過のお話がありま した。

氏です。日本建築防除の企画で発刊 された「建築・ ついて二「情報には l 次僻録、 2 次↑ 帯広 3 次 情

都 市 ・住宅 ・土 木 ;↑ 1待日アクセスブック」の著者 報とあり 、本舎は 3 次情報であること 、 インフォ

でもあり、 当日はこの本の発刊を機会に行った訳 ー? ノレ情報、 フォ ーマノレザj報の区別も意識しで情

でもあります。 報へのアクセスの仕方を身につけるとよし 、J

この本は大変ユニークな本で、発刊すると大き 「個人の情報アク セスの身近なツーノレは手中長だ。

な反響を巻き起こしま した。週刊新潮の "夏彦の 屯話番号表などはあ いうえお)1頂などに型車理分類 し

写p; コラム" の欄で山本夏彦 さんが 「偶守匝の海」 ていることが多い力え その他のfi s芹院もで きるだけ

の水先案内人と題して紹介されました。 分努艶理するのがれ、だろう 。 この本の分努嘩 理

「情 報イり時 代 い 、うが情報はありすまる 。 はそのときの役に立つはずだ」など有用なお話 も

情報カY ドブ ックがあ ったらずいぶん助かると 聞 けました。

誰 しも思 うのに、 なぜ、かで、なかった。 それがやっ

とでた」

こんなふうに紹介してお られます。

そのほか「日経ア ーキテクチュア」、「施工」、「主主

築 知 識j など建築関係のあらゆる雑誌に紹介され

ました。私も 初 めて手に取った瞬間こ れはすごい

本だ、並大抵 のことではできるものではないと感

銘ぞ受 けたものです。 この企画に関係した出版委

員全員同じ思いを話し合ったものでした。

きて、鱗演は 「大阪のみなさんの直接の声 をl茸l

きたい。容物と い うものは インスタン トラーメン

とか家電製品と違ってす? に役立つもの とは違う、

とにかく読んで資わないと役に立たない、その手

助 けがで、きるだろう 。 また、 この本のなかには膨

大な情報源について記しているが、 その情報源に

対する前可而は入っていな い。執錯の初めに l立入れ

ていたのだが中途て全部削除して しまった。やは

り、活字にすると 、一生懸命にやって いる当事者

に失礼 なことになるなど、なにかと問題が起きそ

うだが、 このような小人数の講演会なら伝えられ

る。そう L 、うことで喜 んで大阪まで出てきました」

という こ とで二お忙しい毎日を お送りのなかl時聞

を割いて来ていたTごいたのですが、そんなことは

感 じさせな い気 さくな形式張らな いお人柄を感じ

させる 言葉で始まりました。

また情干1*は、歩いて風に吹かれて、 どんどん発

信する 人のところに集まる 。悦報は自分だけ知 lっ

ていて、人に聞かれたらも ったいを付けて教えて

やるとしづ人のと ころには集ま らない。 などとし、

う話はし、つも情報とつき合っている人の口から 聞

くと大変迫力をも って聞こ えました。

ザ狩世の管理はパソ コンでなければて、きな L 、。 こ

の本も パ ソコンがあ ったからできた。 などもこれ

か らの仕事に役に立つ情報でし ょう。

以上のように大変有意義な講演でしたカ丈 残 念

なことは参会者があま り多くはなかった ことです。

もう少しわれわれも 人集めすべきであ ったと反省

しております。情報 について の講 演会の、↑i狩続発

信のあり方の情報も必要なようです。 このったな

し、小文が自に留まり読んでいただければ幸 いで、す。

そうすれば多少は情報に自主ナ向けて項けるように

なるこ とでしょう 。

なお、菊問先生は土オC 学会出版文化貨をl切られ

たことを付記し、お祝いを 申し上げます。

日 時 平 成 E 年 12月 E 白閃 開 会18:00 - 閉 会20: 00

会 場 日本建築協会 ・サロン

。 関 師 菊岡倶也 氏/ 建設文化研 究所 主宰

司 会 荒川治徳氏

参加 者 16名

ロサンゼルスの Hi st or i c Pr eser vat i on を語る N E G空間デザインコンペ

89年サンフランシスコ地底 93年ロサ ンゼルスのノー

スリ ッジ地震後の修復活動の経験をもとにした His-

tori c Preservat i on 健 史的建造物・町並みを生かした

町づ くり) の講演会が 4 月に開催される。

インターンシッ プ ・プログラムスは、建築 ・教育 ・福

祉 ・ビジネス等の分野の日本人研修生を 20数カ国に派

遣 して いる民間の国際交流機関 (名誉会長/ハル・ライ

シャ ワ一女史)。阪神大震災で異人館をは じめ近代建築

が大きな損壊を受けたことに対し、ロサンゼルスの建

築家 J ef frey B.  Samudi o氏の修復に協力したいという

熱意で、この招耳警は実現した。

日 時 ・東京 1995年 4 月 8 自国 14 : 0ト 15: 30 

国立教育会館 (T E L 03- 3580- 1251)  

・京都 1995年 4 月16 日(日)1  4  :  OU" - I  5  :  30 

京都教育文化セ ンター (T E L 075- 77 卜4221)

定 員 両 会場とも 70名 (定員に達し次第締切) 日本電気日肝側主催で、第 2回 NEG空間デサ.イン・コ

参加費 両会場とも 500円 ンペティシ ョン〈ネオパリエ〉に作品を募集中。

申 込 参加希望!-t!!.，申込者住所・氏名 ・職業を明記 A. 提案部門/ 課題 . スペース ・イン・ネオパリエ一一

した申込書を FAX または郵送で、イ ンターン 〈ネオパ リエ〉を効果的に使った建築空間の提案。

シップ・プログラムス ビジネス課( 干11 3 東 B. 作品例部門/ <ネオパ リエ〉または 〈ラ ヒ.工〉を使

京 都 文 京 区 本 郷6- 19- 14 FAX  03- 3818- 用した作品の施工例。

4481、T E L 03- 3812- 0373) へ。 登 録 A.  B とも 1995年 6 月 12日(月)までに官製ハガ

誌寅内容 (予定) 寸盈訳、スライド上映ありー キて登 録申込み。申込者には登録票ほかを後

・サンフラ ンシ スコ とロサンセ.ルス地震後の修復活動。 援の併採取善幸ヰ土 (〒113 東京都文京区湯島 2

・ロ サンゼルスでの Histori c Pr eservat iollo ー3 卜 2 T E L  03- 381 卜710 1) より 送付。

・フラ ンク ・口 イド・ライ ト設計建造物の修復 ・保存。 応 募 作品提出締切は A. B とも 7 月3 日(月)まで。

J ef f rey B.  Samudi o 氏略歴一一28歳。南カリフ ォル二 審 査 員 委 員長・阪田誠造 (坂倉建築研究所) 氏ほか

ア大学講師。93年カリフォルニア州て'最初の Hi stori c 委員 7 人。コーデイネータ一馬場環造氏。

Preservat i on プログラム を開始。ロサンゼルス市地1或 賞 金 総 額530万円。

計画諮問委員等を歴 色 応募方法詳細は、株断建築社 NEGコンペ係へ。

建築と社会 ・1995. 2 61  



若い会員の集い REPORT

30's EYE- 21世妃へのエスキス

花田佳明

神戸山手女子短期大学講師

建築のことをもう少し

キチンと喋ろうよ

芦田智之

日本建築協会事業委員

日建段E十

62 建築と社会 ・1995. 2

「主l ! 築のことそもう少しキチンと l撚ろうよ」、第

7111130' sEYE- 21111涼己へのエスキスは、キ111) ;111手

立: r知 J¥)I 大♂;::JWUlIIi ・花111イEI リl J 疋の、 この企画のilri

起としては一風変わった呼びかけに集まった I会生

か b ベテランまで、幅広 l ，.1F-代1Mの49れとともに

始まった。

定員 (30名) を上回るこの参加l人数は、花田氏

が昨年 『処 築 文 化l に発表した論文「プログラム

をめぎして」、{ 民1 f tプロジ‘ ェクト「サノ f ーノ f ンステ

ーショ ンJ 、94.1F- ( こコメンテーターの一人として加

わった 『新姥築』 の「月評J など、氏の力対丘の活

動への少なから必注目度を反 ｊｾ しているといえる

fごろう。

建築を語る

建築斜間帯に主. I ! 築: 写兵とともに設日開ーの文主主が

添えられていることがある。い、うより、設計主

宵として、必ずと 71って L、L、ほど文主主が添えられ

ている。それらは設計者ーがその! & 物て実現しよう

とした意図を説明するものであるはずなのだが、

単に設計象刑二の説明であったり、知角平な一 人よが

りなものであることも少なくな t 、。

このような中で、 1982年から 10正F- tl : J 、円建設百十

において設計実務に携わっていたイEFIJ 氏は、「建築

家はプロとしてもっと ー づ般に分かる ｾｩｾ 定で姥築を

31f る必32ーがあるのではないか」しその後の活動

において、長ｬＡｾ誕江ｼー何 ｲ 予とは述った、設計行為その

ものについて論じる「設計泊l論」の桃築制失索し

ている。

新しいく世界像> の提示ヘ

花田氏は、近代以降の建築述11命を考える手始め

に、コノレピュジエとハンオ、スマイヤーという、

初J同じインターナショナノレスタイルに立っていた

2 人を例にとり、池築のみならず、家具や小物Jで

近代の生活f象と L 、うものを次々と表現していくコ

ノレビュジエにふf し、社会主義に目覚め、機能主義

からはなn " 紡I;i Jは成功しなかったマイヤーの設

言 ｲＱ ￯ＮＮ＼Ａｾ のＺｩＡｩｴいについてこう説明する。

「設計行為のモデルとして、建築家内部にある

＼ 世界像 ＾ 、外部としてある ＼ 玖 Ａｾｩ 止界 ＾ 、ＡＦ築

が ｾｉＺｉ 由たすべき条例二としての ＼ 機能 ＾ 、 そして! &築

としての< 形態> の 4 つを考える J

そして、「コノレピュジ、エの場合は、巧みにく現 実

世界> から < 機 能> をすIIJ 出し、 < 世搾像> につな

げていって < 形 態> を決めていくことができたの

に対し、マイヤーはソビエト社会の伝統という

< 税実i ! t 芥> から直後< 形態> に結びつけてしま

ったJ というように 4 つの聞の関係づけをいかに

巧みに行うことができるか、いかに共体的なく形

態> をもって新し L、< 世界像> を示しうるかが大

司王なのTごと汽う。

プログラムをめざして

さらに花I1 J氏は、「力対立、建築家が置先立十行為にお

いて用いる < プログラム> というのはい った L、ど

ういうものだろうかJ iパフツレ時代に< ソフト >

< コンセプト > といった言葉があふれていたが、

それらが正しかったのかどうか、現在も』対日iされ

ることなく野欣しの状態となっているのではない

かJ と五ぶ丘のコンセプト偏重主義を批判した上で、

「古ぶ丘よく使われている < プログラム> い、う R

楽は、無 ｲ Ｍ ｉ ＺＱＧｴな使われ方て二いわゆる初勝ｾ［￬十四や

与 条f牛と lリ1械に区別されていないのではないでし

ょうか」と、 ; 命文 「プログラムをめざして」の巾

での< プログラム> の定義、 iC D < 内部> の-J. d，..kfヒ

をめざF すこと、@ < 世界> に変化をもたらすよう

な部| であること、⑤創出< 世界> の重ね件き

として記述されること、④価値判断を内包したシ

ステムとしての設日|雷誌を獲得すること、⑤< 世

界> のありょうは、 それらの ｻ価凶削 ｻ値直の ｦ指行附 ｴ紋 ａ以則 Ｑリ ｾｴ 下によ つ

てブ方7引|向句f、

のE距巨問附開間離l佐主陀を旦迎E司めること一一このようなタイプの泌築

f的が内J . 者1ST行的定¥1. 象 )J をもって < プログラム> と11乎ぴ

たL、J い、う考えが紹介された。

これらに基づいて、「今まで僕らがもっているピ

ノレテV ングタイプとは少し述ったピノレディングタ

イプを発凡するため」の思考案験として、 7fホ j平

氏との共同の仮想プロジ. エクト「サパーパンステ

ーショ ンJ がスライドを交えて紹介され、新たな

ピノレディングタイプとともに、 illi なる! &物のデザ、

インではなくて、ハードのイメージも、ソフトの

イメージをも湧かせることができる」新たな必l築

家似の示唆で前半の秘演を終えた。

後半のディスカッションでは、花F l 1氏も J¥) J侍し

た通りの活発なな見交換となり、実際の; 没討す; の

「計泊苦労j がうかがえるなど、話尽きぬままの

閉会。機会があれば、再び花田氏と共に「雄築の

ことをもう少しキチンと喋ろうよ J !  

日 時 1994年 7月29E樹 18: 30- 21: 00 :  

会 甥 日 本 廷 劉 給 サ ロ ン

参力暗 4路

主催日本建諜協会若LI全員d濃 LvJ 、委員会



理 事 会

第 5 固定伊E里事会

ＱＴ 日 ・ Ｔ 時半 ｾＵ 時 ＲＨｽ 分 ・ 於太閤圏

出席者金多、三品、銭高、岡本各副会長ほか2 3名

検 事 ( 1)会員増強について

(2脇 賛 ・後援名義使用依頼の件

(3)入退会者承認の件

(4瀬 告 そ の 他

編集委員会

第 8 回計画介科会一建築系一

ｬ 日 ・ Ｗ 時 ｾＹ 時・於本会会議室

出 席 者 石 山 幹 事 ほ か 8 名

議 事 ( 1)' 手成 6 年 9 月号の本会科会「水と建築ーそ

のデザインとスケールJ 特集の反省会

(2体分科会新幹事の選出

(3体分科会主催新建築作品の見学会

(4)' jL成 7 年 9 月号予定本分科会特集テーマ検

討

第 9 回会員企画小委員会

Ｖ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 稲 木 副 委 員 長 ほ か 5 名

E殺 事 ( 1) i建築と社会J ( シリーズもの) の報告と掲

載予定

(2凍庁しい企画案について

第 3 回計画系介科会

Ｖ 日・ Ｖ 時 ｾＹ 時・珍本会会議室

出 席 者 吉 村 幹事ほか 4 名

議 事 4 月号「トイレ」特集の企画

第 9 回編集委員会

Ｗ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 珍本会会議室

出 席 者 荒 井 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 ( 1) 12月号「青年按術者J .  r関西国際空港J 特

集伍畠報告

(2)  1 月号「光がつくる風合の世界」特集結晶

報 告

(3) 2 月号「音ー騒音から操音/ 創 音J 特 集 経

過報告

(4) 3 月号「飛騨・美; 農ーまちの活巴主化と地方

文 化J 特 集

(5) 4 月号「トイレからみた都市文化J ( 仮称)

特集能畠報告

(6) 5 月号「トイレ空間J ( 仮称) 特集車あ島報告

(7) 6 月号「施工材料」 ・「会員作品J ( 仮称) 特

集結晶報告

(8)来年の萎普氏デザインのキ言語寸

(9阪 支 状 況 報 告

第 9 回広告企画小委員会

Ｗ 日 ・ Ｔ 時 ｾＵ 時半・於本会会議室

出 席 者 勝 副 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 ( 1) 12月号「青年技術F 者J . r関西新空港」特集

広告途中経過報告

(2)  1月号「光がつくる風合の世界」特集・「謹

賀新年J 広告途中値畠報告

(3) 2 月号「王トー騒音から操音/ 富IJ 音J 特集広

告途中値畠報告

月 間 の 動 き 【平成6寸 2F.!?:T】

(4) 3 月号「東海支部」特集広告途中結晶報告 ＱＳ 日・ Ｘ 時半 ｾｉｏ 時・於大阪グラ ン ドホテル

(5) 4 月号以降の独自特集企画

(6)1'乍品作風蘭係報告

第 9 回構造苦手科会

ＱＴ 日・ Ｖ 時 ｾＸ 時目分 ・ 於本会会議室

出 席 者 二 宮 幹 事 ほ か 3 名

検 事 ( 1) r概隼の頁J の企画

(2凍年度の構造分科会の委員術成

(3)次の特集の企画

第 9 回設備分科会

Ｑ Ｕ 日 ・ Ｖ 時 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 村 上 斡 事 ほ か 5 名

機 事 ( 1編集委員会の報告

(2)  rトイレ空間J 特集の企画

(3)  r設備の頁J の企画

第 10回作品作風小委員会

26日 ・6 時半~川時半 ・於本会会議室

出 席 者 富 田 副 委 員 長 ほ か 6 名

殺 事 ( 1駒田編集委員会の報告

(2) 1 乍品の掲載状況並びに掲載予定の報告

(3) f 乍品の選定

(4)  r G剖 l eryJ 掲載報告 ・予 定

(5)  r S KE T CH  B OOK 欄 J の掲載予定

事業委員会

第 8 回若い会員の集い小委員会

Ｖ 日 ・ Ｗ 時 ｾＸ 時 ＵＵ 分 ・ 珍本会会議室

出 席 者 杉 本 副 委 員 長 ほ か 5 名

検 事 ( 1断固事業委員会の報告

(2)実施報告及び今後の企画について

(3)  r 30' s  EYE J の参加費について

(4湾 業委員総会について

(5)  r委員の時間J

出版委員会

第 8 園出版委員会

ＱＵ 日・ Ｕ 時 ｾＶ 時半・方会本会会議室

出 席 者 須 賀 委 員 長 ほ か 8 名

検 事 ( 1)  < プロのノウハウ〉とキ割基本の手五島報告

(2)今後のテーマと幸先筆者選定

(3)  i プロのノウハウ」講座シリーズ

「プ口のノウハウ J 講 座

建 築 ・都 市 ・住 宅 ・土 木 情 報 ア ク セ ス ブ ッ ク

Ｒ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時日介

講 師 菊 岡f具也( 建設文化研究所主宰)

参 加 者 凶 名

見学会

西神戸医療センタ一見学会

Ｒ 時 ・ Ｒ 時半 ｾＵ 待問介 ・ 参加者 ＵＶ 名

第 3 回茶室見学会 ・銀閣寺の東求堂

Ｓ 日・ ｬ 時 ｾＳ 時 ・ 参加者 ＵＰ 名

建築クラブ

第 272回朝食会

演 題 「人間とぱらのふれあいJ

講 師 藤 本 優 氏

参加者 58名

建築関係団体合同忘年懇親会

ＱＴ 日・ Ｖ 時 ｾＷ 時半・華効日者 ＴＰＰ 名

入 会 者 (敬称略)

〔団体会員 7 ネ幻

側きんでん中部支社

栗原エ業側名古屋支庖

新菱冷熱工 業側 名古屋支社

新菱冷熱工 業側 名古屋支宇土Z錆憎高

高 砂熱学工業側 名古屋支庖

中立電機側

三井建設捌名古屋支庖

〔個人会員同名〕

石 原 猛 岡 田 満 弘 楠 原 芳 子

{ 中立電 後) ( 伊蝿瞳聾世肘穆輯所) ( 稼松腐圃研究所}

づ 鳴 き 隆 島 田 聖 子 田中恵美子

{ 竹中工務庖) ( ライフ}

田 中 良 治 林 一 彦 本主主千恵子

( 軍本工襲名古車宜庖) ( 大成圃! l t ) ( 伊麗建聾世計事暗所}

中 塚 民 草 柳 田 克 己

{高砂I I *I I 名古車王座) ( l ! 原副作所中111支社)

司会員の計報( 敬物調告)

五十嵐 昇( 三共建築言宣言十事務所)

6 年" 月 l 日死亡

水間秀三( 三井共同建築コンサルタン卜)

後 腹 攻( 大建設計)

今回忠七郎

7 年| 月 9 日死亡

7 年 l 月 14日死亡

地震災害の為死亡

建築 と社会 ・1995. 2 63 



社

神戸市中央区三宮町3一7- 6(神戸 7 クトクピル5階)

電 話 神 戸 (331) 0881- 3  

大阪市北区西天満2丁目 6番8号 (堂ピル5階)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

神戸市東灘区御影石町 4丁目 (電話811-3610)

β 、

Z 三室 谷 商 事 株 式

内 装 不 燃 材

本 社

支 庖

倉 庫

奥山 t工菜木J ; ¥fi
化工…棟、〈

本 社東京郡中央区銀座8- 4- 9 奥山ビル T E L 03(3571) 27ω 附 FAX03( 3571 ) 0264  

大飯事務所 TEL06(391) 1081 - 2FAX 06(395)2109 名古屋出彊所 TEL052(811)3660 

備;兵富里所 TEL045(320)岨32 FAX045(320)4765 嘩 木 出 彊 所 TEL0462(21) 1761 FAX0462 (23).13引

埼玉宮察所 TEL日刊 (774)2845 衰 蝿 出 彊 所 TEL0292(28)  0878 FAX0292 (28)  2614 

テトカッパー防水
| カッパー防水帯 ー コーパータイトオクロン防水格 l

資斜をご鵬耳障下さい。

新しい時代の、新しい扉をひらきたい。

、芳三Shutter

干 540 大 阪 市 中 央 区 南 新 町1 - 2 - 1 0 ( T SビJ レ)

T E し ( 0 6 ) 9 4 3 - 6 5 7 1 げて)

・東京/ 償浜/ 盛岡/ 仙台/水戸/ 鯵伺/ 岡崎/ 名古屋/ 富山/ 大津/ 京都/ 神戸/ 広島/ 高松/ 福岡/他全国主要都市

キ土本

東洋シャッター株式会社

大阪市西区西本町 l の13の33

TEL. 06- 532- 0 4 6 1  ( 代表)

FAX. 06- 535- 5 18 1  

天 理 市 丹 波 市 新 町 4 9  

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

干547 大阪市平野区加美北 3 - 4 - 5

TEL06(792)  5858 FAX 06 (792)  2810 

志 、 7

らナ千

三ニ堕 z

l呈 γ 1 ［ｾ Ｂ ら
恨二- i量 ウ

工l ! L 区 ス

古株雪京

11式E77

:; 会言自白

社 三一五
官I 号 六 四

情報処理/ 編集・企画/ 印則・製本

E ・E ・. l u;JI・E ・-
---a-----aanu

守

-

h

i

滑

川

ふ

百

羽

山

式

出

株

官

植

問

居

国

間

山

本
叩
山

口

H

瑚

h
u
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空 調 ・衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設計 ・施工)

組朝日工業社

本社 ・本底 東京都港区浜松田Tl - 25- 7 電話03 (3432)  5711 

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 加 烏 ト58- 59 電話 06 (302)  2270 

支 庖北海道/ 東北/ 北関東/ 積浜/ 名古屋/ 中国/ 九州|

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，ヲイヲシ株式会社

本唐・大直志社 〒550 k 阪 市 内 I;o( il r 掛 け 119酢25"';- 'j屯.抗(06)441 8231  

東 京 本 社 干 102 収 ，x冊「代川 (>(i ;¥1ーは2lil  15排 出 サ 電 ，1古川3)3261-82:!1 

支 社 Y. ，' 1M.  N，¥附

主 底札叫 ｦｬｨ ｦ￬ 紺向 λｾｈＧ T民 同 iJc イ?l:iNーか‘ "11- 神 μ . J i . 用・ l刈111'

'i. 品 商 松 熊 本

営蝿所町 民尚館 ｎｾ 肱 川 ＧＡＮＧｩＮ倒的偏ｊｯ＼ Ｇｦ Ｇ ， Ａｊ 同ｾＯｾＱｉ Ｑ .  jlt  .  i;{ LIJ 

制作・ itt 山・松山副知北九州. l I t : 兇品開副

出 張 所 地 111. N. i品・ 111崎 松 ;1 他 M' ドl剛氏崎 k 分 山 崎

嵩 丹 宜 底 ン ノ ガ ポ ー ル ホ ノ コ ノ

技 荷 研 究 所 干'54 J品 1'. 胤人1 I 11r.¥. _'. y，町 k 1 北，jdl 却の僻地 't1t，凶(0492) 加 1511

空気調和設備 / ' X ' ¥ 産 業 設 備

給 ｦｊｾ ノ ｫ 設備 1 1富、 l ノk 処 理 施 設

電 気 設 備 マー---v 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 大 島 剛

取締役大阪支庖長 三 田 村 嘉 也

大 阪 支 底 大阪市中央区北浜2- 2- 21 電話06 (202) 3071 ( 代表)

本社・東京本后 東京都千代田区有楽町] - 4-1 電話03(3502) 6111( 大代)

支 唐 名古屋 ・九州 ・北海道 ・中国 ・東北 ・北陸 ・神戸 ・四国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備 設 計 施工

φ 三建設備工業株ま奮社

大 阪 支 后 大 阪 市 北 区 紅 織 田J 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1  1  3  1刊

本 社 東京都中央区日本中制高官酬J 2 - 2 2 電 話 ( 3667) 3431 ( 大代j

支 社 名 古 届 ・仙 台 ・札帆 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 闘 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。
空

-
-

-ー

発 調株式会社

本 H  k 阪市中央1>( 域見 2 nll 帯61 ｾ［Ｎツイノ ＲｉｍｉｄＺ タワー ，ml :  06- 949- 1371 

点以本1占 *) j ( t[ 1車rr "，1lR両 新 宿 新 宿 住 友 ビ ル 電 話03-3344- 1911

大阪本I;li 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13 番 20 ｾｽ＠ 屯話 06-363- 1371

支 1;1; ＨＱ ＱＱ 台・横浜・名古庖・ ｪｪＨｾＱＱ ・神戸・ Ｑ よね・稲 ＱｍＩ

戸; 業所札帆・松 iI

m 1U 所 Ｉ Ｇ￭ Ｇｾ ・秋日 ｬ ・盛岡・大宮・千集・川崎 ・ 山梨 ・ ＱＲ ［ｬ ｴｊ・縞 ｾｉ

和歌山 ・鳥取 ・|れ，:)山 ・Z7』松・下l剥・熊本・宮崎・鹿児{ ，: ， . i'l
'
純

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

問 よりよき環境へ技術で挑む一 一 一

c<<!) 株 式 会 社 精 研

自防 ' ・ーー一

本 社 大阪市中央区瓦屋町 2丁目日番16号( オートセ ンタービル 1 ・2階)

銅; 便番号542 " 正式司大阪 (06) 768- 5  0  3  1  代 表

ノンテナンス郎} 起 訴 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1 6 5 1  代 表

点京1: 1( 1i 東京都文京区小石川 l 丁目 12番14号 ( 日本生命小石川ピル 7階)

銅; 便番号112 7l[話 ( 0 3 ) 5 6 8 9 - 2 3 5 1代表

商白は宇気てすo ¥ '  ｾ＠
圃 掴 熱と空気のエンジ二戸川ーー

〉ー〈J 5意思
・宮

空 気 調 和

給 排 水 衛 生 e  
搬送機設備

設 計 施 工

人に優しい環境づくり

第一工業様式倉誼

大阪支庖 干530 大 阪 市北 区 西 天 満 3 丁 目 6 番 14号

電 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代表)

本 社 〒 100 東 京 都:" f - r t 田区丸の内 3 丁目 3番 l 号

電 話 0 3 - 3 2 1 1 - 8 5 1 1 (代 表 )

ガス額備のき量計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガス住設機器特約底

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号 電 06- 466- 2268

大阪営機所

枚方営換所 枚 方 市 甲 斐 国 東 町 9 - 3  iIl 0720- 49- 2128 

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 空 調 設 備

3522西原衛生工業所大阪庖

大阪市北区中津6 丁目 8 番 4 号 電話 大 阪(458) 3628番

支底 ・ Ｇ畠勢ｾ斤福岡 ・ 京者 ｛ Ｑ ・ 天理 ・川 西 ・ 布 Ｑ Ｑ 戸

⑨日本管工業株式会社

本 社 及 京 都 宝 庫 京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 番 地 の l

屯百舌 ( 681) 5  1  0  1  - 5 ・夜 間 専 用 (691) 1 0 4 5  

大 阪 支 庖 大 | 塚 市 北 区天 満1- 5- 20 電 話 ( 06) 352- 350lC1尚

三 重 支 唐 津 市 栄 町 2 - 1  1 1  電 話 ( 0592) 26- 3610間

四 日市営 業 所 四 日 市 市 西 末 広 町 電 話 ( 0593) 53- 7431附

滋 賀 営 業 所 大 津 市 中 央2丁目 4- 28 電話( 0775) 22- 9738附

O K U J U  
スベー九タ '1' ィ，ー

邑箆信章白容もお島tク妥三留錨拶窃忍

「大規模天井無足場工法J

内外装創作パネル システム天井・間仕切

畑幸社オクジュー

本 社

大阪市北区西天満5丁目3番 7号干530

TEL(06)312-4131 FAXω6) 312-7998 

東京ー九州・検浜田名古屋 目仙台・宮崎・軍部
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Ｒ 舎町震局毎 ｉｾ
Ci"i'. 

何時もあなたの街で

お会いしている

クリハラの授術手d 会d。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー. 可 " ' 1 1: 1' "

キ電'ー....

③時土鍋王訴さ持
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令

φ
ι本

、 ず

4匠

ーを轟轟圭j義雲霊

人と都市の快適な環境をつくります

- 空関・鎗排水・衛生役備

空l I ¥閥和

工喝配菅

水盤理

コージ z ネレーション

クリーンルーム

・プラント

プラン ト肘轟

システムエンジニアリング

y 凶 型 地 埼 玉

令 住 友 電 設 株 式 会 社 擦を Z諮問盟主主!;; zmJ21;T

- 情報通信段備

情岨温情ネ ッ トワー ク

情 岨 島 理

温情システム

量進システム

・電力泌量段備

豊宜電

架空退配電

地中道配電

世鍵種目位計・施工・監彊

・電気役備

畳E・1. 幹踊

動 力 制 骨 盤 置

電 話、抽送、インターホン

防犯、防虫

中失監視制劃

システム計義

語I
Ul J  

. . . .  電

工

裕

岡

敏

計

一

一

一

井

設

土

事

司

純

愛

工

A

Z

鮒

気

式

河

電

織

的
。

大 阪 市北 区 西 天 満 2 丁 目 6 - 8  (堂 ビl レ5 階)

電 話 0 6 ( 3 6 1)  3 6 7  l ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 茅 場 開T 2 丁 目 1 7 番 3 号

電 話 0 3 ( 3 6 6 6 )  1 4 7  8 ( 代)

J:JfI. . 泉 州 ・ 泉 南 ・ 滋 賀

キ土

底

本

支

営 業 所

設計施工

l 朝 陽 電 気 株 式 会 社 I

⑤ 
電気設備

電気段備 ・計装制御段備・空関殴備・クリ ーンルー ム役備・プラント設備

鎗排水衛生役備・ヱヰルギー集中底捜システム 段骨十施工

三宝電機櫛式会社

取締役社長 ｪ［ｴｾ 納秀一

f
，

S

叩

.
崎
町
山
、

H

d

F

'
'A

刷

士

本 社 干530 大阪市北区中之勾三丁目 2- 4  (朝 H ピル) 屯話06 (385) 1361(ft) 

大阪営業所 干564 吹 田 市 垂 水 町 3 丁 目 34 - 6 電話06 (385) 1361(ft) 

京都営業所干615 京 都 市 右 京 区 西 J;( 極 高 野 町 21 電話075(311) 1185聞

神戸営業所干650 神戸市 中央区浪花町59( 神戸朝日ピ J レ) 電話078(333) 775鮒。

J '九

!，j_ 本山代 表 取 締 役

辛 抱 干5酒大飯市北区西天J I 2- 6- 8⑮ピlω TEL 侃G制)1471・FAX 白(3臼)5533

ｬｬｾ 豆祖利回東京畠車区軒質ー Ｑ ＶＨニュー軒蝿ピ ｊ レ Ｉ TEUl l ( 担制)0231.FAX 閃( 捌)0168

S芭竃豆活干'461 名古車市北区量調日ー11-14 TEL飽 側)5131.FAX051(914)7535 

神戸宣后干t i 5 7 樽戸市量区8・牢町1- H( 工ピスピJレ) TEL例 制)5571・FAX078( 肌 )6161

m田究所守吉田大飯府精哲三宝町七T3S自 TELOn1( V) 制l HAXOn1( 17) 1制

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

馬 田 栄

社

必』

:z:ミ

特 殊 壁 装 材 製 造 販 売 和室に最適

回一::;:17)(株)副 O! l : J ! J C:
支社長

大阪市中央区高鹿橋4丁目 3番 7号 電 話 大 阪 (202) 0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北・丸ノ内・新宿・神奈川 ・東 関 東・中部・九州

場

一

二

エ

第

第

Const r uct i on chemi s t r y f or t he f ut ure.  

コンクリート用混和剤/ コンクリート用補修材 l

高性能無収縮材/ コンクリート用高性能床材 l

線 式 会 粧 工 ヌ 王 ム ピ ー

綜 式 会 主t ポ リ " リ ス 物 産

本 社 東 京 都 港 区 六 本 木 3 - 16  - 26 

大阪支底・ 大阪市中央区北浜3-2-23( 信愛ビル)

T  E  L06-202' 3294  

静

-・11

11

。 ＮＮＮＮ￞ｊ｟｜｜ＯｾＭ 横代の断熱用シｾ人
1あぷシ. --./[.今

日宜バイナリーシートP
目立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術て将帽した，ニ置構造の断熱兼用二重防水シートです。

自主電線株式曾批判開刊区肌汀自 ＱＮＲｾＨ 干佃ピルＩ

⑧醸造髄株式会社

行孝藤
代 表 取 締 役 社 長 依

T E L (06)351- 542鋭的

F A X(06)351- 5299 
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デンカC S Aファミリー製品

-子二. InCSA ( 膨張性 j昆和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・子二Ｎｉ ｮ ，，ｾ，ヨニ Ｎｉ Ｈ グラウ ト用無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

Ｍｔ ニ ｊｄ 司 ｆ ＺｊＭ子 Ｎｊ Ｇｊｾ Ｈ主義 ｦ･ｔＩ コンクリート躯体の漏水補修に
・寄与DES(土質安定用急硬材) 地盤補強用薬注入

・安二. InI I OOO(製品用超高度 j昆和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

A

Q

玄式株業産

巴士，

刀て浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖
TEL 本 社 ・京 都 ・制 野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

鈴鹿日 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

A

Q

玄式株 ネ土

TEL 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

業産浦金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

TEL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

ネ土東 郷 化 成 株 式 会

T E L 滋 賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

T E L  大 阪 ( 0 6 ) 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土

A

ム

玄式

2 5 2 - 6 0 0 0  

株産物

( 0  6 )  

洋

T E L 人:1仮

光

Tl I J I !J 9J 乱暴9J l
特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料

責 任 施 工

種 ・ オ リ エ ン タ ル エ タ ー ノ コ ア ( ETC- F)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル ユ ニ ラ イ 卜 (U N  L)  

色 彩 豊 菅
平 〆 丘 三 E目

長 尺 物

ロ

ロロ

半 世 紀 の 実 績 が 誇 る

技 術Uつフチウヲユザ

波 紋 規 絡 S 小 l1主・ S 大 i皮 ・Vi 皮 ・ボ ソクス I皮 ・W ジ ャ ン ボ 波 ・V デ ソキ

S V ジ ャ ン ボi皮 ・ボ ル ト レ ス ル ー フ B L . J代の 1也

平板・波板・棟包・雨押類・告樋・竪樋・車干樋

各種換気装置( モニター・ベンチレータームーパーエキゾスター(強制))

ボーロイド( 断熱材) D.G  ※ カタログをご俳ドドさい。

社

社

社

底

場

支

支

本

本

多

日

日

本

東

西

支

ヱ

市 I J I ! J ' l JI - 歩ゆJI - 掠式会祖

干335 埼玉県厳市塚越 5- 12- 2  TEL (048) 442-3111 

干335 崎玉県政市塚越 5- 12- 2  TEL (048) 442-3115 

〒660 兵庫県尼崎市長洲中通 3- 24- 35 TEL (06) 487-2121 

関東、東北、大阪、名古屋、広島、九州

熊 谷 ・東 条 ・姫 路

途用

関西国際空港エネルギーセンター景観壁工事
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ビ

ル

フ

ア

イ

ス

BILLfll1 

τ ｏ ｙ ｾ ｓｨｵｴｴ･ｲ＠

可動ガラリ

ヒ、ルファインは、温度センサーが.働き快適なビル環境を維持する省エネヒル

外装改修システム。春夏秋冬の気温にあわせ、内壁と新壁との空気の流れ

を調節し、ビル全体の省エネルギー化を実現しま衣また、電信電話や光ファ

イバ一、電力幹線等の新設や増設に対応。インテリジェントビル化にも適応

した次代のリファインシステムて、主 定 霊安

価 貢胃

1  ｾ崖

E 語奇

H は -

O 喜上

円 E 完

曾92

:L 翁 五
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料

共

雑i志 03379-2

東洋シャッター株式会社

本 社 干540 大 阪 市 中 央 区 南 新 聞Tl - 2- 10 T S ビル fi 06 (943) 6571 

東京本社 干 106 東京都港区六本木6-3-18 第一地所麻布ピル fi 03(3479)2911


